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　　　プロローグ




　少年は、孤独だった。

　孤独というのは集団が生み出す疎外感であり、それまでの彼のいた世界で、彼は、その世界を構成する一片としてまちがいなく存在しえていた。

　けれど、その世界を抜け出してしまった少年は、きわめて孤独な存在だった。それが、少年がはじめて認識した孤独という感情だったのかもしれない。




　新しい世界には、『役割』という名のつながりを越えた関係性があった。役割としての必要性をいくら高めたところで、辿たどり着くことのできない絆きずなが。

　子供たちは決まった大人と手とつなぎ、目的があるわけでもなく寝食を共にしていた。友情は知っていた。同情も知っていた。そういった関係を指す言葉も知っていた。しかし直じかに目まの当たりにした人間同士の繋つながりは、あまりにも──奇跡的だった。

　……なんなんだ、『コレ』って。

　それは奇跡でありながら、万人に与えられた権利のように見えた。実際はそうでなかったのだが、彼の目に映る世界が、その時の彼の世界の全すべてだった。

「いつも一人だね」

　そんな世界を眺めていた時、掌てのひらにぬくもりが生まれた。彼よりもはるかに年下の男の子が、少年の在り方を不思議そうに見つめていた。

「お父さんと、お母さんは？」

　少年は、他人と口を利きくのも久方ぶりだったので、第一声はつまってしまった。

「……いや、知らない」

「どこかいっちゃったの？」

「さあ、わからない」

　少年の言葉は、少年自身の心を打ちのめした。わからない。

　男の子は少し考えてから、こんなことを言った。

「名前。何て言うの？」

「俺おれの名前？　──ヤヒロ」

「ヤヒロ……名字は？」

　少年は答えられず、言葉につまった。無理もない話だった。彼にはまだそれを与えられてすらいなかったからだ。

「名字がわかればお父さんとお母さんのこともわかるよ。ぼく──」

　ヤヒロの沈黙を躊躇ためらいと察したのか、男の子は、その心を氷解させるように微ほほ笑えんだ。

「ぼく、スギサキ。スギサキワタルって言うんだ」




　それは、ちょうど五年前。全すべての始まりとなった出会いだった。




　　　　◇




　水平線の向こうで巻き起こった、潮の匂においを孕はらむ強い風が、とうの昔に棄すてられた海沿いの廃ビルを容よう赦しやなく叩たたいた。人の手によって修繕されることがなくなってもなお、鉄筋にまといつき強固に残っていたコンクリートの壁は、中層階の一部だけが爆発が起きたように砕けており、その奥に広がっていたどす黒い赤色をした水面に波紋を広げていった。

「……何だこれは……ふざけるなよ……」

　朝焼けの差す血ち溜だまりの中で事こと切きれている少年を見下ろしながら、渋しぶ谷やは乾いた声で笑った。喉のどの奥から熱を帯びた咆ほう哮こうが迸ほとばしりそうだったが、今さら呪のろいの言葉も怒りの言葉も吐きつける相手は存在しなかった。それは、数すう瞬しゆん前に渋谷が抱いた希望を永遠に失ったことも意味している。少年の着ている紫のダッフルコートは多量に血を吸いこんで、亡なき骸がらにのしかかり続けていた。『ライアー』のコードネームで呼ばれた能力者のなれの果てだった。

　こんな幕切れがあっていいものか。こんな……。

　渋谷政まつりの手にしている、無数の神じん器ぎの灰を固めて作り上げた無形の神器と、ライアーが振るった最上位の神器《不在証明の槍ロンギヌス》は、互いに洗練された技法を持って、片や憎しみと、片や余裕を乗せて何十と打ち合わされた。槍やりの穂ほ先さきがかすめた床は抵抗なく裂け、鎌かまが触れた壁は残ざん骸がいとなって飛び散った。廃ビルのフロアを破壊つくした剣けん戟げきは、渋谷の側の勝利に終わった。

　永久に続くかに思われた競せり合あいを分かったものは、様式を持たぬ『無形の神器』と、『槍』の概念の元に形状された神器の間に横たわる『損耗』という名の差だった。

　壊れてゆく槍を、幾度もの激突の末に遂ついに無形の神器が噛かみ砕き、槍の所有者であった『ライアー』こと杉すぎ崎さき八や尋ひろの肉体──その内臓を致死の衝しよう撃げきが容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんするのは、『槍』対『無形』の決けつ闘とうを敗者自身が望んだ瞬間に決定されていた運命だった。

　渋谷が、復ふく讐しゆう者しやとして求めていたはずの手て応ごたえは、絶望的な余韻をもっていまなお指先に残っている。網膜には、杉崎八尋が最後に浮かべていた薄うす笑わらいの表情が。八尋に失われた家族を複製させることも、表情を歪ゆがませることもついぞできなかった。それは渋谷にとって敗北よりもはるかに最悪の価値を持った勝利だった。

　渋谷自身の身みの丈たけを遥はるかに超える鎌の形状を構成していた複合成物キメラの神器は、その末端から徐々に灰化してゆき、風に流され全すべて散った。杉崎八尋を屠ほふるためだけに生まれた渋谷の《ブルートフォース》の機能は、既すでにその役目を終えてしまったのだ。

「ライアー……お前は、どこまで……ッ」

　渋しぶ谷や政まつりに与えたのは復ふく讐しゆう心しんと絶望のみで、それ以外の全すべてを奪い尽くして杉すぎ崎さき八や尋ひろは死んだ。彼の喪失によって、財団と、協会と、そしてサーカスを巡り動こうとしていた大局が新たな局面を迎えようとしていたが、それはのけぞり怒ど号ごうを放つ渋谷の知るところではなかった。






　　　Ⅰ　臨時怪盗




　数日前に下見に来た時こそ何も言わなかったが、杉すぎ崎さき渉わたるにとって美術館というものはどうにも苦手な場所であった。足を踏み入れるたび、憂ゆう鬱うつな気分になる。そうさせる一番の原因というのが、美術館独特の空気にあるということは本人もわかっていた。

　空気といっても、雰ふん囲い気きの話ではない。純粋な、空気の性質であり、即すなわち空調の在り方だ。美術館には、そこにある造形物を保存するために最適な環境が整えられている。温度二十二度、湿度十パーセントの空調設定がそれだ。温かくも冷たくもなく、乾いても湿ってもいない、そんな人工的で不自然な気質が肌に合わなかった。

　美術館嫌いから空気が嫌いになったのか、空気のせいで美術館が嫌いになったのか、今となってはわからないことではあるが、しかしそれを思索している時間は渉にはなかった。

『さぁ、彼女の方はうまくやってくれたぞ。次は君の番だ、少年』

　イヤホンから聞こえてくるのは、森もりノの宮みや学院長の乙おと旗はたの声。

『繰り返すが、今回コープスのバックアップはない。──駆け出しの君たちにとっては、何とも心苦しい話だがやってもらうしかない。そもそもこれが我々怪盗の在り方だ。予備電源が作動して、センサーが復活する前に仕事をすませるんだ。タイムリミットは、』

「五分」と渉は言った。

『正確にはあと四分二十三秒だ』

　停電した美術館の塀へいを乗り越え、二階の窓にワイヤーをかけて侵入するまで、三十秒以上も要してしまったのはミスの域だ。美術館に直通する送電線に仕掛けられたカーボングラファイトのケースは、それが装着されている間は絶縁効果で電力の復旧を阻害してくれる。が、停電を感知して作動する予備電源がこの美術館には用意されていた。

　外部の人間に見られてもいいように、着こんだ警備服の下には、身体からだの動きを最大限阻害させず、かつ任務用の道具を最大限収納できる任務服を着こんでいた。伸縮性のスーツに包まれた四し肢しを躍やく動どうさせて、渉は夜闇に沈む美術館を駆けていた。常設エリアを抜けて、次いで個展エリアへ。美術館は、芸術品を砦とりでに置くものではないという美意識から、警備を看過してあえて薄うすくしていることが多い。だから、ここまでは当然楽勝。入って出るくらいは当然こなせなければならないくらいだ。問題は、ここから先の時間との戦いだった。

　マイザーハウンド家の遺作の数々が、そこでは、昼とは違う顔で待っていた。

　この国立近代美術館が、三日前から開催しているマイザーハウンド展。その中で、目玉となっているのが、展示室の中心に鎮座する真っ白なカンバスだった。

　作品名のないカンバスの解説プレートにはこう書かれていた。

「マイザーハウンド家末代は、ついぞ遺作と呼べるものを一つも完成させることができずに、真っ白なカンバスを前に世を去った。それがこのカンバスである」──。

　後こう生せいの人間が、伝説として芸術に昇華させたカンバスだ。

　だが、この任務に関かかわる者たちはこれがそんな苦悩の結晶ではないことを知っていた。その一人である渉わたるは、カンバスの前を走り抜けると、展示室の壁際の隅にある、長方形のケースの下に駆け寄った。芸術品ではなく、マイザーハウンド家の記念品の数々が並べ立てられていた。懐中時計に、実際使われていた絵筆など。そのうちの一つが、此この度たびのターゲットだった。

　マイザー家で代々受け継がれてきた、無む銘めいの指輪。便宜上『マイザーハウンドの指輪』とミッション上は呼んでいたが、これは別段芸術品というわけではない。だが、これこそが『傾けい国こくの神じん器ぎ』。マイザーハウンド家の人間は、怪盗のように世せ襲しゆうで名を継ぎ、先代が潰ついえるたび、その子がまるで才能が乗り移ったかの如ごとく作品を発表し続けた。その血統の裏に隠されていたのが、この指輪の機能だった。所有者の思考時間を、何百倍も引き延ばすことのできる神器。この神器がつくりだしてきた想像の世界が、マイザー家の芸術を生んだのだ。猿さるでも無限の時とタイプライターさえあれば名著を書けるといったところだ。

「作業にとりかかる」

『二分十五秒』

　乙旗からの応答は省略され、時計を確認する暇もない渉にとって必要な情報だけが返ってきた。ショーケースには、特別な防犯システムが仕掛けられているわけではない。美術館らしい洒落しやれたウォード錠を約五秒で解錠して、レプリカの指輪と入れ替えて、再び閉じる。その間、総計十五秒。

　渉は、手の中に残った本物の『指輪』を見つめた。

　研けん鑽さんを怠ったマイザー家末代は、自由叶かなわぬ現実より、まぶたの裏側の美しい空想の世界を安住の住すみ処かとして、たった一つの作品も作ることなく世を去った──

　それから長らく、この指輪は幾人もの所有者を空想の中に葬ってきた。

　見たいものだけ見て終えた生涯は、きっと幸せだったのだろうとは思う。

　だが、目を開けばそこには真っ白なカンバスがあり続けたはずだ。

「……そんなのは嫌だな」

『何か言ったか、杉すぎ崎さき少年？』

「なんでもない。今から美術館を出る。外の様子を教えてくれ」

『人気はない。優雅な帰り道になりそうだ。せめて帰りの階段で足を滑らせないことだけ祈っているよ』

「了解。二階の天窓からワイヤーで来た道を戻る」

『ああ、それと念を押しておくが──』

「まだ何か？」

『いや、何でもない。後で話そう』

　渉わたるは、巡回の警備員がいないことを確かめると、足音を消すように注意して三階から二階に下りた。天てん窓まどから携帯ワイヤーを伝って、庭に下りる。監視カメラが始動する前に、敷地の外で待っていたリムジンに乗り込むと、手袋をはめた朝あさ宮みや主税ちからが運転手の格好をして待っていた。ルームメイトの二年生。振り返った顔はいつにも増して明るい。

「お疲れ様、渉。初の任務はどうだった？」

「まあまあだな。それより、お前がどうしてこんなところに？」

「大事な後輩の初のお仕事を労わせてもらおうと思ってね。疲れただろうし、ゆっくり寝ていなよ」

　スムーズに発進したリムジンは、夜の町を通り抜けて、やがて森もりノの宮みやに戻ってきた。

　森ノ宮学院。

　高台の上にあった自然公園の名残をとどめて作られた、広大な学院だった。

　日本では珍しいパブリックスクール制を敷しく貴族学校で、いかな秀才とて、この学院に入ることはできない。その資格を持つ者は、怪盗の血統に限られる。

　人じん智ちの及ばぬ法ほう威いを宿す宝物の逸話は、いかなる文化文明、あるいは伝説においても事欠かない。その力が世を傾かせることは数多あまた記録されているが、それが永遠に時の権力者の力の根源たりえなかったのは、ひとえにそれを良しとせず、匹敵する法力をもって宝物を封じてきた者たちがいたからにほかならない。

　ある者は、守護者の使命として、ある者は、第二の権力者たろうとして、ある者は、代々伝わる教えに従い、ある者は、ただただ神秘に触れたくて、ある者は、この世に二つとない素晴らしき財宝として……。

　総じてそれを成なす者の多くは、『怪盗』と呼ばれた。

　怪盗とは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつを唯一の共通概念とした、不定の存在として認められている。それぞれの主義の下もとに得るべきものを認め、奪う。彼かれ等らの血統は受け継がれ、現代に至った。

　手と手を取り合うことなどありえない怪盗たちだったが、彼等には彼等なりの掟おきてがあった。それを尊重するものは貴あてなるものとして認められ、歴史の表で語られることのない名誉と誇りを築いていった。統治者から与えられる爵しやく位いこそないにしろ、彼等は貴族だった。

　それこそが、今在る《怪盗協会》の源流。監視と統治者の力が増した現代でもなお揺るぎない力を維持すべく、「守護天使」の誓いの下に結成された組織だった。

　学院の正門に車で入っていくと、見知った顔たちが待っていた。

「まあまあの仕事だったみたいだね。渉」

　今回、停電システムを用意した同級生で、御三家の七なな草くさ杏あん。

「まあまあね。これからも貴方あなたが森ノ宮の生徒として恥じない働きをすることを願っているわ」

　二年生のプリーフェクトで、同じく御三家の風かざ祭まつり飾かざり。

「まあまあだったようね。杉すぎ崎さき君」

　担任教諭の結ゆい月づき雛ひな子こがやってきて、

「ところで、あなたに会わせたい人がいるの。来て。彼も貴方あなたを祝福したがっているわ」

「俺おれに……？」

　雛子にうながされてついていった先。

　円形広場の噴水の前で、一人の少年が待っていた。自分と同じ姿。背格好。振り向いた、その顔は、自分と同じだった。当然、その者を見まごうはずもない。

「兄にいさ……」

　そこまで言いかけて、渉わたるの喉のどはつまった。




　違う。そんなはずはない。この人が、ここにいるはずが。




　渉は確かに記憶していた。修道院の炎の中で、兄の姿が瓦が礫れきに飲まれた姿を。──彼の亡なき骸がらを。だから、杉崎八や尋ひろがこんなところにいるはずがない。

　そもそも、彼がいるのに──自分がここに──森もりノの宮みやにいるわけがないのだ。

　大いなる矛盾に、目の前の世界が揺らぐ。そうだそれだけじゃないと気付く。朝あさ宮みやがいた。七なな草くさもいた。風かざ祭まつりもいた。じゃああいつは？　今日、共に任務に参加したあいつはどこに──

　首を巡らせて、元来た道を振り返る。

　白く清純な森ノ宮の制服を着た少女がいた。

　髪を後ろで結った彼女は、渉の目をまっすぐに見つめながらこう叫んだ。




「いいかげんに目を覚ましなさいよ──杉崎渉！」




　その声が、神じん器ぎが増幅した思考の世界から渉を引きずり上げた。渉はまだ深夜の展示室の中に──ショーケースの前に立ち尽くしていた。

　苦手なものにこそ、感覚は鋭敏に働くもので、渉はすぐに、あの大嫌いな美術館の空気感が薄うすれていることに気付いた。停電で空調の止まった館内の空気が、外気のそれに戻りつつあるのだ。先程までわからなかった変化を今突然感じたということは、あれから相応の時間が経たってしまったことに他ほかならない。渉の額ひたいに、汗がにじんだ。意識を乱される前、聞こえた乙おと旗はたの声が上塗りされる。『ああ、それと念を押しておくが』──。

　──神器の取り扱いには、充分に気をつけるように。それらは、いずれも魔ま性しようの法具だ。

『少年！　何があった少年、応答しろ！』

　先ほどまでの余裕が薄れ、張り詰めた乙旗の声が聞こえる。

「こちら、『ジョーカー』。『指輪』に飲まれた。時間は？」

　校内フリーランニングトップクラスのこの足なら二階の侵入口まで二十秒あれば辿たどり着くことができる。館の外に降り立つことさえできれば、あとは監視カメラの死角を突破すればいいだけだ。だがそのプランは、乙おと旗はたの一言でもろくも崩れ去った。

『五秒だ』

　コープスによる記憶操作のバックアップを受けられない以上、目撃されずに逃亡するのが最善の行動だった。目撃者がおらず、とられたものもないとくれば、入られた方は誤作動か猫の侵入かで結論づけるしかない。だが五秒後に館内の全警備システムが復活する。赤外線センサーも監視カメラもだ。五秒では、いくら自分の足を過大評価したところで二階の侵入口まで戻るのは無理だ。その間に監視カメラのフィルムに、侵入者の少年の存在が刻まれる。最悪、館外に出るだけなら展示室の窓を破ればいいが事後調査の証拠を与えることになる。

　それでもまだ渉わたるは冷静だった。頭に叩たたき込んだ美術館の図面を脳裏に広げる。

「この美術館、最上階はカメラがなかったはずだな」

　渉が最上階の展望バルコニーに辿たどり着いた時、丁ちよう度ど制限時間が過ぎた。階下からアラームの反響が聞こえて、個展のために常駐された警備員が上がってくる足音が聞こえてくる。

　内側から戸を開けてバルコニーに出ると、どう見ても携帯ワイヤーの射程で下りられる距離ではなかったが、その間も足音が近づいている。

　携帯ワイヤーが二つあるのが救いだった。まずはテラスの手すりからそれを使って、二階の窓のひさしを中継点にして、更にそこから敷しき地ち外に飛び降りる。

　そのまま待機中のリムジンに乗り込むと──また、運転手の朝あさ宮みやが待っていた。

　──違う！

　渉は、自らに強く言い聞かせた。洒落しやれたことをするのが好きな朝宮のやりそうなことではあるが、これは、俺おれのそのイメージが作りだした幻影だ。朝宮は今森もりノの宮みやにいて、このミッションの運転手役と監督役を担当しているのは、彼ではなく学院長の乙旗だ。

　渉が目を開くと、そこにはまだバルコニーが広がっていた。

　奇くしくも先ほど自分で下した評価が、はからずも真理を得ていたことがわかった。今ポケットに納めている指輪は『見たいものを見る』神じん器ぎ。

　任務に成功した自分の姿。それが、今の渉にとっての『見たいもの』。

　バルコニーの縁ふちが近づけば近づくほどに願望は強まっていく。

　任務完了に一歩近づくたび、同じ成功イメージが脳裏で繰り返され、渉はそのたびに思考を寸断された。一歩が遠く、テラスの縁になかなか辿り着けない。

　今ある世界を現実と示してくれるのは、徐々に近づいてきて、すぐそばまで迫ってきている警備員の足音だ。徹夜状態の警備員相手に体術で負けるとは思えないが、こちらの姿を見られれば、協会の統一規格の任務服のデザインを丸ごと変えなければいけなくなる。正確には、変装用の警備服の襟えり首くびからのぞく首回りの部分だが。

『バルコニーの君が見える。どうした、何を立ち止まっている？』

　遠くから、アナログな望遠レンズでこちらを確認しているはずの乙おと旗はたが確認してくる。

「神じん器ぎの影響だ、さっきから何度も飲まれてる」

『……それを持って出ることは難しそうか？』

「ワイヤーを伝っている最中に同じことが起きたら、どうなるかわからない」

　渉わたるは正直に応じた。

『その返答で十分だ。ジョーカー。神器を放棄しろ。君の脱出を優先してかまわない。コープスには文句を言われるだろうが、今回の仕事はあくまで我々の責任下ですることだ』

『こちらコープス、〝ネルヴァ〟。ジョーカーに達する。神器の破壊は許可できない』

　財団に籍を置く諜ちよう報ほう組織コープスの通信が混線してきた。耳ざとくコープスの名を聞きつけたのか、乙旗の通達から三秒もかからずに交信してきた。

『投資の関係で指揮権が二元化されているから毎回ややこしいことになるが、あいにくと今日のそちらは高見の見物なんだ。こっちの判断でやらせてもらうよ。構わん少年、やれ！』

『許可できない。ジョーカー』

　渉は返事をしなかった。財団の顔色を窺うかがうつもりはなく、それ以上に完かん璧ぺきに仕事をやりこなしたい気持ちは強かったが、ここで自分を殺すつもりも毛頭なかった。

『──聞こえてる？　渉。そこから跳んで！』

　指輪を床に叩たたき付けて踏み砕こうとした時に聞こえた少女の声が、渉の決断をねじ曲げた。

『跳ぶ？　何をするつもりだ、レディ』と乙旗が問うた。

『……空で掴つかまえます！』

　少女の提案は、渉にとって受け入れがたい選択肢だ。

　──が、後ろを見れば、警備員のライトの光条が階下から乱舞している。

『なるほど、古典的だが確実だ。許可する』と乙旗が言った。『跳べ、少年！』

　乙旗の命令に後押しされて、渉は自らのプライドを吹っ切った。繰り返される願望の世界を幾度も断ち切りながら、バルコニーの手すりを手がかりにして跳んだ。

　警備員がバルコニーに駆けつけたのはその直後のことだったが、彼かれ等らはバルコニーの外に広がる夜景を横切った、閃ひらめきの残光しか見ることはできなかった。

「……大丈夫なの？」

　渉の腕を両手でつかんで連れ去った一いつ対ついの光の翼つばさの主は、もう一人の『臨時怪盗エクストラ』──結ゆい月づきスバルだった。触れた物質に浮力を与える『天あまノの羽は衣ごろも』のシステマ能力者。
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　彼女の細身を包むのは森もりノの宮みや学院の制服。任務中、不審者扱いされてもいざというときにこの制服が身元を保証する助けになるため、任務着の一つとして数えられている。中には、伸縮性や防電性の高い生地で編まれたレオタードを着込んでいた。

「少し白昼夢を見させられてただけだ。それより、目立たないか、その羽根」

「わかってるけど、これ、消せないんだから仕方ないわよ」

　スバルの光の翼つばさは夜空によく映はえる。

「今なら別だ。こいつが使える」

　渉わたるは首を振って、胸のロザリオを握りしめた。傾けい国こくの神じん器ぎの一つである《天てん衣い無む縫ほう》。これを使えば、スバルの翼の輝きも、渉達の姿も消すことができる。

「そうだけど……いいの？　見つかるかもしれないのに」

「いいもなにも、ここまでさせたのは俺おれのせいでもあるからな。美術館の裏に行けば、監視の目を引きはがせるはずだ。それと──飛んでいるのはお前だ。お前が使え」

　渉は首から外しロザリオをスバルに差し出した。

　スバルは少し驚おどろいた顔をして、「──駄目よ」と胸元でそれを握りしめた。「使わない！」

　スバルはそう言うなり制服の上着の前を開いた。

　宣言通りにスバルはロザリオを使わなかった。目立つ羽根を自分で消すと、制服の上着に浮力を与えたそれをキャノピー代わりに用いて滑かつ空くうで降り立ったのだ──美術館の隣となりの自然公園へ。

　──「お兄さんの形見なら、もっと大切に扱いなさいよね」いつかスバルがそんなことを言っていたことを、渉は思い出していた。但ただし二人は木々に飛び込み、すんでのところで渉が蹴けり返して二人で転がってしまったのだが。

　かくして、二人の若き怪盗の初任務は成功のうちに終わった。

　ターゲットの神じん器ぎは無事確保。近代美術館の監視カメラのテープにも、警備員の目にも、侵入者の姿が確認されることはなく、結果としては最良の報告が成されることとなった。

　殊勝だ少年達、私よりもよっぽど任務への責任感がある──。それが乙おと旗はた衛えい次じから二人に告げられた任務の評価だった。

　学院長室の豪ごう奢しやな机の上には、渉わたるとスバルの幼い怪盗二人が盗み出した指輪が置かれていた。それらは魔ま性しようの力の宿った法具、『傾けい国こくの神器』。怪盗が収集、庇ひ護ごすることを目的としている秘宝に類するものの一つであった。

　それを満足げに眺めるのは、先刻その任務の監督役を行った乙旗衛次。森もりノの宮みや学院の校長であり、年齢を感じさせない若々しい面おも立だちをしていた。

「神器は無事確保。今回の臨時怪盗エクストラ二人も、良い仕事をしてくれた」

「それなら良かったです」

　結ゆい月づき雛ひな子こは胸をなで下ろした。スタイルの良い身体からだをスーツに包み、髪を後ろでまとめている。森ノ宮の新任教諭であり、今は渉とスバルの担任教諭でもあった。

　今回、渉とスバルが投入された『臨時怪盗エクストラ』任務。

　それはつまるところ、学生の身の怪盗候補生の現地投入であった。

　先の神かみ代しろ家のクーデター──マスカレード・サーカス蜂ほう起きによる対怪盗任務の激増と協会からの人員離脱に伴い、今回それが実行に移されたのだ。

　子供達は、見事に正規怪盗の仕事をやりこなした。それは協会の歴史における新たな一歩であった。当然、選ばれたのはそれだけの優秀な生徒ではあるが、やはり自らの教え子の事となると不安感は強かった。

「君の妹は行動力と責任感が高く、杉すぎ崎さき渉も中々どうして任務には忠実だ。怪盗になって自覚が芽生えたのか、元からそういう性格だったのかはわからないがね。

　──これなら、我々の留守を君に預かってもらっても大丈夫そうだ。音おと井い直なお弥やもおらず、杉崎渉も大人になったとくればそう大きな問題は起きまい」

「……預かる？」

　雛子は一いつ瞬しゆん、聞き間違いかと思ったが、聞き直された乙旗は頷うなずいた。

「これから数日間、私と灰はい谷たには学院を留守にする。その間、臨時怪盗エクストラの監督役を君に頼みたい」

　雛子は思いもよらぬ大任に身を固くした。

「明日の風かざ祭まつりの任務はコープスとの共同だ。実際にサポートをするのは連中だから、今回は勉強だと思って構えておけばいい」

「ええ、でも……新人の私になぜ？」

「こっちだって、子供だけのチームに神器の命運を託すことのリスクは承知している」

　副校長の灰はい谷たに雅まさ之ゆきが、壁にもたれながらぼそりと言う。細身を包むダークスーツは凝縮された筋肉に押し上げられ、鋭い眼光が彼の威圧感を押し上げている。

　子供だけのチーム、という灰谷の言葉には、明らかに自分もその中に含まれていた。むっとした雛ひな子この様子など気に留めることなく灰谷は続けた。

「先の音おと井い直なお弥やを巡る騒動で、教員側が派閥に囚とらわれている問題が露ろ見けんしたのは貴き様さまの知るところだろう。今、完全な無党派である教員は、俺おれや乙おと旗はたを除けば結ゆい月づき家の貴様をおいて他ほかにはいない。学院の運営ならば数日間程度誰だれに預けても同じだが、任務となるとそうはいかん。下へ手たな党派意識を優先されたら、臨時怪盗エクストラの安全に関かかわりかねないのでな」

「…………その数日間というのは、どちらに？」

「音井邸で八人議会が開かれることが決定して、我々もそれに招集されたんだ。具体的にどれくらいの期間になるかは、わからない。その会議の進しん捗ちよく次第だな」と乙旗は言う。

　八人会議。──協会を統括する財団の八大投資者による意志決定機関だ。そのうち、いわゆる音井・風かざ祭まつり・七なな草くさの御三家に朝あさ宮みや家を加えたのが、〝怪盗〟側の列席者であった。

「議題は十じつ中ちゆう八はつ九く、《槍やり》の件についてだろう。若き怪盗達を預かる我々にとっては重大な案件だ。議決権を持たない我々にも招集がかかったということは、そういう意味だ」

　──《不在証明の槍ロンギヌス》。

　神話級に類する神じん器ぎがサーカスに奪だつ略りやくされたのは、先日のことだ。財団が北米の地下施設から日本に移送してきたそれを港湾地区における戦いの最中に奪われ、現在は主にコープスが総力を挙げて捜索に当たっていると聞く。雛子はもどかしい気持ちでつぶやいた。

「サーカスがついに《槍》を使おうとしている、ということですか？」

「どうだろうね……第一、こちらは《槍やり》の機能自体がわかっていないんだ。

《槍》がどのような機能を持ち、財団が何のために《槍》を徴ちよう発はつしたのか、それを見極めねば話は先に進まない。──何な故ぜ、今になって最高機密指定の《槍》の情報を開示するに至ったのかもな。最後に関しては、それなりの予測はついているが……」

「予測……ですか？」

「未確認の情報だが、《槍》の喪失後、財団施設においてサーカスとコープスの交戦があったと聞く。──それが関係していると我々は踏んでいる。

　ともかく今回、そういった経緯で君に我が校の怪盗達を預けたいと考えている。……後は任せたよ、結ゆい月づき女史」

　怪盗としての活動歴はなかったが、森もりノの宮みやの卒業生である彼女は怪盗の仕事の何たるかを把握していた。机上の話だが、雛子はその机上の実力において優秀だった。その理解を成なした先輩の一人である灰谷の前だからこそ、背筋を伸ばして雛子は「はい」と頷うなずいた。




　臨時怪盗エクストラの初任務をこなした翌朝、渉わたるは定期的に行っている早朝のランニングに出た。同居人の朝あさ宮みや主税ちからは、「任務こなしたあとなのに元気だねー……」と寝ぼけ眼まなこで感心して、そのまますぐ寝入ってしまった。昨夜、朝宮は後輩の帰りを出迎えようとしていたらしく、勉強机に突っ伏して寝ていたため、中途半端な睡眠で寝不足の様子であった。

　渉わたるがロザリオをスバルに預けたままだったことに気づいたのは、就寝前、一人でバスルームでシャワーを浴びようとした時だった。

　昨夜、姿を消して乙おと旗はたとの合流地点に戻ったものの、大人の前で神じん器ぎを渡し合うわけにもいかず、そのままタイミングを逸してしまったのだ。

　が、夜中に女子寮に押しかけるにも忍びなく、やがて明日返してもらえばいいかと自己完結した。スバルならロザリオを守ってくれるだろうという信頼はあった。

　校内のグラウンドでのランニングを済ませて寮に戻る途中、本部の前で丁度建物から出てくる女子生徒と出くわした。

　一目見れば、目を奪われる美しいロングの髪。細くしなやかな身体からだを包む制服は、通常の生徒とは異なるデザインをしている。リボンの代わりにスカーフをあしらい、黒と金の色を施された優美な意い匠しようを凝こらされていた。その制服は、森もりノの宮みや学院の最上位生徒・教導生プリーフエクトの証あかしであった。この制服に袖そでを通す人間は森ノ宮では只ただの二人。その一人が、彼女、二年生の風かざ祭まつり飾かざりであった。

「あら、杉すぎ崎さきくん。こんな時間にどうしたの？」

「少し走ってきたんだ」

「そう……」風かざ祭まつりは涼やかに微ほほ笑えんだ。

「昨日はお疲れ様。臨時怪盗エクストラの任務、何事もなく済んだと校長先生から聞いたわ」

　風祭の雰ふん囲い気きが徐々に変わってきた、というのが男子の間でのもっぱらの噂うわさだった。音おと井いとの確執の中、一人気を張り続けていた頃ころの彼女とは違って、気品さと優雅さを取り戻しつつあるようだった。先日偶然キャンパスですれちがった時、取り巻きを連れ周囲の視線を引きつけていた頃ころの彼女より、彼女に向けられる憧どう憬けいの眼まな差ざしは増えてきたように思った。

「……どうも」と渉は答えた。「……そういえば、あんたも臨時怪盗エクストラをやるんだよな」

　風祭は森ノ宮学院の最上位生徒で、当然臨時怪盗エクストラの一人でもある。

「ええ、勿もち論ろん。ちょうど今、出発の挨あい拶さつを校長先生にしてきたところよ」

「出発って……、まさか、今から任務なのか？」

「そうね、もうじき迎えが来るから、結ゆい月づき先生と向かう予定よ」

「立ち話なんてしてる場合じゃないか」送る言葉を考えて、渉はさしてその必要もないと考えて言った。「……ま、あんたなら大抵のことは楽に済むだろ」

　任務前の人間を引き留めて雑談に興じるのも忍びなく、渉は背中を向けた。

　が、歩き出してすぐに「──杉崎くん！」と呼び止められた。ローファーの音がして振り向くと、風祭が、渉を一歩、追いかけてきていた。

「その……これからのミッションのことなんだけど」風かざ祭まつりは一呼吸を置いて、「……実は、システマ使いと鉢合わせしかねないという話なの」

　渉わたるは立ち止まって、「システマ使い？」と向き直った。

「……そういう相手の仕事なら、すぐ俺おれに話が来そうなものだけどな」

　渉のシステマ──《臨りん機き応おう変へん》は、如い何かなる能力者に対しても制圧可能性を持ったものと考えられている。協会も学院もそれは認識しているはずだった。

「話が回ってきたのは昨日のことよ。元々、森もりノの宮みやで進めていた件らしいのだけど、進展が見られたから、私に、ということらしいわ」

「なるほど。俺の任務中か」

「貴方あなたの負担も考えてのことだと思うわ。

　……けど、その話を聞いた時……私も、貴方と同じように思ったの。──貴方がいてくれれば、このミッションに何の心配もないって」

「あんたのシステマでも、心配はなさそうだけどな」

「いいえ。《槍やり》の時は、そのシステマを利用されたわ」風祭は少し恥じ入るように微ほほ笑えむ。

「でも、貴方なら、そうなった私のことも止めてくれると思ったの。だから──」

　その先の言葉は聞かずともわかった。

　風祭にパートナーを誘われるのはこれが二度目だ。前回は、ミッションのではなく、ダンスパートナーとしてだったが。

　風祭としては、急な頼みであることは重々承知だろう、それが故ゆえに慎重な言葉使いをしていることはいたく伝わってきた。それに、渉の中で告げるべき答えはとうに決まっていた。

「わかった。俺も行くよ」

　渉の快くともいえる返事に風祭は「……えっ？」と目を見張る。

「待って杉すぎ崎さきくん、その前によく考えて。もし良ければ、という話よ。貴方の負担も……」

「負担なら問題ない。昨日の任務は、俺も粗あらがありすぎたからな。挽ばん回かいできるならすぐにでもしたいと思ってたところだ」

「挽回……」

　風祭の表情が変わった。眉まゆを下げて、残念そうに微ほほ笑えむ。

「ううん、駄目よ、杉崎くん。そんな無む闇やみな気持ちで、ミッションに臨むべきではないし、連れて行くことはできない。ごめんなさい、この話は忘れて」

　去ろうとする風祭。渉は咄とつ嗟さにその腕を摑つかんだ。

　風祭は、勘違いをしている。別に、怪盗として功を焦っているわけじゃない。

「そんな後ろ向きな話はしてない。昨日の仕事はうまくいった。

　──ただ、それ以上に。得意なことをしろって言われて、それを遠慮するはずないってだけのことだ。……結果的に、あんたの役にだって立つだろ」

「あ、あの、杉すぎ崎さきくん……」

　風かざ祭まつりの当惑顔の表情を見て、渉わたるは彼女の腕を掴つかんでいることに気づき「悪い」と手を離した。

「いえ……でも、いいの？　大変なミッションになるかもしれないのよ」

「『アンチシステマ』がいれば、そうでもなくなるだろ」

「……そうね。──貴方あなたがそう言ってくれるのなら」

　風祭は控えめに、けれど嬉うれしそうな微笑で信頼を表すと、

「貴方がいてくれれば、どんな相手も怖くないわ」

　そう言って、学院長に伝えてくるわ、と踵きびすを返した。

　怪盗として、自分に求められていることはよくわかっている。それを成なすことに迷いはなく、それを続けていくことが、自分が怪盗として今出来ることただ一つの道だ。

　既すでに、自分は『怪盗』だ。怪盗になるためではなく、どんな怪盗になるのか。スバルと出会ってから、抱いたこの疑問に向き合わなければならない時が近づいている。

　──が。それは、ともかくとして。

　任務の参加が決定して、渉はもっと身近な問題に直面させられたことに気づいた。

「……どうしたものかな」

　渉は、ロザリオのない胸元で空を掴んで、ぽつりとつぶやいた。




　家に帰れば両親はおらず、規律正しい学校と優雅な邸宅生活とを行き来する単調な毎日。そんな日々に変化をもたらしたのは、ある日、父がお土産みやげに買ってきてくれた宝石だった。それに触れた時、自分自身の記憶がクリアーになって、自らに変化がもたらされるのを感じた。

　その日からだ。藍あい崎ざきメイが、世にいう怪盗と同じく不可思議な力を手に入れたのは。

　政財界に深く関かかわる者として、怪盗の実態というものを彼女はある程度知っていた。

　仙せん術じゆつとも、魔術ともつかない──術式として制式化されていない独立個別の異能をあやつる者たちの話を。

　はじめは淋さびしい生活に潤うるおいを与えてくれる、ほんの少しのスパイスのつもりで始めた怪盗家業は、いつしか自分の名を知らない者がいないほどの活躍になった。クラスの女子が、自分の活躍を噂うわさしているのを聞いては、得意顔を隠していたものだ。

　──『傾けい国こくの神じん器ぎ』。

　ある日の活動の際、マスカレード・サーカスの人間からその存在を知らされ、それを奪うことの助力を求められた。当然、易やす々やすと見ず知らずの怪盗集団の話を真に受けるほどメイは愚かではなく、いずれにせよ怪盗として誰だれかと手を結ぶつもりもなかった。

　大勢で物を盗んで、独ひとり占めしようだなんて！　正しい持ち主がいる宝物は、本人に返還するのが道理だ。返すべき相手がいなければ、当然それは早いもの勝ちだけれど。

　幼いながらも、それは怪盗として育ったプライドの一つであった。事実そういう風にして私腹をこやしてきた悪い大人を懲こらしめてきたからこそそう思ったし、だいたい一人で仕事をするのが好きだった。だからむしろメイはサーカスを利用してやろうと心に思った。こちらはいつも通りに活動し、互いが得をするなら協力する。《槍やり》の時も、今回もそうだった。

　不在の父の書斎の机に腰掛けて、足をぶらつかせながら、メイはサーカスから提供された数枚の写真を扇子のように広げて眺めていた。それは、今まで幾度となく怪盗『ルージュ』として懲らしめては、性た質ち悪く息をふきかえしてきた宿敵の暗躍を示す写真の数々だ。

　──いずれも『傾けい国こくの神じん器ぎ』と呼ばれる法具を映したものだ。これを奪われれば、いかなあの『大物』とはいえ、堪忍袋がねじきれるにちがいない。

　それを思うとメイはつい含み笑いを禁じ得なかった。

　今日は土曜──義務教育中の彼女にとって、午後は自由な時間。部活のない今日はいつもなら買い食いに出るところだが、今日の予定はキャンセルせざるをえないようだった。

　一週間ぶりの怪盗の時間は、いよいよ放課後に迫っていた。






　　　Ⅱ　四神争奪




　ホテルのスイートルームというものに、渉わたるははじめて足を踏み入れたが、まるでマンションの一室のような広さだった。ベッドルームとリビングは別に用意され、バスルームもだだ広い。調度品の質のみでいえばカレッジの一室に分ぶがあったが、広さと快適さでいえばやはりこちらに軍配は上がるだろう。しかし、先ほどから風かざ祭まつりはその居住性に浸るでもなく窓まど際ぎわに両りよう肘ひじを抱いてもたれて、都心の風景に目を向けていた。

「〝会議〟の様子はどうなんだ？」と渉が訪ねると、風祭は答えた。

「……カーテンがかかっていて、中の様子は見えないわ」

　風祭の機能《光こう彩さい奪だつ目もく》は、光の屈折を操作して遠くまで視界を広げることができる。今彼女が視みているのは、その目に映っている窓の外の風景ではない。

「今からそんなに気を張らなくていいのよ、風祭さん。会議はコープスの作戦本部が盗聴しているわ」

　優しく声をかけたのは、監督役の雛ひな子こだった。

「少し落ち着かなくて……」

「……気持ちはわかるわ」と苦笑する雛子。「私も、はじめての監督役だもの」

　所で、風祭がその機能を用いて視ようとしていたのは、専用のカードキーがなければ入れない上階のプレミアムスイート室における会議──『神じん器ぎ所有者』達の会合であった。

　四人の神器所有者が今、この直上の部屋で一堂に介している。裁判官、貿易商、不動産屋、そして彼かれ等らの中で最大の発言権を持つリーダー格、政財界の重鎮・澤さわ口ぐち。それぞれが手に入れた神器を通じて権益隠いん匿とくのためにつながった『同盟』だ。

『プリマドール』を名乗る怪盗から──風祭の便宜的なコードネームだ──裁判官と貿易商の二者同時に予告状を送り、彼等に問題対処のための会合の場を設けさせた。彼等がどう動くかを見て、いざとなればその隙すきを突くため、現在こうして動きを探っていた。

　今回、風祭がこの任務に選出されたのも、いかなる状況にも対応できる機能の持ち主だからだ。光の屈折は隠おん密みつにも、もしくは攻防にも用いることができる。

「それにしても、大物政治家ってのが神器所有者とは、笑えない話だな」と渉は言った。

　同盟のリーダー格である澤口は、都内一等地に屋敷を構え、献金だの癒着だのでやりたい放題を絵に描いたような政治屋だと資料を読み知った。皺しわの目立ち始めた神経質そうな小髭の男性で、威風というものはさほど感じられなかったが、その権力の礎いしずえを築いた理由の一端が、神器自体の力と、神器の『同盟』によるものだと聞くと暗あん澹たんたる気持ちになった。

「神器所有者はむしろ『そういう相手』──特権階級の人々が多いの。裏社会の情報に触れられ、かつ司法の手からその情報を秘匿しうる人たちね」と雛子は言った。

　風かざ祭まつりは頷うなずいて言う。

「それに、神じん器ぎを私欲のため使う者を法律で裁くことはできないわ。そんな彼らを放っておくわけにはいかない……そのためのわたしたちでもあるの」

「けれど今回のような相手は、神器を神器として識しっているのが問題なの」と雛ひな子こ。「つまり、神器を武器に使ってくる可能性が高いということね」

　神器を武器の一つとして私用している人間の一人として、渉わたるは若じやつ干かん居心地の悪さを感じた。実際にロザリオをこの場で持っていたら、心休まらなかったかもしれない。

　結局、スバルのもとにロザリオを取りには行かなかった。早朝のスバルの部屋に押し入るのも気が引けたし、どうせ風祭や雛子の前でロザリオ単体では使えない。元々あのロザリオが神器と知っているのは、スバルと朝あさ宮みやと、同級生の七なな草くさ杏あんの三人のみなのだ。それ以外の人間には、あのロザリオの透明化はアンチシステマの一機能だとして使用してみせている。

　その時、雛子の携帯が鳴った。

「ごめんなさい、少し外すわ。……って、スバル？　何よ突然？」

　どうやら相手はスバルのようだ。

　雛子が部屋を出て行って、渉はふと今いま更さらながら気づいた。

　スバルにロザリオを返してもらうなら、スバルを電話で起こすか、呼び出すかすれば良かった。今更詮せん無ないことだが、至し極ごく単純な解決策があった。携帯電話というものを普段所持していない渉にとっては思い当たるのは難しいことでもあったのだが。

　風祭と二人きりになって、渉は聞いておくべきことを思い出した。

「……なあ、あんた、任務の前に聞いておきたいことがあるんだ」

「何かしら？」

「任務中、あんたのことは『プリマドール』って呼べばいいのか？　まさか「あんた」って呼ぶわけにもいかないだろ」

「『プリマドール』は、予告状を出した名前だから、貴方あなたも含まれてしまうんじゃない？　だから……『風祭』でいいわ。普段からそう呼んでくれていいけど」

「普段から？」

「あなたはいつも、『あなた』を崩したような呼び方をするじゃない。敬語のつもりなのだろうけど、少し品に欠けるわ」

「ああ、『あんた』ってやつことか。別にあんたのことを……」

「──杉すぎ崎さきくん？」

　風祭はこほんと咳せき払ばらいをした。上級生の女子を呼び捨てにするのは気が引けたが、言われてみれば今更の話だ。

「……風祭」

「はい」と風祭は目を伏せた。「結構よ」

　他愛たわいない会話でリラックスしたのか、ようやく風かざ祭まつりは窓辺からはなれた。

「紅茶でも淹いれるわ。杉すぎ崎さきくん、お好みは？」

「ない。紅茶自体、好きじゃないんだ」

「そうなの？」

「……どうも味がくどい感じがするんだ」

「あら、それはもったいないわ？　おすすめの英国王室御ご用よう達たしのベノアティーがあるから、それを一度飲んでみて。きっとあなたの考えも変わると思うの」

「それほどのものなのか？」

「ええ。楽しみにしていて」

　どうやら葉を持ち歩いているらしく、風祭は絶対に認めさせてやるといわんばかりの意気込みで、丁てい寧ねいにカップまで温めつつ、茶を淹れ始めた。格別に上品な香りが部屋中に広がっていく──が、優雅な茶会が開かれることはなかった。

　穏やかな時間はテーブルの上に置かれていた携帯電話の着信音によって破られた。非通知着信はコープスからの連絡を意味する。電話をとったのは一番近場の渉わたるだった。

『コープス、〝ネルヴァ〟だ。協会の〝プリマドール〟か？』

　ネルヴァ。コープスの実行部隊を統括する能力者、通称『管理者』のコードネームだ。

　厳然とした物言いだが、まだ年若い少女だと乙おと旗はたから聞いた。

「その片割れだ。どうした？」

『同盟の会議中、連中の神じん器ぎの在処ありかが判明した。今回の予告を受け、同盟員の一人、相あい沢ざわの画廊──アイザワギャラリーに神器を移動させたそうだ。車は回した』

「今からその画廊に向かえばいいんだな。警備については何か言ってたか？」

『〝十分〟だそうだ。具体的な情報はまた後ほど伝える』

　渉とネルヴァが電話を切るのは同時だった。

「同盟の一人の画廊に神器が集められているそうだ。車は回してあるらしい」

　渉は簡潔に伝達事項を伝えた。

「そう、残念ね……けど優先順位は明白ね。行きましょう」

　風祭がカップを置き部屋を出る。渉もそれを追おうとしたが、茶の香りに誘われ一口飲んでみた。体中に広がる香り。……なるほど自慢するだけはある。

　エレベーターに行くと風祭が待っていた。

「結ゆい月づき先生は？」

　携帯で雛ひな子こに連絡をとろうとするが、電話は通話中でつながらなかった。

「出ないな」

　一階で降りる。エントランスで、幸運にも雛子はすぐに見つかった。

　その時、雛子の傍かたわらにいる少女を見て渉は目を疑った。

「──結ゆい月づき？　なんでお前が？」

　今学校にいるはずのスバルが、制服姿で雛ひな子この隣となりにいた。

「風かざ祭まつりさんのサポートよ」とスバルは当たり前のように言った。「渉わたるが風祭さんの任務に参加するって、先生から聞いて……人数は一人でも多い方が良いでしょ？」

「さっき電話があって、もう到着したのか？」

「私の携帯電話のＧＰＳを辿たどって、押しかけてきたの、この子。…………迂う闊かつだったわ」

　雛子が呆あきれた風な声で言った。

「……随分やる気だな」

「現状としては人数が多くてもかまわないから、今しがた学院長に許可をもらって特例で許可しました。……というか、突然ここまで押しかけられて今いま更さら追い返せないわ……」雛子は一つため息をつくと、「……ところで、二人はどうしてここに？」

　風祭が雛子に事情を話すと、二人はすぐロータリーに回された車の方に向かう。

　渉がそれを追おうとすると、スバルが「ほら、忘れ物」とロザリオを差し出してきた。それを見た途と端たん、何な故ぜスバルがここまで押しかけてきたのかがわかった。

「お、おい！」

「ん？」

　行こうとしていたスバルが振り向く。

「……お前、これを渡すために来たのか」

「だ、だって渉、これがなかったらまずいじゃない」

　渉のシステマは、対たい峙じする能力者のいない通常の任務で一切働かない。ロザリオ抜きでは生なま身みの人間と何ら変わらないということだ。勿もち論ろん、スバルはそれを知っていた。

「……忘れないでよね、大事なものなんだから」

「……ああ」忘れていたわけではないが、今はそういうことにしておいた方が良い気がした。説明する時間もない。「……お前、任務はどうするんだ」

「今帰ったら怪しまれるじゃない」スバルは踵きびすを翻ひるがえした。「それにさっき言った理由だって本当だもの」

　スバルを追うような格好になって、渉はホテルから出た。ロータリーに止まった移動車両のリムジンに乗り込み、スバルを含めた四人で出発する。

　この先、『神じん器ぎ所有者』が相手になる可能性が高い。が、アンチシステマがある限り、戦術的優位は崩れない──。

　その時の渉は、そう信じ切っていた。結論をいえば、それは間違いであった。但ただしそれがわかるのは少し先のことであったが。




　アイザワギャラリーは、都心から南東に二十キロ離れた新築の住宅街の一角にある。近代風の設計をされた、立体的に各所が突き出しているブロックパズルのような施設だ。営業日ではないので駐車場や周囲に人の姿はなく閑散としている。

　渉は、ギャラリーの搬入口で通信機からの雛ひな子この指示を聞いていた。残るスバルと風かざ祭まつりの二人は、正面玄関と職員入り口に待機している。

　それぞれ制服姿のまま、耳に専用の通信機をつけ、携帯用のウェアラブルワイヤーガンを一基ずつ袖そでの奥に装備したのみの姿だった。あえて変装をせずに潜入するのは、コープスがギャラリー内部と周辺の警備システムを掌握しているからだった。渉たちにとっては有利な状況であったが、場は緊迫していた。

　先刻、到着前にコープスから連絡があった。

　──『問題が発生した』。それがネルヴァの第一声だった。

『先刻、警備システムを掌しよう握あくしたところ、既すでにギャラリーがシステマ能力者によって制圧されていることが判明した。『同盟』が用意した私設警備員は残らず捕ほ縛ばくされた様子だ。

　やったのはサーカスに所属しているイリーガル──〝怪盗〟だ。』

　渉わたる達は神器所有者との交戦を想定していたが、奇くしくも出現したのは純粋な能力者の方となった。能力者の存在が確定して車内の空気も張り詰める。

『敵の怪盗の素す性じようは判明している。通称は〝ルージュ〟。

　赤い糸の形状をしたシステマを発現させる能力者で、先の港湾地区では、その糸で複数の能力者を同時に操って状況の攪かく乱らんを行っていた。如い何かなる手段かは判明していないが、サーカス側も『同盟』の会議を監視していたと考えるべきだ』

　渉は敵怪盗の名前に聞き覚えがあった。

「ルージュ……ピエロみたいな格好のイリーガルか」

　先日、任務で出向いた藍あい崎ざき邸の一人娘が、『ルージュ』にずいぶん熱を上げていた影響でその怪盗の事は覚えている。彼女がサーカスの一員であることを知ったのは《槍やり》の任務の後だ。

『ルージュが監視カメラを多数破壊したせいで、その行方は追えていない。

　今は電子ロックとシャッターを閉じて封じ込めている状況で、現時点でギャラリーから出た形跡はない。アンチシステマがそちらにいる以上、サーカスが次の手を打ってくる前に、籠かごの中のルージュを制圧したい』

　雛子がこちらに目配せをしてくる。渉は、受じゆ諾だくの意を込めて頷うなずいた。

　能力者との対たい峙じはこれがはじめてというわけではない。当然、能力者との交戦は一いつ瞬しゆんの気のゆるみが致命的になりえるが、渉にはやれるだけの自信はあった。

　それに、コープスとしては警備システムを通した『目』がまだ健在のうちに決着をつけたい思惑もあるはずだということもわかっていた。

　サーカスとコープスというのは対極の戦略性を持っている。コープスが『統率』の戦略性を持つならば、サーカスは『遊撃』。いわば『群』対『個』の構図だ。その両者の性質を如実に表すのが、双方の作戦展開の初動にこそある。

　コープスの場合は盤ばん石じやくの任務成功率を確保するために先まずは電子戦でシステムを掌しよう握あく、そののちに通信による部隊統率をもって組織的に事態解決にあたる。

　一方のサーカスは、ジャミングやＥＭＰによる電子妨害を戦いの狼煙のろしとしていた。敵陣営を分断したのちに、個々が個々の戦力をもって乱戦の様相で事態突破にかかる。故ゆえにこそ、神かみ代しろ明めい夜やのシステマはサーカスの統率者のものたりえるのだ。個の力を重視する組織にあって、その個の力を無限に持ち得る明夜は、サーカスそのものを体現した存在といっていい。

　この対極の両者がぶつかりあった場合、実は戦力は拮きつ抗こうしない。

　サーカスに利が立つ。能力者同士の個々の戦いでは比ひ肩けんしうるものではないが、コープスの電子戦の牙が城じようを先ず叩たたき潰つぶすのがサーカスの基本戦術であるため、いわば、コープスにとってサーカスは天敵ともいえる。

　故に、対サーカスにおいては、『群』に特化したコープスよりも、『個』と『群』の性質を兼ね備える『協会』こそが優勢を誇る。

「──わかりました、ルージュは、こちらで対応します」

　雛ひな子この決断によって、任務の主導権は協会側に移った。

　指令車両にいる雛子の声が、通信機から聞こえてくる。

『ルージュの能力に引っかき回されないために、各自細かく報告をしてくるように。直接殺傷能力のあるシステマ能力だとは確認されていないけれど、警備員を制圧するくらいはわけのない相手ということに代わりはないわ。……くれぐれも、無理はしないで』

　渉わたるとスバルと風かざ祭まつりの返事をもって、施設突入の号令が下された。コープスのシステム操作によって各侵入ポイントの電子ロックが開き、三人は施設内に侵入した。

『一階のフロアにも、誰もいないわ』

　視野を拡張できる風祭は、もっとも広い一階フロアに配置されている。

　が、彼女の目で見つけられないということは、ルージュはフロアにはいない──風祭の視野の届かない扉の閉まった室内にいるか、もしくはどこかに出たかだ。だが、全すべての窓はコープスがロックしており、どこかのガラスが破られればセンサーに引っかかっているはずだ。

　渉は、人ひと気けのない関係者通路を進むと、最さい奥おうの部屋に突き当たった。プレートには「保管庫」とある。『同盟』の神じん器ぎが移送されたはずの場所だ。

「コープス、保管庫を開けてくれ」

　通信機に告げてから五秒もせずロックが外れる。

　渉が扉を肩で押し開いて保管庫に突入すると、一気に視界が開けた。

　もしもルージュが中にいるなら、入室の瞬しゆん間かんを狙ねらうはずだ──

　しかし。

　その予測は奇くしくも半分しか的を射なかった。

　天井までの高さは六メートルほど、各辺二十メートルほどの正方形の空間には、修復中の美術品や搬出前の美術品などが並べられ、それと一緒に──館内外に配置されていただろうおよそ十名ほどの警備員がまとめてロープに縛しばられ八方に転がされていた。

　それをしたであろう『怪盗』は、そこで随分と退屈そうにしていた。

　年の頃ころはおよそ十三、四くらいか。小柄で、顔立ちは愛らしい。いつかニュースで見た時と同じく、ピエロのような衣装に身を包んでいる。彼女は壁一面に並ぶ保管棚の一つを引き出してそこに腰かけながら足をぶらつかせて、文句を言ってきた。

「あっ、やっと来た。いつまで閉じ込めておくつもりだったの？」

「……サーカスだな」

「サーカス？　──違うよ。わたしはサーカスだけど、サーカスじゃないの」

　少女はしなやかに棚から下りると、後ろ手を組んでお上品な散歩のように右へ左へと歩く。

「こないだは《槍やり》っていうのを協会に渡さないため。今回は、澤さわ口ぐちって奴やつをこらしめてやるためにサーカスと手を組んでるだけなの。だから、わたしはわたしってことね？」

「……お前の事情は知らない。此こ所この神じん器ぎは、お前が持ってるんだろ」

「神器ってこれのこと？」

　少女の袖そで口ぐちから、ぶわりと赤い糸が伸びて広がった。さながら赤い花の雌め蘂しべのようだ。その柱ちゆう頭とうにあたる部分には、それぞれ四つの神器が掲かかげられていた。

　首飾りと分厚い書籍とオルゴールと万年筆──。

　統一感のないものばかりだが、画廊には搬入される経緯の少ないイレギュラーの物品であることが逆に統一性を持っていた。資料で判明していたのは、その内一つ、澤口所有の首飾りのみだが──間違いなく『同盟』の神器だった。

「澤口のオジサン、何度もこらしめてるのに、ほんとしぶとくって……

『神器』っていうのまで持ってるなんて、サーカスに聞いてはじめて知ったの。そんなこと知っちゃったら、このルージュ様が放っておけるわけないじゃない？」

「それはこっちに渡してもらうぞ」

　ルージュの回答は、悪戯いたずらっぽく出された舌先一つ。

　それを見た途と端たん、渉わたるは右足を蹴けって踏み込んだ。対するルージュはするりと身を躱かわすと、両袖を中心にして真っ赤な糸の華を咲かせた。

「近づけないよ。私は貴方あなた達たちの事情、知ってるよ。けど私にしてみれば、協会もサーカスも同じなの。言ってることちがくても、やってること同じでさ！

　だからさ──そこを通してよ『怪盗協会』！」

　──来る！

　渉は通信機のスイッチを入れて「保管室だ」と叫んだ。「ルージュを見つけた」

　ルージュの無数の糸が、上下左右に壁一面に無数並ぶ保管庫の取っ手に次々と絡みつき、右袖そで口ぐちが振るわれるやいなや引き抜かれた保管棚が一斉に『飛んできた』。

　しかしその行為に攻撃の意図はなく、渉わたるの正面に叩たたきつけられて、飛び散らばった。美術的価値の高い煙幕弾。ルージュが美的なチャフを更さらに撒まこうとすると、突とつ如じよ渉の前に奔はしった赤い光がルージュの糸を根こそぎ断ち切った。

　赤い糸は散り、空に溶けて、投とう擲てきされる寸前の棚や美術品が地面に落ちてゆく。

　ルージュの真っ正面──直線上に歩み出たのは風かざ祭まつりだった。前に伸ばした指先には、赤いレーザーの触しよく媒ばいとなったルビーの指輪が、今なお燦さん然ぜんと輝かがやいている。

「杉すぎ崎さきくん、怪け我がは？」

「風祭……」

　風祭は既すでにこちらの様子を視みていたのだろう、迷い無くルージュに指輪を差し向けた。

「あなたと争うつもりはないわ。その神じん器ぎを私達に渡しなさい」

　毅き然ぜんとする風祭に対して、ルージュはなおもマイペース。

「あなたが『プリマドール』？　女の人っぽい名前だし、そっちの男の人じゃないだろうなーって思ってたん────」

　風祭の周りに広がっている美術品の残ざん骸がいの隙すき間まから、赤い糸が伸びるのを渉は見た。

　見覚えがある。港湾地区で風祭を操っていた糸だ。

　渉が警告するよりも早く、「──だ！」とルージュは叫んだ。風祭を取り囲んでいた幾筋もの糸が全周囲から伸び上がり風祭に達する。

　渉は一いつ瞬しゆん、やられたと確信したが、ルージュの糸は風祭の姿を通り抜けて、惑うように宙でくねる。

　その赤い糸を、無音の閃せん光こうが片端から千ち々ぢに焼き払った。どうやら光の操作で幻影を生み出して、糸をわざと誘い込んだようだった。光のカーテンが開き、本物の風祭が現れる。

　風祭は拡大化させた視野で、ルージュの糸の動きを全すべて視認し切っていた。清せい冽れつにルージュを見据えてみせる風祭には、学院で見せた憂慮など少しも見受けられない。

「やっぱりその力って卑ひ怯きよう。この前、操ったとき、そのレーザーを使うなって念じるの大変だったんだからね？　私の糸、アバウトにしか動かせないんだから」

　ルージュがむくれる一方、渉は今の攻防でルージュの能力の隙を見いだしていた。

　渉が前に出るか、風祭が前に出るか、どちらの布陣がこの場合最適なのかを考えていたが、おそらくは前者だ。状況からの予想でしかないが、ルージュは渉を『操れない』。

　そのヒントになったのは、捕ほ縛ばくされている警備員達だ。人間を操れるならこの警備員達を手て駒ごまにすれば良かったはずだ。それをしないのはどうにも不自然。そもそもそれができるなら、はじめから渉に糸を伸ばして支配しようとしているはずだ。つまり、渉や警備員は『支配できない』が、風祭は『支配できる』。それならばと、渉は風祭の前に出た。

「杉崎くん──」

「この時のための俺おれだろ。俺が前に出る」

　渉わたるがロザリオに念じて姿を消すと、

「──わかったわ。気をつけて」

　風かざ祭まつりも光のカーテンを引いて、自らの姿をかき消した。

　二人の姿がルージュの前から消える。

「二人して消えるとか……ま、いいけどっ！」

　ルージュは十字型の照明レールに赤い糸をからませると、ワイヤーのように引き上げて飛び上がった。その袖そで口ぐちに赤い糸が引っ込んだかと思うと──ぶわっ！と、幼い怪盗を中心に、爆発的に赤い糸でつむいだ糸いと鞠まりの結界が広がり、怒ど濤とうの圧力が対象を選ばず全すべてを排除する。警備員も美術品の瓦が礫れきも突き飛ばして、結界は壁かべ際ぎわまで押し寄せた。

　風祭にとって失策だったのは、透明化のフィルターを展開してしまっていたことだ。『透過』の屈折の内側から『射撃』の屈折は通せないため、どうしてもフィルター解除から照射までに僅わずかなタイムラグが発生する。その攻守交代の間かん隙げきに、風祭も、渉も、ルージュの糸に弾はじき飛ばされて、したたかに壁に叩たたきつけられた。

　う……とうめく風祭の目の前を、ルージュが文字通り糸を引く跳躍で駆け抜けていくのを渉は起き上がりざまに捉とらえた。

「……あなたは、先にルージュを！」

　渉は頷うなずき、保管庫を飛び出した。シャッターが下ろされ通路が寸断されていたため、ルージュの行き先はおのずとわかった。回廊型のギャラリーの先は行き止まりになっていて、巨大な冠をつけた女性の絵画が飾られている間に辿たどり着く。

　フロアから巨大な絵画にかけておよそ八メートルほどの下り階段になっており、両側の壁が円弧を描く踊り場に立つルージュを見下ろす格好になった。

「……館内は封鎖されてる。お前の逃げ場はないぞ」

「わかってるってば。──次そっちの出口探すから、そこどいてくれない？」

　見返ったルージュの袖口から赤い糸が伸びて、鞭むちのように繰り出された。全ては躱かわしきれずに一筋が渉の肩を打ちよう擲ちやくした。打撃と呼べるほどではないが、渉を突き飛ばすには十分な威力だ。渉の意識が肩の痛みに一いつ瞬しゆん向いた時、左足首に糸が巻き付いた。たちまち左足と左腕、左半身を拘束されて引きずり倒される。期せずして仰あおがされた視界に、渉を支点にして頭上を飛び越えてゆくルージュの姿がよぎった。クスッと笑う少女怪盗の口元。

　このままでは逃げられる。渉は空いた右手で左腕の糸を掴つかみ、引きはがそうとしたが、糸は強固な結び目が作られて拘束されていた。どうやらルージュのシステマの力は、糸自体の膂りよ力りよくではなく、伸縮柔軟性とそれに伴う耐久度こそが武器であるようだった。

　ルージュが渉の後方に着地するやいなや、渉の左半身を戒めていた糸が消えてゆく。

　逃がすものか。

　渉わたるが右手に強く力を込めた時、両者の間で張り詰めた糸がルージュをがくんと引き戻した。

「えっ……どうして消えないの!?　このっ……」

　懸命にルージュは糸を両手で引っ張ってくる。それでも尚なお消えない。

　──まさか、これが対ルージュのアンチシステマなのか？

　渉が右手を開くと、その小指に──赤い糸が巻き付いていた。

「いやっ……！」

　ルージュは両手を口に当てて、飛び上がる勢いで赤くなった。マセた口をいちいち利きいてくるだけに、そのぶん想像力を刺激されたらしい。

「やだやだ、やめてよ！　ドスケベエッチ変態ストーカぁ!!　勝手に運命の人にならないで！　私が好きな人はアンタみたいな無神経男じゃないんだかっ……らぁあっ!?」

　ルージュがすっとんきょうな声をあげたのは、渉が、ルージュの真ま似ねをして糸を引くイメージを描いてみたからだ。渉に掌しよう握あくされた糸は、渉の命令を聞いて幼い運命の相手を引き寄せる。ルージュは踏ん張っていたがこらえられずにじわりじわりと近づいてきた。

「ちょっ……とぉおおおおーーーッッ！　んのッッ……スケベ怪盗!!」

　ぐんっ！と今度はルージュの方が糸を引いてきた。

　そのせいで、渉の方が前につんのめった。

　すると、互いに支えを失い──あっというまに彼ひ我が距離をうめて、糸の導きにしたがい小指と小指を──そして、互いの身体からだを「むぎゅ」とくっつけあってしまった。

「ひぅっ……!?　ちょ、ちょっ、何くっついてんの──よぉっっ！」

「それはこっちの台せり──」

　渉が反論するまでもなく、渉を足あし蹴げにして引き離そうとするルージュに巻き込まれて、二人して倒れこんでしまった。

　なんとか手をついて、ルージュにのしかかってしまうのは避けたが、しかし──目と目が、鼻と鼻がふれ合うほどの至近距離で顔を近づけあってしまった。

　甘ったるく乳臭い、子供の匂においがする。

　──が、それよりも何よりも、どこかで見た顔だと渉は気づいた。顔立ちはそこそこ整っていて、悪戯いたずらっぽそうな──可愛かわいらしい子こ狐ぎつねのようなイメージだ。

　その時、ルージュの方の表情も変わった。渉の顔をまじまじと観察してくると、顔の輪郭をたしかめるように頬ほおやら鼻やらを触ってくる。しまいには、ぐい、と両頬を両手で包んで強引にキスするように引き寄せてきた。

「近づくなとか言っておいて何を──」

「変装…………じゃ……ない？　……それに、このロザリオ──」

　ルージュは半信半疑の面おも持もちでつぶやいた。「……遊馬さま？」

　渉の中で、ルージュと既知の人物との顔が結びついた。パーティー嫌いで、部屋に引きこもりがちで、渉わたるにこの怪盗ルージュのことを教えてくれた藍あい崎ざき邸の一人娘。

　確か名前は──藍崎メイ。

「杉すぎ崎さきくん！」

「渉！」

　渉とルージュは同時に顔を上げた。風かざ祭まつりとスバルがフロアにやってきたところだった。が、二人とも、渉達の姿を見て一いつ瞬しゆん硬直する。

　──渉が両手をついてルージュを押し倒している姿を。

「────っ！」

　その隙すきをついたのが、ルージュだった。器用に身体からだをひねると渉の下から抜け出して、大きく後ろに跳ぶ。

　渉は手の中の糸を掴つかんで引き留めようとしたが、思いがけずその指先は空くうを切った。

　糸が消えた。

　一度掌しよう握あくした糸が消えたとなれば、『アンチシステマがキャンセルされた』ということだ。渉が困惑しながら顔を上げると、ルージュの究明のまなざしがぶつかってきた。

「ふうん、遊ゆう馬まさま、協会の怪盗なのね……」

「遊馬……？　杉崎くん、彼女は？」

　風祭が問うてくる。渉が答えたのは風祭に対してのみだった。

「一度、前の任務で会ったことがある相手だ」

「『杉崎くん』……じゃ、歳とし臣おみ遊馬っていうのも偽名なんだ？」

　藍崎メイがぽつりという。

「そうとわかれば、こっちだってさま付けなんてしないんだから──それじゃ、仕切り直し。もうちょっと遊ぼうよ、〝杉崎さん〟にプリマドール──わたしがここから逃げるまで！」

　渉の疑念を氷解させたのは、ルージュの「遊ぶ」という一言だった。

　アンチシステマというのは、『敵対する能力者へのカウンター機能』だ。今のところ発生条件を完全に見極めたわけではないが、もし今ルージュの意識から一いつ瞬しゆんなりとも『敵意』が消えたのだとすれば──偶発的ながら能力制止が成されたことにも説明が行く。

　が、現在の状況からすると望ましいことではない。むしろこちらからけしかけて、ルージュの敵対意識を引き出させた方がやりやすい。

　渉が右足を後ろに引いて、メイを見定めた時、足あし下もとが激しく揺らいだ。

　回廊に、画廊の鉄筋構造のひしぐ音が不気味に響ひびく。地震かと紛まごうほどの揺れの正体は、ルージュの後ろのコンクリートの壁を突き破って四人の前に姿を現した。

　全長十メートルはあろうかというタンクローリーだった。

　あまりにも不条理で、規格外の異物だった。土つち埃ぼこりを纏まとい横転したタンクローリーはフロアを横断して対岸の壁に激突すると、画廊の絵画のいくつかを叩たたき落とした。

　一台だけではなく、更さらに渉わたる達に近い壁を突き破り二台目が暴力的に侵入してくる。全く同じ型のタンクローリーであった。初弾の残ざん骸がいに激突して、こちら側に転がってきた。が、その側面に紅くれないの輝かがやきが一極集中で叩たたきつけられたかと思うと、ボンッ、と弾はじき飛ばすように炎を散らして鉄の巨きよ躯くが突入口を瓦が解かいさせて向こうに突き倒される。風かざ祭まつりの射撃だった。

「まさかこれもサーカスの仕し業わざ？」

　耳を聾ろうする轟ごう音おんの中、スバルがルージュに問う。

「い……いや、知らないけど」

　風祭が息を飲んで、「また来るわ！」と三度目の衝しよう撃げきを予告する。砂すな埃ぼこりと煙とが視界を埋め尽くす中、頼りは風祭のシステマによって強化された視力のみだった。

「千里眼で逃がしてくれ、風祭。どっちに行けばいい！」

　風祭の案内に従って隣となりの展示室に移ると、三度目の衝撃と熱風が追いかけてきた。

「見てるか、コープス、何が起きてるか説明しろ」

『外の様子がわからない』とネルヴァが応じる。『無人機ドローンが破壊され、今し方そちらに到着したはずのこちらのチームからも連絡がとれなくなった』

「サーカスなのか」

『違うな。この能力者に思い当たるところはある。──対応は私達がやる。脱出の判断はそちらに任せる──神じん器ぎは度ど外がい視しして構わん』

　通信が切れるのを待たずに雛ひな子この声が混線してきた。

『三人とも無事なの？』

「無事だけど、どうなってるの!?」とスバル。

『明らかに能力者の仕業よ。外から見ていると、何もない空間からタンクローリーを次々に産んで突入させてる……三人とも、早く逃げて！　貴方あなた達の安全が最優先よ！』

　スバルはその途中、何かに気づいたように振り向いた。ならって振り返ると、タンクローリーによって穿うがたれ、空の見える天井にルージュが軽やかに登っていくところだった。最後に口端に歯をのぞかせると、ルージュは施設の外の高級住宅街の彼方かなたに消えていく。

「しまっ……」

　スバルは呻うめくと、渉と風祭をつかんで光の羽根を生んだ。

　彼女を中心として、浮力の余波が広がり細かな瓦が礫れきを円状に吹き飛ばすと、解放された飛力によってルージュの脱した穴からギャラリーから飛び出した。

　眼下では、三台目のタンクが、五トンを優に超える重量と強きよう靭じんな鉄の骨格を以もつてコンクリートの壁を容た易やすく打ち砕いて、驚おどろく間もなく四台目が壁を貫く。

　渉は、そのあまりにも暴力的な光景を上空から見てぞっとした。

　ネルヴァは、能力者の仕業だと言っていた。どこかから見ているのかと辺りに首を巡らせるが、閑静な住宅街のみが広がっている。その住宅街を貫く道路を通って、ギャラリー正面にリムジンが走り込んでくる。雛ひな子このリムジンだ。その下にスバルは降りると雛子に訴えた。

「お姉ちゃん、私、ルージュを追うわ」

「でも、貴方あなた一人で行くのは……」

「今ならまだ間に合う」

「──わかったわ、けど危ないと思ったらすぐ引き返して」

　雛子としてはすぐ引き留めたい気持ちもあっただろうが、あえて許可を下した。

　この状況からすればむしろスバルは空にいた方が安全ともいえた。少なくとも、車が飛んで追いかけてくることはないはずだ。スバルは返事の暇も惜しむように飛び出した。

　残された渉わたる達は一刻も早くこの場から去るのが必然であった。

　が、車に乗り込もうとした時、渉はリムジンの後方に光を見た。

　ノイズのように掠かすれた光が大きく膨張して、空間を埋め尽くしていた。

　その中からずるりと生まれたのは、大型の旅客バス。至近距離でエンジンを唸うならせるその巨きよ躯くが、渉たちを狙ねらっていることは明白だった。

　渉が後部座席に飛び込むと、タイヤを空転させてリムジンが急発進したが、それ以上の速度でバスは距離を潰つぶしてくる。リムジンのエンジンは優秀だが、その優秀さは安定性に集約されており巨躯の車体を押し出すエンジンの回転数には圧倒的に劣っていた。

「風かざ祭まつり！」

「……ええ！」

　渉の呼びかけるまもなく、風祭がドアを開いて半身を乗り出した。ルビーの指先をバスに据えて、先程タンクローリーにしたように極大の赤しやつ光こうで撃ち倒そうというのだ。

　だが──風祭がドアを開いた途と端たん、バスのブレーキが引き起こす制動機構の悲鳴が渉達の耳を打った。『ブレーキが鳴っている』──運転手がバスを止めようとしているのだ。

「人が乗ってる。駄目よ、撃てない」

「どうするんだ？」

「……方法はあるわ！」

　風祭は瞬しゆん時じに狙いを変えてバスのタイヤを狙そ撃げきした。細く絞りきった四条の光の刃やいばが、前輪後輪全すべての合成ゴムを鮮やかに焼き切る。が、バスは制動しないどころか、火花を散らして尚なおも迫ってくる。しかも、接地によって歪んだ右前輪のホイールが弾け飛んで、車体が地面に叩たたき付けられても、一いつ瞬しゆん減速したのみでバスの進行は止まらない。

「これでも駄目なの!?」と雛子は声を掠れさせた。

　明らかに物理法則から逸脱した走行だった。バスを押し出しているのが駆動系の力ではない。何か別の力が干渉して、遠隔操作でバスを兵器として用いているのだ。

　──御み堂どう晃こう一いちか？　真っ先に頭に浮かんだのはサーカスの念動能力者だったが、それならそうとコープスは断言するはずだ。が、今はそれより何よりこの窮きゆう地ちを脱する必要がある。

「リムジンを消せないのか、風かざ祭まつり」

「さっきから試しているけど、この速度では難しいわ」

　風祭がリムジンを光の屈折で包んでも、高速の移動体はその力場を一いつ瞬しゆんで通り過ぎる。

　渉わたるの方もまたリムジンに《天てん衣い無む縫ほう》を使うことは試したが、エンジンの燃焼と排気の影響で機能は働かなかった。《天衣無縫》は、透明化した物体が分離した途と端たん、持続力を失うという欠点を持っているのだ。しかし、このままただ逃げるだけではリムジンはスクラップだ。その時渉はこの状況を打破できる能力者が一人いたことを真っ先に思い出していた。

「──結ゆい月づき！」と渉は通信機に向かって叫んだ。




　加速度と機動域にはスバルの翼つばさの自由三次元機動に分ぶがあるため、有線機動のルージュに追いつくことは容易だった。だが、ルージュは自らのシステマをよく理解していた。

　ルージュはあえて密集した高級住宅街を逃亡のルートに選んだ。

　イリーガルの表情に焦りの色はない。

　正まさに「逃亡慣れ」している、といった、余裕すら感じる風情だった。

　ルージュは、糸の支点となるモノさえあれば、変幻自在に移動できる。真まっ新さらな場所での追跡ならスバルは優位だが、飛ひ翔しよう中の方向転換に姿勢制御を要する。遮しや蔽へい物ぶつが多数存在する住宅街を低空で移動された場合、ルージュの方にこそ地の利があった。

　ルージュは一度に複数の支点に糸を巻き付け、軌道を読まれないようにそのうち一つの方向に進み続けるため、スバルは一向に触れることさえできていなかった。

　が、スバルがやっとのことで糸そのものを掴つかんでも手の中で消え、何とか捉とらえようとするが指先は、「よっ──と」と軽やかに舞う幼い笑顔の前で空くうを切るばかりだった。

　高級住宅街は日中過ごしている人間が少ないため、空を仰あおぐ者が今のところ誰だれ一人ひとりいないのが救いではあったがそれも時間の問題だ。

　同じことを繰り返していても駄目だ。だったらと、ルージュが再び跳んだ瞬間、スバルは爆発的な推力で彼女と逆方向に飛び、豪ごう奢しやな邸宅の陰かげに身を隠した。

　逃亡者というのは、追えば逃げるもの。ならば、こちらが身を隠して、その裏をかけないようにしてしまえば良い。こちらが動きを見せなければ、ルージュも予測は裏切れない。

　スバルを見失ったルージュは一瞬、スバルの姿を探して目を巡らせた。

　それを窺うかがっていたスバルは無音の加速で前に向かって飛び出した。

「そこまでよ！　藍あい崎ざきメイ！」

「くッ──」

　気づいたルージュが、赤い糸で編んだ防護網を展開するが、スバルの加速が勝った。

　ついにルージュを真正面に捉とらえる。「あ──」とその口が動く。

「空飛ぶなんてズルいんだから……！」

　その時、スバルの目に入ったのは、ルージュの袖そで口ぐちから宙を舞った四つのものだった。

　アイザワギャラリーから盗み出された神じん器ぎだ。

　神器の一つをつかみ取って振り返るともうそこにルージュはいなかった。

　……ルージュは何ど処こ？

　ルージュはこの一いつ瞬しゆんでは遠くには行けないはずだ。それにこの神器が本物かどうかわからない以上は見過ごせないと首を巡らせた時、スバルの耳を渉わたるの声が打った。

『結ゆい月づき！』

　呼びかける間もなく、スバルは遠目に事態を把握した。彼方かなたの車道に、風かざ祭まつりの放つ紅くれないの輝かがやきに車輪を焼かれながらも、巨大な火花を散らして暴走する巨大車両。ホイールの一つが吹き飛び車体を傾けて迫る姿はあたかも何かのパニック映画のようだった。

『人が乗っていて、風祭じゃ撃ち倒せない。お前しか止められない！』

　風祭のレーザーに車輪が熱せされ、結合部が弾はじけ飛び、車体が地面に叩たたきつけられ傾くその瞬しゆん間かんのみわずかに減速させられるのみで、ついに前輪二つが吹き飛んだがそれでもなおバスはまるで一個の大蛇のごとく突き進む。明らかに異様な光景だった。

　スバルの頭の中からはルージュのことも、つい先刻得た成功の事も消えていた。距離さえあれば加速できる翼つばさ。まるでこの時のためにあったようなものだとスバルは感じていた。バスの右後輪──三つ目のホイールが吹き飛び、わずかに三人の生存率が上がる。

　スバルはその隙すきにバスの前に滑り込むと、真正面からバスのフロントに触れ、全開の浮力を叩き込み車体を押し返した。拮きつ抗こうする運動エネルギーにホイールが空転する。

　が、その時──バスの車体が鋼鉄の悲鳴を上げて、アスファルトの上を滑った。存在しない前輪を回して旋回するようにスバルの正面から外れたのだ。

　体中の血液が凍った。真横を突破するバスの風圧に吹き飛ばされ、振り向いた時、既すでにバスはアスファルトを削って再びスバルを躱かわしてリムジンを追撃を再開していた。

　その時、スバルの鼻先に、自身の六倍近い高さはあろうかという鈍い輝きが生まれた。その中からずるりと産み出されたのは、先程見たタンクローリーだった。金属のタンクの背中をスバルに向けて晒さらしながら、まるで空中に放り投げられるように倒れてくる。スバルは咄とつ嗟さにロールをするようにそれを躱したが、躱した先にまた二台目が倒れかかってくる。

『スバル！』と雛ひな子こが呼ぶ。

「このッ……！」

　バギンッ！、と風祭の熱線によって白熱したホイールが弾け飛んだ。地面に叩きつけられた車体が飛び跳ね、それが叩きつけられる瞬間に地面との摩擦でリムジンとの相対距離がほんの数メートル広がった。これが、最後の制動。これで確保できる生存時間は十秒に満たない。

　が、スバルはタンクローリーの回避に三秒近くロスしていた。三秒の間に離れたリムジンとの距離と、それを埋めるための物理的時間はもはや余りにも足りなさすぎた。

『運転手、そこを曲がれ！』

　渉わたるの指示に呼応して、これまで直線道路を突き進んでいたリムジンがドリフトをかけて、路肩に乗り上げながら更地の開発区画を通る横道に突入する。

　そこで、リムジンのドアを蹴けり開けて、転がり出たのは渉だった。風かざ祭まつりから預かったであろう二本の携帯用のワイヤーを道の両側の外灯に巻き付けて、更地を乗り越えてきたバスの進路に張り巡らせる。突入したバスのフロントが、タングステンとクロムを含む金属繊維で構成されたワイヤーをしならせて、金属製の外灯の可塑性を極限まで蹂じゆう躙りんして飴あめのようにひし曲げた。次の瞬しゆん間かん、ウェアラブル式の携帯ワイヤーを腕に直結したままの渉の身体からだは宙に放り投げられ、地面に叩たたきつけられるが、柔らかな地面は受け身を助けた。

『……結ゆい、月づき……あとはお前が！』

　渉のワイヤーが作り出した一瞬の隙すきに、スバルはふたたびバスのフロントに回り込んでいた。再度、右の掌しよう底ていをフロントに叩き込むと、今度は左手を重ね合わせる。浮力の抵抗に前身を食い止められたバスはまたも車体を旋回させようとしたが、更地の土の地盤がそれを阻はばんだ。ホイールを失った車体が土をえぐりその動きを止める。

「──今度こそ……！」

　スバルは背中に生んだ羽根の浮力で、拮きつ抗こうした推力をついに逆転させた。無重力になったバスは路肩のガードレールまで押し戻され、乱気流よろしく上下左右に揺さぶられ散々な目に遭った乗客の、それが最後の受難となった。

　バスは止まり、タンクローリーも現れることはなかった。元来た方角を振り返ると、スバルに襲おそいかかってきたタンクローリーは影も形もない。

　敵の能力者が徹底したのか──それとも、能力範囲外に逃れたのかはわからなかったが、危機は脱した様子であった。それを示すようにコープスからの通信が入った。

『聞け、〝怪盗〟。コープスの〝ネルヴァ〟だ。こちらのチームが到着した。乗客の記憶処理は全すべてこちらで行う。あとは我々に任せてこの場は撤てつ退たいしろ』

　バスの乗客達の凝ぎよう視しの視線を浴びながら、スバルは急いで羽根をひるがえした。




　帰路のリムジンに乗り込むと、雛ひな子こが安あん堵ど顔で出迎えてくれた。

　──「ありがとう、スバル。おかげで助かったわ」

　姉に褒ほめられて嬉うれしいはずなのに、乗り込んだ後部座席で、スバルは、疲弊した身体をソファにもたれかけたままの渉ばかり横目で見つめていた。

　自分を呼ぶ彼の声が、彼女の耳にはまだ残っていた。渉が、あんな風に少女を頼ってきたのは、彼女の知る限りはじめてのことだった。




　建設中のマンションの鉄骨の上に昇ってきたのは、この場で最も広く舞台を見渡せる場所だったからだ。映画のように大型車両がギャラリーを蹂じゆう躙りんする光景も、鉄の塊かたまりと貸したバスがリムジンを押し潰つぶそうとしていたのも、全すべて彼の所しよ作さによるものであった。

「……やるじゃないか『臨時怪盗エクストラ』。結局、誰だれ一人見捨てなかったか」

　せっかくの特等席も、怪盗の活躍によってすぐ幕を引かれてしまったが、奇跡の力の少女達が、『中身入り』のバスの乗客の誰一人見捨てることなく止めることは『確信していた』。それが『怪盗』という守護者に与えられた使命でもあったからだ。

「これが、『怪盗』ってやつか……つくづく俺おれには不似合いな夢だったな」

　全ては茶番だ。識しるべきことを識るために用意された即興の喜劇。それに至る過程はひたすら愉快で、その笑いによる心地良い疲労感が今少年の胸を満たしていた。だが、只ただ、漫然と娯楽を眺めるために此こ所こまでやってきたわけではない。

　少年の胸には、燻くすぶるような思いが芽生え始めていた。この茶番で識った杉すぎ崎さき渉わたるの対抗機能は、少年にとっての渉の存在そのものを象徴するような機能だったからだ。

「俺おれへのアンチシステマは、こういうものってわけか……」

　少年は、傍かたわらに突き立てた《不在証明の槍ロンギヌス》を撫でた。この《槍やり》にとって、杉崎渉の対抗機能はまさにカウンターの威力になりうるものだ。迂う闊かつには使えない。

　確認しに来ておいてよかったなと少年は改めて思った。ともすれば、ここで『標的』──杉崎渉を刺し穿うがとうと思っていたが、今はもう少し思慮を重ねるべきところだ。一度し損じれば、二度目からはこちらはそのたびに楔くさびを打たれかねない。

『弟』の対抗機能は見極めた。全ての能力者の願いを断ち切る力──アンチシステマ。それを突破する糸口はかなぐり掴つかんだ。

　自分を過信はしない。標的を過小評価もしない。ただ独りで目的を達するというのは、そういうことだ。

　今確実にそれができないのなら、手出しするべきじゃない。完璧主義の合理を脳内に組み立てて少年は、自らの敵意を論理の牢ろう獄ごくに押し込めた。全てを捨てて手に入れたこの《槍》を、感情に先走って易やす々やすと使い捨てるわけにはいかない。

　直後、少年は触れていた《槍》を、手先に生んだノイズの中に掻かき消した。この《槍》を奪いかねない唯一の相手が、すぐ眼下に迫っていたからだ。

　地上でうねりを上げるように灰が舞う様さまは、まるで局地的な竜たつ巻まきのようだった。

　その中心に屹たつのは──渋しぶ谷や政まつり。

　こうして再び見えるのは一度、彼の前で死んで以来のことだ。コープスの束縛から逃れるためのフェイク。そのために利用した、仕組まれた戦端と計画された自らの討とう死しであった。

「随分と早かったじゃないか」

　宿敵──。彼はきっと自分のことをそういう存在に位置づけてくれているのだろう。それは少年の中で実に心地良い感情だった。が、憎まれることが嬉うれしいのではなく、自分が彼の『家族』を奪ったことによって、思い通りの結果を引き出せたことが嬉うれしいのだ。

　今胸を満たすこの感情をもっと端的に口語調で表現するのならば──

　──『うまくいった』

「見せてくれよ、お前の意地」

　ほんの一ミリ足を動かせばバランスを崩しかねない鉄骨の上で、少年は無遠慮に立ち上がり、宿敵に向かって手を伸ばして見せた。此この世界で同じ物を失い、あがき続けるのが自分一人でないことを証明してくれるたった一人の『宿敵』へと。コートが受ける風圧に身体からだがかしぎ、地上へと落下を始めても、彼は恐怖など微み塵じんも何も感じてはいなかった。

「神じん器ぎなら分解できても、こっちはどうだよ──ほら行くぞ、渋しぶ谷や！」

　右の手に神器を組成しつつある『宿敵』──渋谷政まつりに向かって、杉すぎ崎さき八や尋ひろは、ノイズの中から引きずり出したタンクローリーを垂直落下で投とう擲てきした。

　地上に向かうタンクローリーの質量に引かれ、轟ごうと大気が乱れ狂う。

　元より杉崎渉わたるだけ引きずり出すためなら、複製神器の飽和攻撃で事は済んだ。杉崎渉の存命を優先するのであれば、むしろ大型車両の突入は危険な要素であった。それでもわざわざこれらをストックしてきたのは、『宿敵』の迎撃を視野に入れてのことだ。如い何かに渋谷の無業の神器とて、質量でいえばタンクローリーを迎え撃てるはずがない。受けたところで押し潰つぶされるのが物理の道理だ。しかして彼の操る灰は、神器の遺のこした機能の残ざん滓しでもあった。

「戦いの最中にベラベラベラベラと──口を閉じろよ、お前……！」

　渋谷が組成した、先端に行くに従ってかぎ爪づめのような形状をした全長四メートルほどの長尺の合成神器が、タンクローリーに太刀として浴びせられた瞬間、接触によって発生した機能が号と渦を巻いた。打撃、衝撃、轢れき撃げき、斬ざん撃げき、熱撃、震撃、圧撃、連撃、撲撃、破壊、破裂、切断、分解、斥せき力りよく、穿せん孔こう、反射、抵抗、劣化、氷結、溶解、分散、断熱、反発、加速、反作用、運動エネルギーの増幅──。攻撃以外の用途を主にする機能もいくらか含まれてはいるのだろうが、渋谷はとうに細分化した機能の把握を放棄していた。どの道、合成機能の破壊属性の圧倒的偏重の前ではそれらの要素はそよ風同然の影響力に過ぎず、合成機能と大型車両の接触とが引き起こした結末は、強固な鉄筋で構成されたタンクローリーの真中を金属製タンクもろとも喰くらい抜いた分断──つまりは単純な〝物質の破砕〟となった。

　あらゆる可能性を加算して、相手の防性を上回ることを意味する異名の通りに、重ね上げた機能の構築はただただ破壊のためにあった。機能を細分化する事にもはや意味はなく、多様性がありながら応用も何もない。いかなる破壊応力を持つ対象であろうと無限の可能性の彼方かなたに打ち砕くことを執着命題とした機能、それが渋谷の機能〝ブルートフォース〟だった。

　天に劈つんざく金属の絶叫を上げて二つの鉄塊と化したタンクローリーは、地上に落ちるまもなく消滅して、また杉崎八尋も中空にて消え去っていた。文字通り泡ほう沫まつの夢のごとく、分解したタンクローリーの鉄片一つすら残らなかった。ただ、遠く響き渡る一ひと太た刀ちの剣けん戟げきの余韻だけが、渋しぶ谷やの記憶の中であった戦いの記憶を証明するものだった。

「貴き様さまに逃げる意味なんてあるか……舐なめやがって……」

　歯をむき出すように大きく舌打ちして、コープスの渋谷政まつりは足あし下もとに転がっていた棺かん桶おけのようなギターケースを、鬱うつ憤ぷんを晴らすように蹴けり上げた。

　開け放たれたそれに灰を納めると、渋谷は忌いま々いましげにそれを担かつぎ上げて歩き出した。行く手から歩いてくる十四、五歳ほどの少女。可か憐れんとも呼べる華きや奢しやな少女はシステマ能力を付与された上級能力兵であった。パンツは皺しわ一つなく清潔感に溢あふれている。

　彼女こそはコープスの戦術の中核を成す、機能を宿され、コードネームを付された『管理者』──ペインフリーであった。

「へえ、貴方あなたの力、面白いな……。

『御お父とう様さま』が貴方を必要だと言った意味、今ならわかる気がします。貴方の力なら、ライアーから《槍やり》の機能を盗み出せるかもしれないですね」

　少女は薄うすく目を細めて、穏やかに感動を示す。涼やかだが、妖あやしげな冷たさを孕はらむ声だ。

『御父様』──渋谷に対杉すぎ崎さき八や尋ひろの共きよう闘とう戦せん線せんを持ちかけてきた人物だ。

《槍》を巡る港湾地区での八尋と渋谷の戦い──。

　その場に居合わせたのが、この少女だった。その時、自ら作った『安全圏』の中にいた彼女が渋谷のシステマを見るのはこれが初めてだった。

　──「杉崎八尋は生きてます」

　その事実を彼女が告げたのは、八尋の亡なき骸がらの前だった。

　ペインフリーを通して伝えられた『御父様』の目的は、渋谷の機能による《槍》の能力接収、及び機能の提供であった。杉崎八尋からの『家族』奪還を目的とする渋谷にとって、《槍》の掠りやく奪だつには意味があった。極大の武器は、常に他者との交渉カードに成り得る。

　故ゆえに、結んだのが現在のコープスとの契約だった。

「何ど処こに行くんですか？」

　渋谷が早々にペインフリーに背中を向けると、問いがぶつかってきた。

「今さら、お前達と話すことはなにもない。お前達は俺おれにライアーの情報を与え、俺は奴やつの《槍》を奪ってやる……お前達と協力するのはその一点だけだ。

　杉崎八尋は、あの《槍》で弟を穿うがとうとしている──なら、奴は杉崎渉わたるの前で必ず《槍》を晒さらすってことだろ。俺はその瞬しゆん間かんを只ただ狙ねらい続けるだけだ」

　渋谷は長いため息の果てに、復ふく讐しゆう兼任の限定傭よう兵へいとして再び歩き出す。遠くから無数のサイレンが聞こえる。真実を知ることのないだろう者たちがようやく動き出した。

　ただ焦げ臭い匂においだけが、辺り一面に立ちこめていた。






　　　Ⅲ　情報提供




〝プリマドール〟の任務から、二日が過ぎた。いくつもの未解決の問題を孕はらんだままの終結となった任務であったが、数時間のうちにただ一つの事案を除いて全すべてが解決した。

　第一に、怪盗『ルージュ』がアイザワギャラリーの神じん器ぎを特定した理由。その後、『同盟』の会議中に参加者の一名が突然頓とん狂きような子供じみた声でそれを自ら語ったのだ。サーカスの『羊ひつじ頭あたま』──人格転移の能力者だ。彼が『同盟』に潜入し、情報を伝えていたらしい。

　第二に、ルージュが逃亡の際に放棄した四つの神器は何いずれも本物であった。詰まるところ、ルージュはサーカスへの貢みつぎ物ものであるはずの神器を素直に手放したということだ。その後、ルージュがどうなったのかは判明していないが、藍あい崎ざきメイ自体は変わらず生活を送っているらしい。

　ともあれ、『同盟』の神器の奪還は奇しくも問題なく達成されたということだ。

　ただ一つ、任務の最終局面でギャラリーを襲しゆう撃げきした能力者・通称『贋がん作さく使つかい』の情報が一切確認されていない事を除いて──




　臨時怪盗エクストラは、あくまで正規の怪盗が任務をカバーしきれなくなった時に補充要員の位置づけになっており、数が足りている間は、臨時怪盗エクストラ対象の優秀生セレクトもただの学生に戻る。

　昼休み。渉わたるは、体育館横のプレハブ倉庫の上で寝転がっていた。以前、入学式の際、スバルとやりあったところだ。人気のない場所なので、たびたびこうして昼寝の場所として使うことがあった。すぐそばに木があるので昇るのは容た易やすい。元より実家の裏の樹齢百年と言われる巨木を昇る事を得意としていたため、唯一この校内で特技といえるものを発揮できる環境でもあった。

　それにしても、先ほどから倉庫の周りは、妙に騒さわがしい。普段はさして人の通らない場所であるはずなのに、せわしなく教員達が幾度も行き来している。何度目かの足音が過ぎ去って、もう来てくれるなよと祈りながら目を閉じると、

「うわァ!?　あぶなーーいッ！」

　むにゅ！

　軽い衝しよう撃げきとともに腹になにやら気持ち良い感触が。

　が、感触はどうあれ、それは高々度からのヒップアタックだった。どうやら体育館の上から落ちてきたらしく、渉は腹の息を全て押し出されて思わず呻うめいた。

「ごめんね、大丈夫？　……って、あ、杉すぎ崎さきさんだ」

　ピエロ風の衣装の少女が、渉の胸に手を置き、きょとんとしていた。

　怪盗ルージュだった。

「お前……どうしてここに。この学校は──」

　渉わたるが後ろ手をついて起き上がると、ルージュは渉の上から降りた。

「わかってるよ、協会の学校でしょ？　サーカスの人に教えてもらったもん。そのせいで今こうして追いかけられて、今逃げ回ってるの。まだいるかな？」

　ルージュはこちらにお尻しりを突き出しながら、倉庫の下をきょろきょろのぞき込んで警戒する。頭隠して尻隠さずとは、今の渉の視点を如によ実じつに表現するものだった。

「……怪盗の根ね城じろで、よく逃げ回れるもんだな」

「悪いことしようとしてなければ、尻尾しつぽってつかまれないものなの」

「じゃあ何しに来たんだ？」

「むしろ、そっちこそなんでうち来ないの？」

「うち？」

「藍あい崎ざきメイ、青せい蘭らん学園中等部一年Ａ組、新体操部！　住所は緑区……」

　ルージュがつきつけてきたのは住所込みの学生証。

「バレてるのに今さら隠さないよ。ってかさ、杉すぎ崎さきさん、案内してよ、責任者のトコ」

「責任者……今、校長も副校長も学校にはいないぞ」

「じゃ、今一番偉い人でいーよ。怪盗同士、大事なお話があるんだ──って、杉崎さん！」

「……」いきなり迫られ、渉は少しのけぞる。「何だよ」

「杉崎さんのロザリオ、やっぱり素敵……」

　渉に寄り添い、んふふ……へーえ……とニコニコしながら、渉のロザリオを両手でいじっているルージュを見ると、本気で捕獲するのも馬ば鹿からしくなった。




　ルージュを職員室に連れて行くと、休憩中の雛ひな子こは唖あ然ぜんとしてカップを落としかけていた。

　かくして今、ルージュは学院本部の客室に招かれていた。

「怪盗『ルージュ』！」と朝あさ宮みやは笑顔で呼んだ。「宝に結ばれた運命の赤い糸で夜を舞い、真の持ち主に赤い糸でリボンをつむいだプレゼントボックスを贈る──今、巷ちまたで話題の美少女怪盗の一人にこうしてお目にかかれて光栄です！」

　ルージュ来校の話を聞きつけて、二年生でルームメイトの朝宮主税ちからがやってきていた。

　朝宮は、怪盗候補生にして怪盗マニアであり、イリーガルについての情報も明るい。テレビのニュースで怪盗事件が報じられる度、その怪盗の経歴をさらりと言えるのがその証拠だ。

「ルージュは少女怪盗の一人じゃなくて、一番の少女怪盗がいいの」

　朝宮に賞賛されてルージュも気を良くしている。

　そんな折、ドアがノックされて雛子ともう一人が入ってきた。

　七なな草くさ杏あんだ。少し小柄で、ショートヘアの髪をしたクールな雰ふん囲い気きの少女。小こ脇わきには何やら、下部に大きな機構をつけたスケートボードを抱えている。

「待たせてごめんなさい。貴方あなたの話を聞く前に、彼女を相あい席せきさせたくて……七草さん？」

　不ふ穏おんな空気を雛ひな子こがようやく察した。

　引き合わされたルージュと七なな草くさが、黙って見つめ合っていた。

　大きく目を開いてルージュを見据える七草と、きょとんとして七草を見るルージュ。そういえばこの二人が《槍やり》の任務で出会っている間柄だと今いま更さら思い出した。

「──ルージュ」

「あ、こないだ港で会った……」

「よくも顔を見せられたものだね、あんな真ま似ねをしておいて」

「顔どころか、住所もばれちゃったからね。学生証見る？」

　実際に学生証を見せられた七草は呆あきれ顔だった。

「二人とも、話はそこまでよ」と雛子。「──七草さん。貴方あなたには、これからの、藍あい崎ざきさんの話の真偽を見極めてもらおうと思って呼んだの」

「話？」

「何でも、怪盗ルージュとして協会に話があるらしいわ」

　七草は《以い心しん伝でん心しん》のシステマを持ち、近くの人間の感情をある程度まで察知出来る。

　ともあれ、不穏な空気を残しながらもルージュとの会談の場は開かれた。列席者は渉わたる、朝あさ宮みや、雛子、七草の四人となった。

「それで、藍崎メイさん。私達に話っていうのは？」

「ええっと……どこだっけ？　はい、コレ見て」

　メイは、赤い糸で編まれたレターケースを小さな両手で持って渡してきた。赤いリボンのプレゼントは怪盗ルージュの流儀だ。

「これは……？」

「プレゼントの引き替え券、ってところかな」

「開けて良いの？」

「もちろん」

「……倉庫の写真ね」

　雛子がひもといた封筒の中に入っていたのは、ある倉庫の中を撮影した写真だった。

「それ、こないだの澤さわ口ぐちのグループの、神じん器ぎの『本当の隠し場所』だよ」

「あのギャラリーにあったのが全すべてじゃなかったのか」と渉は壁にもたれながら尋ねる。

「あそこにあったのは、あれで全部。ってところかな。ちなみにこの倉庫のこと、まだサーカスには言ってないの。あなたたちだけに今話してる」

「この倉庫は一体どこにあるの？」と雛子。

「今は秘密。コープスって人たち連れてきて、場所を聞きだそうとしても無駄だよ。ショートカット一発でサーカスに居場所が伝わるようになってるもの」

　携帯にはちゃっかりと『運命の糸』をストラップ代わりに巻き付けてある。隙すきあらば奪ってやろうと思ったが、やはり怪盗として場数を踏んでいるということか。

「……望みは何？　それだけの用意をしてきたなら、何か取引をしたいのよね」

「話が早い！　あのね、協会にもサーカスにも、私としてはどっちに神じん器ぎを渡しても結果は同じなの。だからあなた達にチャンスをあげる」

「チャンス？」

「そ、こないだの同盟。あれの神器の出所って、どこだか知ってる？」

「澤さわ口ぐち、という人物ではないの？」

「ちがいまーす。実はあの同盟の中に、貿易の会社をやってる人がいるんだけど、このリストをその人の会社から盗んできたの」

　どうやら帳簿のようだった。雛ひな子こはそれを見て眉まゆをひそめた。

「……澤口から、不定期に多額の入金がされている。もしかして、これは……売買？　おそらくは──『傾けい国こくの神じん器ぎ』の」

「たぶんね。ということは、そこを叩たたけば澤口の『同盟』もおしまいってこと」

「神器なんてそう簡単に売り買いされてるものなのか？」

　渉わたるが訊きくと、雛子はリストを片手に答えた。

「ええ……ごく少数だけど、存在するわ。ほとんどは神器を神器として知らずに美術品、宗教品として人の手を渡るのが大半だけど……。

　それで、藍あい崎ざきさんはこれを私達に教えて、どうするつもり？」

「『怪盗協会』さんがやることっていったら一つじゃない？　私一人じゃ神器の保管場所を突き止められても、これを全部持ち出すことなんてできないじゃない？

　澤口をぎゃふんと言わせたいの！　手伝ってくれたら、もう一つ盗んできた売上リストをあげる。これで、澤口経由で渡った神器の行き先が全部わかるよ」

　雛子はしばらく考え込んだ末に、

「……なぜ、貴方あなたはうちにこの話を？　サーカスと協力してるんじゃないの？」

「ああ、サーカスとはとっくに関係解消。一昨日おとといの仕事で、あなたたちに全部神器あげちゃったのがまずかったみたいよ。

　元々サーカスの一員ってわけでもなかったし、そんなものじゃない？　あそこで神器優先して、サーカスのために捕つかまってあげるつもりもなかったしね」

「どうも釈然としないわね。そもそも、これがサーカスの罠わなとだって考えられるわ」

　至し極ごく当然の雛子の危機意識。だが、それに異を唱えたのは七なな草くさだった。

「先生。こいつは嘘うそをついてないよ」

　ルージュの言葉に偽りがないとすれば、協会として看過できることではない。

　雛子はしばし考えた末に席を立った。

「……学院長に話してくるわ。時間はもらえる？」

「いいけど、その間、学校の中、散歩してもいい？」

「今、貴方あなたに歩き回られたら騒さわぎになるから、それはダメよ」

　雛ひな子こが出て行くと、ルージュはのんびりとくつろぎはじめた。相変わらずのマイペース振りを発揮するルージュだが、渉わたるは気になっていることがあった。

　が、それを確かめようとしたところで、携帯が鳴った。朝あさ宮みやのものだ。

「渉、スバルくんから」

「スバルから？」

　朝宮から電話を受け取る。

『授業始まってるのに、朝宮さんと何してるのよ？』

　渉が壁掛けの時計を見ると、とうに午後授業の時間は過ぎていた。苦労の嘆きを聞いてから、今からいくと応こたえて、電話を切った。

「授業行くの？」と朝宮。

「ああ。お前はどうするんだ」

「僕はまだいろいろルージュとお話ししたいことがたくさんあるからさ。せっかくの怪盗界のニューヒロインとこんな風に話せる機会、なかなかないだろう？」

「……お前も物好きだな」

　朝宮に携帯を返して、渉は客間を去っていった。渉と雛子が去って、客間には三人だけが残される。だが、客間の物語はまだ終わっていない。

　朝宮は制服の襟えりをただすと、メイの対面に歩み出た。

「雛子先生が戻る前に話したいことがあるんだ。藍あい崎ざきメイさん」

「なに？」

　メイが首だけ動かして朝宮を見上げる。

「ダメもとで聞かせて欲しいんだけど……《不在証明の槍ロンギヌス》とは一体どんな神じん器ぎなんだい？　あの戦いに参加した君なら、何か知ってるんじゃないかと思ったんだけど」

　するとルージュは軽い口を開いた。

「人を消しちゃう槍やり、っていう言い方をしてたな、御み堂どうさんは」

「跡あと形かたもなく消滅させる、ってこと？」

「いや、この世界に始めからそんな人いなかったことにしちゃうんだって」

　七なな草くさは、目だけで頷うなずき返した。少なくとも、ここまでメイは嘘うそを言っていない。

「……じゃ、それがなんのために日本に持ち込まれたかっていうのは聞いた？」

「神かみ代しろさんを消して、サーカスも一緒に道連れにするため、らしいよ」

「なるほど……財団の狙ねらいはサーカスか」

　確かにそれなら納得はいく。サーカスの蜂ほう起きによって、協会以上に攪かく乱らんされているのはコープスや財団だ。彼かれ等らがその状況を打破する手段として、《槍》を投入するのは考えられうる。もちろん、それ一つが《槍やり》徴ちよう発はつの理由だけかどうかはわからないが。

「でもさ、槍の力がわかってるってことは、その《槍》を誰だれかが使ったってことだよね」

　ルージュがじっと朝あさ宮みやの顔を見つめて尋ねてくる。

「それはそうだね」

　過去に《槍》の『使用者』がいたからこそ、その機能が伝えられているのだ。

　朝宮は一度『一いち日じつ之の長ちよう』と呼ばれる神じん器ぎによって、二十四時間の時を越えた経験があったからこそ、その言葉の意味を深く理解できた。

「何だかヤだ、そういうの。しかも、あなた達に秘密にされていたっていうのがまた怪しい……黙っている限りいくら遣ってもばれないんだから。放っておけないよ」

「今回の件みたいに《槍》をさらすリスクもあるから、そこまで乱用してはいないだろうけど……それってよく考えるとサーカスが《槍》を奪うのも同じことじゃないの？」

「サーカスは──神かみ代しろさんは『槍を壊す』って言ってたから。嘘うそか本当かは別として、私が近くにいればそれが本当かどうかも確かめられるじゃない」

「……なるほどねえ」

　ここまで嘘はなし。朝宮はいよいよ核心に迫ろうとしていた──が。

「ま、《槍》がなくなっちゃったから、結局どうしようもないんだけどね、今は」

「なくなっただって……!?　どういうことだい？」

　問題は今《槍》がどこにあるのか、だったが、その答えは予想外だった。

「そのままの意味。私はその場にいなかったんだけど、奪った《槍》を神代さんに届けるはずが、運んでいる途中の海の上で消えちゃったらしいよ。忽こつ然ぜんと、隠し場所もないのに」

「じゃ、今は《槍》がどこにあるかも……？」

「わかんない。それより朝宮さんはそれを知ってどうするの？　探しに行くの？」

「いや？　別に何も考えてない。ただの好奇心」

「好奇心？」

「けど、君の言葉は全すべて本当だった。僕らは近いうちに《槍》のことを大人たちから改めて聞かされることになるから、その時にどうなるかってところだね」

「ふーん……そうなんだ……」

　朝宮はにっこりと微ほほ笑えんで、ルージュを見下ろした。
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「……それより、君、面白いね」

「そう？　なんで？」

「なんでもさ。ところで、怪盗のお友達っているなら紹介してくれない？」

　朝宮が微笑んで問う。七なな草くさの審判がなくとも、そこに邪じや気きがないのは明らかだった。




「怪盗ルージュが？」

　授業後の教室で、渉わたるの、遅刻の理由をようやく聞いたスバルは唖あ然ぜんとした。

「話は大体終わってたけどな」

「……それなら、授業よりそっちに残ってた方が良かったんじゃないの」

「どうしてだよ」

　渉は頬ほお杖づえをついていた顔を上げて問うた。

「ルージュ……というか、メイちゃんって他人を操れるシステマを使うのよね。もし暴れ出したら結構手つけられなくなりそうじゃない？」

「朝あさ宮みやがいたから大丈夫だろ」

「なんで朝宮さんがいたら平気なの？」

「ルージュの糸なんだが、あれ、多分男は操れないぞ。七なな草くさが一緒だったから、そのときに本人に問いただしておけばよかったな」

　渉は、別の疑念に気を取られていて、その点をチェックし忘れていたことを後悔した。

「ルージュが協会と協力したいっていうならいいんだろうけど……それよりさ、渉」

　スバルはスカートを手で押さえて、前の席の椅い子すに座った。

「あんた、そろそろ携帯買ったら？」

「携帯？」

「今は朝宮さんがあんたの電話の仲介役みたいになってるけど、いないときどうするのよ？　しかも、同じ臨時怪盗エクストラで、よく一緒にいるからって、だいたいいつも私に連絡役が回ってくるんだから」

　ハハハ、と斜め前の席の三みツ矢やが笑った。

「森もりノの宮みや学院孤高の美少女も、渉の前では世話女房って感じだなー」

「……はぁ!?」

　ガタンと怒ど鳴なってスバルが立ち上がると、三ツ矢が笑顔を引きつらせて後ずさった。

「い、いや冗談だっつうの！　世話女房……ってほどでもないよなー!?　おま、お前まえ等ら、週末遊びに行ったこととかないらしいし！」

「ないわよ！」

　スバルが、三ツ矢に矛ほこ先さきを向けたので、渉わたるは一人窓の外を眺めていた。遠くの創立記念館が、日の光を弾はじいてそびえている。森ノ宮では週末に外出できると聞くが、誰だれかと出かけるどころかその休日外出したこと自体すら一度もない。

　携帯か……。

　一昨日おとといのロザリオの件も、携帯さえあればスバルにいちいち持ってこさせることもなかった。そろそろ、そういうものを買ってみる潮しお時どきなのかもしれない。




　朝の食堂。渉とスバルとはちょうど背中合わせに座っていた。スバルはスバルで別グループで談笑しながら、渉はいつものように朝あさ宮みやと七なな草くさの二人と食事をしている。

「携帯電話のことを知りたいって……なんだい突然？」

　七草はきょとんとした。話を切り出したのは、渉の方からだった。

「いや……そろそろ自分のを持とうと思ってな。ああいうのはどこで買ったらいいんだ？」

「携帯電話の店があるからそこで買うんだよ」

「いくらくらいするんだ」

「……物によるよ。渉はどういうのが欲しいの？」

「どんな機種があるんだ？　お前、そういうのには詳しいだろ」

「そういうのは、自分で見に行くか、パンフレットとか見た方が手っ取り早いよ」

「パンフレットってのはどこにあるんだ」

「……携帯電話の店だよ」

　会話が一周したところで朝宮が口を挟んできた。

「へえ、ついに渉も携帯買うんだ？　何かあったの？」

「持っていた方が、色々と都合いいだろ」

「うん、それはそうだけど──え？　何、それだけ？」

「それだけだけじゃおかしいか？」

「……普通だ」

「他ほかに理由なんてあるのか」渉は食べかけのサラダをつつきながら、「ところで、怪盗ルージュの件はどうなったんだ」

　昨日は、朝あさ宮みやや七なな草くさとは別れ、ルージュの依頼の進展は聞いていなかった。

「協会としては、ルージュの依頼、受ける事にしたらしいよ」と朝宮。

「今は『同盟』の神じん器ぎの出所──三み上かみ貿易の神器入手ルートを追っているみたいだ。三上貿易は何でも数年前、過去に乗り捨てられた亡国の潜水艦を業務線が発見して、そこからいくつもの神器を取得したらしい。それが、三上貿易の神器密売の今の元手になってるらしいんだ。あとはもうそこさえ叩たたいてしまえば、ルートは全滅ってことらしいよ」

「じゃ、あとは例の倉庫を押さえれば事は済むってことだな」

「そういうこと。森もりノの宮みやが担当した仕事だし、ウチの臨時怪盗エクストラに依頼が来るんじゃないかな」

　渉わたるはもう一つ聞くべきことを思い出した。

「ルージュは今どうしてるんだ。もう、家に帰ったのか」

「いや？　ルージュは昨日からずっと森ノ宮にいるよ」

「森ノ宮に……まさか宿泊してるのか？」

「この件が片付くまで、サーカスと連絡とる可能性もなきにしもあらずだからね。一応、本人もかまわないって言ってるから、いいんじゃない？　カレッジでおもてなししてるんだ」

「カレッジか」

「あたしの部屋が空いていたからね」と七草。

　七草は協会の御三家であり、元々はカレッジに住むべき人間だが、本人の希望もあってハウスに居住している。ただそれでも一人部屋で悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活を送っていると聞くが。

「……まあ、その任務に選ばれることを祈るのみだな。──ごちそうさま」

　渉は朝食を平らげたプレートを手に、テーブルを立ち去ろうとする。

「あの渉が……『ごちそうさま』だって？」

　後ろから、朝宮の驚おどろく声が聞こえた。




　偶然、学内で会った風かざ祭まつりを渉は呼び止めた。

「携帯電話？　授業中でなければ持つのは構わないわよ」

「いや、そうじゃなくて携帯電話を見に行きたいんだ。外出の許可ってどう取ればいいんだ」

「許可証があるから、それを担当の先生に提出すればいいのよ」

「許可証か……」

　森ノ宮での生徒の外出は、原則週末のみで外出許可証というものがいる。ただ、坂さかノの下したくらいまでであれば許可証がなくても行けるとは聞いたことがあった。高台にある森ノ宮の膝ひざ元もとを指して言う『坂ノ下』には、数こそないがいくつかの店がある。

「学校のすぐ近くに、携帯電話の店はあるのか？　パンフレットさえ見られればいいんだが」

「……聞いたことがないわ」

　携帯電話の入手は、どうやらまだ先のことになりそうだった。




　その日の放課後、スバルは、部屋の中でカタログを読んでいた。

　携帯電話のカタログだ。が、場所は生徒寮の部屋ではなく、職員寮の姉の部屋。姉から合い鍵かぎを預かっているので、自由に出入りすることもできた。

「男子って、どういうデザインのが好きなのかしら……」

　スバルが、ひとりごとに気付かないほど熟考しながらカタログを眺めていると、ガチャリとドアの開く音がして雛ひな子こが帰ってきた。

「ただいまー……って、あら、スバル。来てたの？」

「あ、お姉ちゃん、お帰り、もう買い物行ってきたの？」

「そんなに必要なものもなかったから……はいこれ、頼まれてた携帯のパンフレット」

　雛子は買い物袋を置くと、何冊かのカタログを手渡してきてくれた。

　今読んでいるものは、ルームメイトの先輩が持っていたものを譲り受けたもので、最新のものを改めて雛子に持ってきてもらったのだ。生徒とはちがい、雛子は平日での自由外出を認められているため、教師に親類がいると何かと便利だった。

　が、パンフレットを受けとろうとすると、サッと引っ込められた。

「……何よ？」

　にこ、と雛子は笑う。「ねえ、これってもしかして、杉すぎ崎さきくんのためのもの？」

　一言もそんなことを言っていないはずなのに、血の気けが引く。

「ち、ちがうわよ！」

　後ろ手にルームメイトのパンフレットを放り投げてスパァンと壁にぶつかる。

　図星だった。食堂での会話を背中合わせに聞いていたのだ。目が泳ぐ。

「これは……その、ルームメイトが欲しがってて！　ミ、ミーハーな人だから、すぐに変えたいって言ってきかないの！」

「ふーん、おかしな偶然もあるものね。実は同じもの、風かざ祭まつりさんから頼まれていたの。杉崎くんが欲しがってるからって。なんだかんだで年相応に可愛かわいいのね、二人とも」

　ぴらぴらと雛子はもう一式のパンフレットをひらつかせてみせる。

「……わ、私と風祭さんは違うわよ」

「確かに。風祭さんの方が先を見ている感じよね。実は、これも頼まれてるの」

　雛子が更さらに取り出したのは、二枚の紙だった。

「……なによ、それ？」

「外出許可証。杉崎くん、一度も外出したことないから、案内してあげるつもりなんじゃない？　……あ、もしかして」と雛子がにやつく。「デートのつもりなんじゃないのぉ？」

「っ……だ、だったらなんだっていうのよ……渉わたるが、誰だれとデートしたって……」

「……したって、スキなのは変わらないよって？」

「そんなこと言ってないじゃない……」

「そ、じゃあこれもう持って行っちゃうわね」と雛ひな子こが許可証とパンフレットを持ちドアの方に行く。「……あ、ちなみに横取りはだめよ？　そんなことする必要なさそうだから」

　雛子が指をずらすと、重なっていた紙はずらっと五枚に増えた。……二人きりではない。

「あらあら、ほっとした顔しちゃって……最近素直で可愛かわいいのね、スバルちゃん」

　スバルは「お姉ちゃん!!」とベッドの枕まくらをつかんで放り投げるポーズを取った。




　森もりノの宮みや学院の創立記念館には、怪盗協会の保全する神じん器ぎが分割保管されている。だが、職員以外にはさして知られていない事ではあるが、財団の人間と学院長の両者の生体認証なしでは開かないため、常にすぐ内部に貯蔵しようと思ってできるわけではない。臨時怪盗エクストラの制度が始まってから、急場凌しのぎで作られた一時的な神器の保管場所があった。

　メイは、森ノ宮の散歩がてらにそれを女性教員から聞き出していた。女性を操ることのできる赤い糸の機能であった。

　学院第五書庫。普段用いられる事のない本部離れの図書分館であった。その内部は元々あった地下の貸金庫型の牢ろうを利用して急場の保管場所となっている。

　深夜、ルージュがその扉の鍵かぎ穴あなから赤い糸を侵入させて施せ錠じよう機構を操作すると、あっさりと中に侵入することができた。

　協会を利用して、澤さわ口ぐちのグループを叩たたこうという目的は紛まぎれもなく真実であったが、彼女にはもう一つの目的を抱えてこの森ノ宮にやってきていた。

　だけど、ここでのんびりしている時間はない。ここに侵入した時点で、きっと既すでに本部には察知されているはずなのだ。

　だが、ルージュが仕事に取りかかる間もなく、あまりにも早く邪じや魔まが入った。

「ルージュ！」

　ルージュは階段の方から聞こえた声に振り向いた。誰もいないはずの空間から、男子制服の姿が現れた。胸に掴つかんでいたロザリオを離して、杉すぎ崎さき渉が無遠慮に近づいてくる。

「お前の目的はわかってる。『エーデルの薔ば薇ら』だろ」

　ルージュは息を呑のんだ。

　いざとなったら協会の人と戦ってもいい、そう思っていた。だけど渉のシステマは一度見ている。また糸を掌しよう握あくされてしまったら、こちらは──

「いいか、ルージュ」と渉は急せいた口調で言う。「お前の探しているものはここにはない」

「え──ど、どういうこと？」

「お前の侵入はとっくに察知されてる。すぐに教員連中が到着するぞ。来い！」

　腕を摑つかまれるが、ルージュは反射的に振り払っていた。

「嫌いや、はなしてよ！　わたしのペンダントなんだから！」

「やっぱりそうなんだな、藍あい崎ざきメイ」

　名前で呼ばれて、ぐっと胸が締められる。まるで怪盗のコスチュームを剥はがれて、等身大の自分に向き合わされたような──。

「お前は森もりノの宮みやに来てからずっと不自然だった。俺おれの正体を知ったくせに、なんであの日、俺がお前の家に行ったのかを聞こうとすらしなかった。……お前、『エーデルの薔ば薇ら』がすり替えられてること、とっくに気付いてるんだろ」

「…………」

「だから、ずっと『薔薇』を探してた。最初、あんな風に侵入したのは、森ノ宮に探りを入れるため……俺と会わなければ、お前は更さらに調べを入れてから森ノ宮に入り込もうとしてたんじゃないのか。澤さわ口ぐちの話を持ちかけたいなら、普通に連絡をとればよかったからな」

「…………」一人きりの小さな戦争を見抜かれて、メイの顔がどんどん俯うつむいていく──が、『協会』には屈したくない。そんな思いが彼女の顔を上げさせた。

　しかしその時、大勢の足音が階段の向こうから聞こえてきてメイは息を呑のむ。

「お前だって森ノ宮を舐なめすぎだ。『薔薇』を探している暇なんてあると思ったか」

　渉はメイの肩を摑んで、「ちょっと!?」とあわてる彼女を抱えて走り出した。

　男子寮の部屋を尋ねると、渉はいなかった。

「渉わたる？　いないよ。さっき黙って出かけちゃって、それっきりだね」

「入れ違いか……」

　スバルは後ろ手に携帯のパンフレットを隠しながら、ちらと部屋の中を見た。何やら朝あさ宮みやがバッグの中に荷物を詰め込んでいる。

「それとさスバルくん、僕ちょっとしばらく出かけなきゃいけなくなったから。今日から、少し、音おと井い邸に行ってくるよ」

「音井邸って、………………音井直なお弥やの？」

「そうそう、その音井邸。実は八人会議に招集されちゃってさ。普段は親だけで、あんまり子供まで呼び出されることってないんだけど」

「八人会議って……確か協会のトップが集まるっていう……朝宮さんってそうなんですか？」

　スバルは驚おどろいて目を見張った。七なな草くさと親しいのは何な故ぜかと思っていたが、まさかそれほどの立場だったとは到底思えなかった。

「投資の関係上、御三家と一緒に出席する立場ではあるってだけだようちって。財だけは山ほどあるもので」

「そうなんだ……すごいな」

「家がすごいと苦労するんだよこれが」

「じゃ、七なな草くささんや風かざ祭まつりさんも一緒に？」

「そう、だからさ、多分、臨時怪盗エクストラの仕事が来たら、渉わたるかスバルくんにいくと思うんだ。そうなったら悪いけどあとはよろしく頼むよ。ま、僕には関係ないんですけど……

　で、今何隠したのスバルくん？」

「隠してないですよ」

　スバルはきゅっと後ろに身を引いた。

　後ろ手のパンフレットが落ちかけて持ち直したのを見られた？

「ほんとかなー」

　今度の声は足あし下もとから聞こえた。ミニ朝あさ宮みやがスバルの足下に。慌ててスカートを押さえる。

「おお、素晴らしい眺め……」

「ちょっ……!?」

「ふごっ!?」

　ミニ朝宮を軽く踏んで、女子寮に戻る途中、スバルは後ろ手に持ったままだったパンフレットを胸に抱え直しながら、明日渡せばいいかと思い直した。




「どうして私を助けたの？」

　ルージュは屋根の端で座りながら尋たずねてきた。

「俺おれ達が、お前のペンダントを盗とったのは本当のことだからな」

「それだけの理由で？」

「それだけだ」

　第五書庫の警報を、森もりノの宮みやの教員と優秀生セレクトが誤報と判断するまでに、全保管棚のチェックと再さい施せ錠じようという長い時間を要した。

　渉とメイはそれを物陰で隠れながら確かめてから、プレハブ倉庫の上にやってきていた。カレッジに行く途中に人に見つかったら疑われかねないから、一時の避難場所だ。

　リスクは大きかったが、あえて書架の上からメイには保管棚が確認される様子を見せた。渉に抱かれながらだったが、結局、全すべてを見る前にメイが渉の腕に顔をうずめて「わかった、もう行く」とかぼそく言った。

「お前に伝えるために『薔ば薇ら』のことはそれとなく、担任に聞いてみた。あれは、もう創立記念館の保管庫の方に移されたそうだ。

　……さっきお前の部屋に行ったけど、いなかったからこれはと思ったんだ。……お前がまさかこんな早く場所を突き止めて、動き出すとは思わなかったけどな」

「…………止めに来たのかと思ってたけど、ちがうの？」

「スバルや風祭ならともかく……俺にそれをする権利はないかもな」

「どういうこと？」

「お前がやけに気に入ってるこのロザリオ、お前の『薔ば薇ら』と同じ神じん器ぎなんだ。……お前からしてみれば不公平だろ。俺おれからだってそうだ」

　メイは半信半疑でロザリオに手を伸ばしてくる。実際に試してみると、メイの姿は一いつ瞬しゆん消えて、元に戻った。ぼんやりとロザリオを見つめながらルージュはそれを手放した。

「そうなんだ」

「そういう意味では、悪かったな」

　メイは膝ひざを抱えた身体からだをぎゅ、と小さくすぼめた。

「パパからもらった大事なプレゼントだったんだよ、あのペンダント」

「……そうか」

「すごく高くて、出張のお金足りなくなっちゃって、直前に大おお騒さわぎしたくらいだったんだよ。あの時は、笑っちゃった」

　そこまでは資料に書いてなかった。

「……それを今持ってる相手が信用できない奴やつだったら、落ち着かないよな」

「…………うん」

「俺もそういう経験はある。いきなりこれが神器だってバレて、横取りされて、ましてや賭かけの対象にされたことがな。俺はそれに負けたわけなんだが」

「杉すぎ崎さきさんってもっと強いかと思ってた……」

「……強いのは、能力者相手だけだ」

　渉わたるは苦笑したが、少し真ま面じ目めな顔を作って言う。

「けど、持ってるのが信用できる相手なら、少しは待てるだろ。俺にはそういう経験もある」

「……………」

　が、ルージュはそもそも『協会』というもの……組織というものを信用していない。

　協会もサーカスも同じ、といっていたくらいだ。

「今は無理だが、いつか俺がお前に『薔薇』を渡す。そう言ったら、お前、信じるか」

「は……」

　ルージュは身を乗り出す。

「杉崎さん、自分で何言ってるかわかってる？　協会のお宝だよ？」

「俺は前に一度、保管庫を突破したことがある」

「え……そうなの？」

「らしい、って話だけどな。俺はそのことを覚えてないんだが、一度やれたことなら、またいつか二度目もやれるかもしれないだろ」

「……杉崎さんが？」

「だから、藍あい崎ざき。いつになるかはわからないけど、期待して待ってろ」

「期待ねえ……」

　ルージュは抱えた膝ひざに頬ほおを乗せて、渉わたるに向き直った。

「絶対？」

「ああ」

　長い間渉の表情を見つめていたルージュの眉まゆが和やわらぎ、歯がのぞいた。

「わかった。そういうことにしておいてあげる」

「そうか」

「杉すぎ崎さきさんってそういうこというタイプだと思わなかった」

「……じゃ、そろそろ帰るぞ、藍あい崎ざき。お前が部屋にいないことがばれたら、もしかしたら怪しまれるかもしれないからな。誰だれにも見つからないように気をつけて行けよ」

　ルージュはしなやかな黒猫──もとい赤い猫のようにプレハブを降りると、一人で歩いて行こうとする。が、途中で彼女は足を止めて振り向いた。

「エスコートして？　杉崎さん。森もりノの宮みやはまだあまり慣れていないの」

　どことなく甘える猫のような声で呼ばれて、渉は腰を上げた。




　　　　◇




　早朝。渉とスバルは本部の会議室に呼び出された。

「私達は、今日、三み上かみ貿易の所有神じん器ぎの一斉押収に打って出ることが決定しました。杉崎くんとスバルには、そのための事前調査を行ってもらうわ」

「倉庫の場所はわかってるんじゃないの？」

「念のために三上貿易の倉庫を一つずつチェックしていったら、ルージュが見つけた倉庫のほかにもう一つ、不自然に警備が強化されたところが見つかったの。

　コープスが手に入れた保管品目録と照らし合わせてみたところ、唯一この倉庫の備品だけがほとんど動いていないといった様子よ。目録はダミーで、実際は神器を出し入れしてるという可能性が高いわ。この倉庫に潜入、調べてもらうのが今回の二人の仕事よ。事実確認後、コープスが速やかに神器を奪取する予定です。──何か質問は？」

　この場での話はそれで終わって、渉とスバルは二人で会議室を出た。

　スバルはさっきから胸に封筒を抱えて渉の少し前を歩いている。

「何だその封筒」

「え？　ああ、渉に渡そうと思ってたんだけど」

「……俺おれに？」

「携帯のカタログ。あんたがほしがってるって聞いたから……」

　スバルは封筒を両手で胸に抱きながら、言い訳をするように言った。風かざ祭まつりがカタログを持ってきていたのは知っていたが、彼女は昨日、会議に出てしまった。だからもしそれとなく聞いてみて、まだ持っていないようだったら──そう思ったのだが。

「まさかお前からもとは思わなかったな。昨日、風かざ祭まつりも携帯のカタログを封筒に入れて部屋に置いていったんだ。外出許可の話をした時、聞いたからだと思うんだが」

「……あ……」スバルは俯うつむいて、「そうなんだ……」

「ただ、せっかくだしもらっておくよ」

「えっ？　でも、全部同じのだけど……」

「それは見てみないことにはわからないだろ」

　スバルは少し迷ってから、封筒を渡してきた。中を見て気づく。

「ほら、あったぞ。このカタログ、風祭のには入ってなかった。結ゆい月づきのは、風祭の持ってきてた黄色い奴やつだけ抜けてるけどな」

「……そ、そうなんだ。丁ちよう度ど良かったわね」

「ああ。良かった」

　スバルは素そ知しらぬふりで、熱くなる顔を見られたくなくて前に出た。

　この幸運が、偶然とは考えづらい。おそらく雛ひな子こがそれぞれスバルと風祭で分配していた可能性が高いことは言うまでもなかったが、それは渉わたるの知るところではなかった。

　スバルに携帯電話の買い方についてを聞きながら、渉も歩き出した。携帯を吟味する暇はまだ先だが、抱えたカタログの重さはそう悪いものではなかった。




　路ろ傍ぼうに、二十、三十と立ち並ぶ洒落しやれた赤あか煉れん瓦がの倉庫街。まるでヨーロッパを思わせる外観だ。夜よ闇やみに落ちると、遠くのビル群が見えずにことさら風ふ情ぜいが勝る。そのうちの一つ、およそ全長70メートルのそれが難破船の神器を納めている開かずの倉庫であった。

　せっかくの景観を崩すのは、先日から倉庫周辺を張り付いている警備員だ。明らかに職業警備とは異なる風ふう体てい。有刺鉄線と監視カメラ、レーザー警報システムなどが設置されており、さらには表と裏にはカメラがある──が側面には設置されていない。その方角からなら、スバルの羽根で屋根上に下り立つことができた。天窓から内部を覗くと、警備員はいない。そもそも内部は警報機が設置されているため、人員が配置されていないのだ。

『〝ネルヴァ〟。光学感知システムを無効化する』

　倉庫の警備システムに侵入したコープスからの報告が入る。

　通信が入って、雛子が合図を送った。

『潜入して』

「了解」

　渉は、通気口からするりと中に忍び込んだ。内部に神じん器ぎがある事から鑑かんがみて、潜入役は渉に抜ばつ擢てきされた。スバルはいざというときのために周辺で待機、ルージュはこの任務を見届けるために同じくその場に居合わせているはずだった。

　二階のフロアは等間隔に屋根を支える煉れん瓦がの柱と鉄筋の真中にいくつもの荷物が置かれているが、内部の面積に比して極めて少ない。ほとんど倉庫の反対側から反対側まで見渡せるほどだ。窓を通してさしこむ月の光が、輪郭のない空間図形のように地面に光を落としている。

『内部の荷のいくつかを持ち出して。こちらで神器かどうかをチェックするわ』

　だが、一階に下りてその必要がないことがわかった。

　クレーンのレールが走る天井の下、西側のシャッターから船積みしたのだろう、潜せん水すい艦かんの残ざん骸がいが横たわっていた。至るところが錆さび付き朽くちた難破船の残骸だ。

　──『同盟』が擁ようする神じん器ぎの出所となった難破船であることは明白だった。

「ジョーカー。例の難破船を発見した。間違いなくここが第二の倉庫だ」

　渉わたるはそう報告したが、雛ひな子こからも、コープスからも応答はなかった。

　──不調か？

　だが、もう一度呼びかけても変化はない。通信機の向こうにはざらついたノイズが聞こえてくる。任務用の携帯を見ると先程まで良好だった受信感度が圏外になっていた。

　確信に近い悪あしき推測に、渉の総そう身しんが粟あわだった。

　マスカレード・サーカスの初動戦略──電子攻撃による通信遮断。だとすれば。近代法具を散らされたこの沈黙の夜空に現れるのは仮面の名を冠するシステマ能力者達だ。

　スバル達と合流する必要がある。渉はすぐにそう思った。

　が、それを阻はばむように倉庫内の空気が震ふるえた。

　倉庫の一階のシャッターが凄すさまじい力によってぐにゃりと中心から折れ曲がったのだ。たちまち鉄扉は弾はじけ飛び、港から調達されたであろう船舶が難破船を串刺した。

　舞う埃ほこりと塵ちりとは、それをした念動能力者の手の意のままに振り払われた。煌こう々こうと輝かがやく蒼あおい月夜を背負って開かれた世界の前に立つのは、白いスーツの男──。

　元ファントムナインの御み堂どう晃こう一いち。が、御堂の到来は予測できていた。渉は既すでにロザリオで姿を消して、御堂が開け放った扉の隙すきから外界に飛び出していた。

　シャッターの先は船積み用の船せん渠きよだった。水を蹴けった途と端たんに透明化の機能は消えたが、『一度きりしか同じ物を動かせない』制限を持つ御堂は掴つかまえられないはずだ。

「……おやおや」

　しかし御堂はただこちらを見返るのみで追う素そ振ぶりすらしない。

　此奴こいつ等らの狙ねらいは一体何だと渉は思った。神器を狙っているのか、それとも──

　渉の思考はそこで寸断された。

　船渠の途切れた海の先に一人の少年が佇たたずんでいた。白く儚はかなげにくすむローブをまとった、白い肌に長い髪の少年。ともすれば女性と見み紛まごうような中性性をそなえている。
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　水の上に立つ少年の足先は水面に触れ、しかし只ただ一つの波紋だけしか広がっていない。月明かりすら奪い纏まとうような超然とした姿は、忘れるはずもない。瞬またたく間まの友であり、次なる世界の秩序の天子としての宿命と共に全すべてを捨て去った少年。

　刹せつ那な、呆ぼう我がした渉わたるの意識を支配したのは身を震ふるわせるほどの警戒と戦意。

　そして彼はその名を呼んだ。

「────神かみ代しろ明めい夜や」

　サーカスの狙ねらいは神じん器ぎではく、渉自身だ。渉はそう確信した。

　三み上かみの神器が狙いであれば、サーカスに待つ理由などない。とうに戦端を開いている。何より、天子自ら渉の前に身をさらしたというのは、そういう意味だ。

「久しいな、杉すぎ崎さき」

　明夜は口元を隠す衣の奥から渉を見据えてきた。

「……ああ…………まさか、こんなに早く会えるとは思わなかったけどな」

「君との再会を分かち合うつもりはないよ」

　明夜はその表情を怜れい悧りの色に塗りつぶしてささくように言った。「──僕と共に来て貰もらうぞ」

「……何？」

「今、『協会』が君を失えば、いよいよ財団もコープスも《槍やり》の真実を詳つまびらかにせざるをえなくなる──それは僕達にとっても望ましい事だ」

「何の話をしている……なんで《槍》がそこで出てくるんだ」

「……知らされているはずもないか。コープスは今なお《槍》を秘ひ匿とくのまま我が物とすることを望んでいるからな」

　明めい夜やは言葉を切り、再び開いた口で問うた。

「君は《槍やり》についてどれだけのことを知っている」

「……何も」

「穿うがった存在を世界から抹消する力を持つ槍だ。ただ穿つのではなく、その穂先で貫いたままに、その存在の死を見届ける事によって。かつてその槍が果たせなかった宿願だな」

　明夜は静かに顔を上げて、感情を排した言葉で告げる。

「その《不在証明の槍ロンギヌス》を巡る策謀の中心にいるのは君だ、杉すぎ崎さき。《槍》は君のために奪われ、その穂先が今君を穿とうとしている」

「……俺おれのために？　……《槍》を持ってるのはお前だろ」

「《槍》は我らの手中にない。今それを持つ者の名は、杉崎八や尋ひろ。君の兄とされている人物だ」

「──兄、さん？　何を……」

　久しく聞く名が、渉わたるに混乱と衝しよう撃げきを見舞った。ただの戯たわむれの挑発や、下げ卑びた籠ろう絡らくを是ぜとしない手合いの言葉だからこそ、その意味が重量を持ってずしりと纏まとい付く。

「事実だ、杉崎。杉崎八尋は生きている。真実を知りたければ──僕と共に来い」

　明夜は法ほう衣いの奥から手をさしのべた。

「……何のために」

「僕は《槍》を破壊する。そのために、今、君と杉崎八尋とを出会わせるわけにはいかない」

　渉は頭を振ると、ロザリオを掴つかんだ。もう一度姿を消してここから脱する。

「兄さんが生きているなら、俺おれは兄さんと会う。お前の命令を聞く気はない」

　明夜は──ただ頭を振ったのみだった。

「残念だよ」

　渉の周囲を霧きりが取り囲んだ。エタノールに近い臭気。呼吸器を半ば強制的に通ってくる気体は──渉の睡眠中枢を暴力的に刺激した。

　──しまった。鈍化していく思考の中で、渉は手て後おくれを痛感した。明夜の言葉に惑わされた位で、奴やつの脅威を一いつ瞬しゆんたりとも失念するなんて。

　急激に削そぎ取られていく四し肢しを何とか振り絞って振り返ると、御み堂どう晃こう一いちが笑っていた。睡眠薬の主成分である抱ほう水すいクロラールを噴煙状にして念動してきたのだ。

「この戦いに幕を引くのは僕達だ」

　耳元で靴音が甲かん高だかく鳴る。目を上げるとすぐそこに明夜がいた。それを最後に視界が闇やみに閉ざされ、渉には何も見えなくなった。




　煉れん瓦が倉庫全体を、爆炎が包み込んだ。それを上空から見ていたスバルは、荒れ狂う熱風に翻ほん弄ろうされて、倉庫に近づくことすらできない。

　周到に用意された拉ら致ちの計画を、スバルがこの時点で見破ることは容易ではなかった。渉わたるが既すでにこの倉庫から消えたことが知られるのは、それから一時間以上経たってのことだった。




　音おと井い邸の客間に集まった財団の八大投資者。朝あさ宮みや家並びに協会御三家、そして財団設立側の四者が、協会代表と財団代表といった形で対照的に座する中、オブザーバーとしてのコープスから成なされた説明は、現在行方捜索中の《槍やり》の『存在消滅』の機能についてだった。

　現在、《槍》はサーカスではなく、コープスの管理者にある。但ただしその目的は不明──それがコープスからの申し開きであった。

　だがそれを聞く中、会議室に黒いスーツの管理者が入ってきた。ネルヴァと呼ばれるセミロングの少女。怜れい悧りな瞳ひとみと威厳すらある雰ふん囲い気きで口を開く。

「森もりノの宮みやの現責任者代行から連絡が入りました。──『御お父とう様さま』」

　財団代表の男の元に行った管理者は、指示を受けてすぐさま部屋から出て行った。

　その後に告げられたのは、杉すぎ崎さき渉がサーカスによって拉致された事実──そして、サーカスの目的が杉崎八や尋ひろ──《槍》の現所有者の誘い込みにあるということだった。

　その報告からまもなく賢人会議は解散。協会とコープスが事態の即応に当たるため、会議室の戸が騒そう々ぞうしく開け放たれた。






　　　Ⅳ　贋作使い




　目を覚ましたのは、牢ろうの中だった。周りを囲む格子に、窓からさす月の光。それは、渉わたるにとって怪盗としてはじめて「捕まる」という経験であった。

　捕らえられた牢ろう獄ごくが船の中であることは、高速船の独特の駆動音と、遠くの水音波の揺れによってわかった。

　──水上監獄だ。

　渉に必要以上に拘束は与えられていなかったが、その理由はすぐわかった。目覚めてすぐに大きな三つ編みの執事服の少年が現れ、神かみ代しろからの「会談への招待」を言こと伝づてしたからだ。

　船体上部に用意された客間への案内を請け負った少年・牛うし丸まるは、かつて何度か交戦したことのあるサーカスの構成員だった。

　システマ干渉を無効化する常磐ときわ石いしをチョーカーに内蔵して常に装着し、独自の複合拳けん法ぽうのみで目標を接近破砕する小さな従者。いわばシステマ能力者の攻撃に絶対的な優位性を誇る渉にとっては、天敵の一人であった。

　甲かん板ぱんに用意された客室には、神かみ代しろ明めい夜やが一人で待っていた。窓辺にもたれ、闇やみの海を見つめている。それに油断することなく、渉は明夜を見据えた。

「ずいぶんと洒落しやれた事をするんだな、神代。──こんな真ま似ねをしでかしておいて」

「僕は、君を捕ほ虜りよとして招いたつもりはないのでね」

　渉は部屋の隅で待機する牛丸を見た。

「……お前はそのつもりでも、御み堂どうがいったいどう出てくるかな。あいつは、俺おれのことが相当目め障ざわりらしいぞ」

　牛丸は瞑めい目もくしたまま、壁からほんの数センチはなれた位置で不動を守っている。《槍やり》を巡る港湾地区の任務で、御堂と牛丸は渉を『処理』しにかかってきた。

「御堂とて、君を殺あやめるのが得策ではないとわかっているさ。今の君は分ぶん水すい嶺れいだ。君が命を落とせば、この先、杉すぎ崎さき八や尋ひろがどう動くのかもわからなくなる」

「……俺おれは、あの人が死んだ瞬しゆん間かんをこの目で見てる。兄さんなわけがない」

「いや、杉崎八尋は間違いなく──現《不在証明の槍ロンギヌス》所有者で、元コープスの管理者だ」

「──管理者？　兄さんが……」

　明夜の言葉に一々惑わされている自分を滑こつ稽けいに思いながらも、それでも視線は揺らいだ。

「君は、既すでにその杉崎八尋と一度まみえている。──『贋がん作さく使つかい』。便宜的なその名だけなら、協会の方から伝えられているだろう」

『贋作使い』──大型車両をノイズの中から産み出して、ギャラリーやリムジンを襲しゆう撃げきしてきた『能力者』だ。

「……あれはシステマ使いの仕し業わざだろ。兄さんは無能力者だ」

「無能力者の管理者など聞いたこともない。彼はシステマ能力者だ。しかも、かのコープスですら御ぎよしきれなかった絶大のな。

　彼の機能は、あらゆる物質の吸収複製。『無限複製ライアー・ライセンス』と呼ばれている力だ。空間制圧の機能で、結界内であれば自在に複製と操作を行える。吸収した物体を、物理の法則を無視して際限なく複製し続けられる──そういう能力者だ。

　コードネームは『ライアー』。あの日、《槍やり》の輸送された任務で、彼はその神じん器ぎすら接収できる機能を用い、コープスの《槍》占有の策を請け負っていた。その任務中、彼はコープスを離反。《槍》を奪って、各組織の追跡を躱かわしながら君を狙ねらっている」

「俺おれを……狙う……？」

『ライアー』……元プリーフェクトの渋しぶ谷や政まつりの口から聞いた名だ。

　彼から全すべてを奪った『管理者』。そしてそのライアーはあの時目の前に居た。渋谷が作り出した炭素の刃やいばをノイズの中に消し去り、自らの手の中に生み渋谷と戦っていた。

　全すべてが符合するたびに否いや応おうなく思考が加速する。ギャラリーで見たタンクローリーやバスを生んだノイズ、今思えばあれは確かに『ライアー』のものではなかったか。

「僕達は、『羊ひつじ頭あたま』の諜ちよう報ほうによって、コープスが協会に知られぬままに《槍》を占有するつもりなのは把握していた。そしてあの日、僕達はあえてコープスのシナリオに乗って《槍》の行方ゆくえを見定めるために行動していたんだ」

　明めい夜やの口ぶりに揺らぎはなく、感情を排した喋しやべり方をする。

「杉すぎ崎さき八や尋ひろは任務中、能力抑制の発信器を装着していたが、我々の電波妨害の間にそれを脱着──その上で、発信器をつけた自らの複製に死を演出させることで、《槍》の原版をその身に宿して全ての組織を欺あざむいてみせた。……そして、『贋がん作さく使つかい』の襲しゆう撃げきだ。全て事実だ、杉崎。コープスは今尚なお《槍》を奪還したいがために情報を秘して君を泳がせ続けていた」

　渉わたるはささやくように言い返した。

「『贋作使い』が兄さんで、その狙いが俺おれなら……その時に《槍》を使ってるだけだろ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいと渉は思った。それならばその時点で《槍》を使っていればいいだけの話だ。それでは理屈に合わない。

「アンチシステマを見極めるためだとすれば説明も行く。確実に君を仕留めるためにな。……だとすれば、彼はもう一度君の前に現れる」

　いわば君は、杉崎八尋の針路を示す逆向きの羅ら針しん盤ばんだ。財団との折せつ衝しように明け暮れる協会に先んじて、君を得られたのは僥ぎよう倖こうだった」

「……それで？　お前は《槍》を壊したいって言ってたな」

「あの《槍》は本来、僕を穿うがつために財団が接収したものだ。かつて幾度となく時の要人がその穂先に葬られてきたそうだが……たかが器うつわ如ごときに僕は止められるわけにはいかないんだよ」

　明めい夜やを《槍やり》で穿うがてば、サーカスの蜂ほう起きもなにもかもが無に帰きすということだろうか。当然、どういうふうに世界が変わるかなど、使用者でなければわからないのだろうが、理屈はわかる。渉わたるの懸念はそこではなかった。

「兄さんの力が本当だとして……取り込まれた神じん器ぎをどう破壊するっていうんだ。複製か本物かもわからない槍をいくら壊したって、意味ないだろ。向こうは限りなく《槍》をコピーし続けられるんだ。──殺すつもりなのか、兄さんを」

「……まあ、合理だな」

　渉は大きく手を払って叫んだ。

「勝手なことをほざくな、そんなことやらせはしない。俺おれを囮おとりにするつもりなら、こっちはお前等全員敵に回してでも抗あらがってやる」

「結果、杉すぎ崎さき八や尋ひろに消されることになってもか？」

「なんで、兄さんがそんなことをするんだ！」

　明夜はかすかに目を伏せて、再び渉を見据えた。

「それは、君にこそ問われるものだ。一体何な故ぜ、君〝のみ〟が杉崎八尋に狙ねらわれているんだ」

「何……？」

「此こ度たびの件で、杉崎八尋の存在を知り、僕達も調査を重ねてきた。が……杉崎八尋についてわかったのは彼の能力と、管理者の座に居たという事実だけだ。元より情報の秘ひ匿とくには厳重なコープスですら、異様なまでに彼の存在を示す資料が少なすぎるんだよ」

　明夜はやおら席から立ち上がると、身に纏まとう法ほう衣いを腕に掛けて曝さらした。

「──先程の『方法』についてだが、我々にはもう一つ《槍》を消滅させる『方法』がある。元より、二度死から蘇よみがえった相手を、只ただで殺せるとは思ってなどいないよ」

　明夜の手の法衣は、聖なる糸で編まれたのごとく汚れ一つ許さず純白であった。たが、ほつれ一つないわけではなく、微かすかに破れ、焼けたようにくすんでいた。

「──時に、同一の伝承から生まれ出いずる神器には、相反する機能を持つものがあるという。それがこの一つだ。《聖人灰葬の聖骸布ホーリー・シユラウド》。《不在証明の槍ロンギヌス》と同じく──対する存在を消滅させる力を持った神器だ。これに包まれて炎に焼かれたモノは、同じ名を持ち同じ形をした全てがこの世界から浄化される。永えい劫ごうに復活の回帰を続ける『神器殺し』の器うつわだ。

　コープスはこれを《槍》を奪われた際の善後策に保持していたようだが……当然、《槍》を追っていた我々にとっては、意の内だったわけだ」

　だが、と明夜は逆説を置いた。

「杉崎八尋が隙すきを生むとすれば、それは君を殺あやめると確信した瞬しゆん刻こくだけだ。『羊ひつじ頭あたま』が見届けた杉崎八尋と渋しぶ谷や政まつりの戦いにおいて、渋谷は《槍》を破壊できても、《槍》を触れることは叶かなわなかった。奴の手の中にある以上、《槍》は彼の意のままに現出しうるんだ。……だがそれでは遅すぎるんだよ、杉崎。杉崎八尋を出し抜くのなら、彼の真意を見極める必要がある」

「……兄さんが生きているなら、俺おれはあの人に会わないといけない」

　渉わたるが踵きびすを返そうとすると、制するように明めい夜やは言った。

「それをさせるわけにはいかないと言ったはずだ」

「じゃあ止めてみるか？　……お前が相手でも邪じや魔まはさせない」

「あらゆる能力者に制圧可能性を持つ『アンチシステマ』をもって……か？　君のアンチシステマは『贋がん作さく使つかい』には通用しない。今の僕に対してもね」

「何……？」

「アンチシステマはもはや絶対のジョーカーではない。渋しぶ谷や政まつりとの戦いで、君もそれは自覚しつつあるはずだ。対多重能力者に対する隙すき、記憶能力者に対する不安要素……それは自覚済みだろうが、君の力は『贋作使い』に対して圧倒的に不利な性質をはらんでいる。

　故ゆえに今のままの君では、兄と言葉を交わすこともなくこの世界から消える。しかしそれを知れば、その手で真実に触れる刹せつ那なの時間だけは手にすることができるかもしれないな」

　明夜はローブの裏側からロザリオを取り出した。

　──《天てん衣い無む縫ほう》。

　兄が複製能力者だとすれば──様々な辻つじ褄つまが合う。

　父が、このロザリオを奪われたことにいつまでも気付かないはずがない。あの厳格で子すら顧かえりみない父が。あの父がこれを奪った兄の狼ろう藉ぜきを見逃し続けたのか──。

　そして、あの日見た兄の亡なき骸がらが偽りであった理由も。

「身を以もつて知ると良い、杉すぎ崎さき。久しい〝決けつ盗とう〟の時間だ」

　明夜は半はん身しんに構えてロザリオを下げた手を伸ばすと、静かに笑んだ。

　今はここで費やす一語一句にかかる時間が極めて無為だった。明夜を打ち倒し、兄の下もとへ行く。誰だれの言葉でもない、彼の口から真実を聞くために。でなければ前に進めない。怪盗としても、一人の人間としても。だから、明夜を越えてこの先に行く。

　渉は、静かに引いた後ろ足を強く蹴けりつけて前に出て、明夜に迫った。




　──明夜の戦術は、たった一つだった。

《天衣無縫》の使用による、不可視領域からの攻撃。波音に明夜の足音が掻かき消され、気配を悟る術すべもなく、次々と打ち込まれる掌しよう打だに突かれ渉は遂ついに膝ひざをついていた。

「『傾けい国こくの神じん器ぎ』に人意はない。この世界の理を越えた法具──傍観者たる神のごとく、神器はただ所有者の意に従うのみだ……神器の力に敵意は介在しない。…………そして、『贋がん作さく使つかい』──杉崎八や尋ひろはおよそ、人の身で考えられ得る限りの『最強の神器所有者』だ」

　敵の意に抗あらがう性質を持つアンチシステマは、『神器』には通じない──思えば、アンチシステマはマイザーハウンドの幻想を断ち切ることはできなかった。

「『贋作使い』は、自らすら複製する事ができる。一度目は君の知る修道院の火事、二度目はコープスの目を眩くらますための渋しぶ谷や政まつりとの戦いで……いずれもそこで朽くちたのは彼の複製だ。自分自身をいくらでも捨て去って、杉すぎ崎さき八や尋ひろは君に近づこうとしている。

　杉崎八尋が君を襲しゆう撃げきしたのは、君のアンチシステマを見極めるためだ。それで撤てつ退たいしたということは、君のアンチシステマは『贋がん作さく使つかい』に対抗しうる余地がある証明だ。

　だというのに君は愚直にも無限に繰り出される神じん器ぎを相手にしようというのか？　たった一つの神器すら破れない君が。…………本質を見極めろ、戦う相手は『贋作使い』の真意だ。

　アンチシステマは君を『守護する力』ではない。君にはその力を見極め、そして刹せつ那ななりとも抗あらがってもらわなければ困るんだよ。……僕を失望させないでくれ、『破壊者』」

　明めい夜やが踵きびすを返そうとして、渉わたるは肘ひじで身体からだを起こした。

「……勝手なことばかり……」

　何とか身体を起こそうとするが、明夜の前に鉄の靴音をたてて牛うし丸まるが入り込む。

「僕達は、これから杉崎八尋の真実を見極めに行く。君も、共に来てもらうぞ」

「……何ど処こへだ。鳥とり井い村むらか……？」

　渉は、遠い故郷の名を口にした。しかし明夜は頭を振って言った。

「いいや──君の故郷ではない。杉崎八尋が生まれた〝はず〟の場所だ」




　爆煙が一直線に駆け上がった五角形の施設を、渋谷政は見つめていた。通称『第15研究棟』。フェンスに囲まれ山間の財団関連施設にして、コープスの中核施設であった。

　通信機を埋めるジャミングは、サーカスの襲撃によるものだ。とうとう鬱うつ陶とうしくなって通信機をかなぐり捨てた渋谷はただ座して構える事を決めた。

　自分の〝家族〟を奪い、人生を狂い乱した相手。それを生み出した場所だと思えば、そこを救う心持ちなどついぞ湧いてなどこなかった。渋谷は『揺り籠かご』を見下ろしながら、ただ『宿敵』の到来を待ち続けていた。椅い子す代わりのギターケースの中では、来きたる復ふく讐しゆう相手の到来を待ち遠しく思うように灰が唸うなっている。早く、早く、あいつはまだか。早く──。




　サーカスの襲撃に対するコープスの迎撃は、近代火器と施設の警備設備を用いた苛か烈れつなものであった。どうあれ所員は皆コープスのエージェントであって、既すでにサーカス襲撃の可能性は報知されているものだった。配置されていた戦術チームはすぐさま侵入者を包囲、狭きよう路ろにおいて銃撃と閃せん光こう弾だんを浴びせかけてきた。

　そのような戦術は、万物に対して操作優位を持つ御み堂どう晃こう一いちの念動機能の前では無力だった。閃光手しゆ榴りゆう弾だんは、指先の動き一つで戦術チームの下で炸さく裂れつし、コープスの黒服達が閃光に向かってトリガーを引いた拳銃は、弾丸が射出されることはなく、強制的に薬莢詰まりジヤムを引き起こされて暴発、戦術チーム達の火力を一斉に無為にした。

　御堂の手による前ぜん哨しよう戦せんは、正まさに露つゆ払はらいと呼ぶに相応ふさわしき圧倒的な戦力差だった。およそ人類の使用する兵器の大半は物質の拡散によって行われる。拳けん銃じゆうしかり、爆発物しかり、ガス兵器しかりだ。それに対して御み堂どうは、たった一度だけながらも自在に物質を抑え込むことができる。

　やがてサーカスの──明めい夜やの阻はばむ者達がついに途絶えた。渉わたるはその様さまをただ後ろから見つめるほかなかった。たった三人の歩みを、誰だれも止められなかった。

　静かな廊下に、四人の靴音のみが響ひびく。どうやら他ほかの研究員は退避をほぼ完了しているようだった。他に同時に突入したサーカスの怪盗も、おそらく防衛戦力を駆く逐ちくしたのだろう。

　──無菌の度合いの高い施設特有の匂においの中、渉は足を止めていた。静けさが、思考の余地を生み、その間かん隙げきに動揺が入り込んで平静を失わせそうになる。

「…………俺おれは、こんなところは知らない」

　明夜は振り向きも、足を止めもせず、ただこう告げた。

「もうすぐ実験区画だ」

　中央廊下に隣接するいくつかの部屋には、明らかに研究室と思われるものから──『子供部屋』にしか見えないものがあった。そこに部屋の名前を示すプレートはない。いくつもの部屋が、この施設にとってわざわざ呼称するまでもなく当たり前のように在った。

「……なんなんだ」と渉は掠かすれた声で呟つぶやいていた。

　明夜達に大人おとなしくついていくのが馬ば鹿かみたいで、だけど今はそれしかできない。彼かれ等らが進んでいったのは地下に続く階段であった。その先には、無菌室と思われる一角があり、そこを抜けた先に、研究棟の中で最も広い長方形の部屋があった。

　密閉式のベッドのようなものが等間隔に並んでいる。かつて誰だれかが寝ていたはずのそれは、成人ではなく、幼児か──赤子しか寝られないサイズで統一されていた。

「コープスはシステマについて研究していた。現在の彼等が用いる記憶操作の技術は、その過程で生み出されたものに過ぎない。

　システマの機能は、異能の因子と、記憶……いや、願望のバランスの釣り合いが紡ぎ出すものだということを彼等は突き止めた。怪盗の血族とその家系の教義のようなものだ」

　明夜は尚も歩みを止めずに静かに言葉を紡ぎ続ける。

「システマを研究する目的は、最終的にはその力を人工的に制御するためだ。……当然、その果てには人工システマの兵士ははじめからあったものといっていいだろうな。

　彼等にとってのネックは「因子」だった。異能の血は多く怪盗の血族に占有されてしまっている……だから彼等は自らで一から産み出す事を選んだ。それが『管理者』だ。システマの持ち手として作られた兵士の種子。彼等は、試験管の中でデザインされて生まれた」

　明夜は保育器の一つに指を触れたが、すぐにその手を離してローブの奥に仕舞った。そうして靴音をかすかに響かせてこちらを振り向く。

「この意味がわかるか？　杉すぎ崎さき。杉崎八や尋ひろが『管理者』であるなら、双子の『弟』なんているはずがないんだ。……ましてや、『家族』なんて。──大いなる矛盾なんだよ、それは」

　明めい夜やは瞳ひとみを伏せて、それからこう継げた。

「──だとすれば、君は、杉崎八尋の『何』なんだ」

　弟だ。そう答えるつもりが、乾いた息が漏れた。

「君もまた『管理者』として作られた者の一人なのか、それとも『杉すぎ崎さき八や尋ひろ』が管理者ではないのか……きっと、そこに杉崎八尋の目的の答えがあるはずだ」

　揺りかごの部屋の奥には、地下施設の監視のための制御施設があった。まだ電源は生きており、御み堂どうが明夜の前に出て、先んじてそれを操作する。

「……こっちもお前まえ等らの手の内はだいたい見えてきた」と渉わたるは言った。「……お前らだって、兄さんが俺おれを狙ねらってる確信があって動いてるわけじゃない……そうだろ」

「ああ、といえば君は満足か。……まあ、確かに、コープスはそう確信して動いているというだけで、あるいは君の望む通りなのかもしれないな」

「──やっぱり、そういうことか……いくら探しても情報が出ないわけだ」

　御堂が頭を振った。彼は、端末を操作して埃ほこりのついた手袋を外すと、スーツの内側から新しいものに付け替えながら報告する。

「ここで生まれた試験管ベビーは片手で数えきれる程度。ま、施設を見ても明らかですけど。その中で、杉崎八尋の出生記録はありません。だけど杉崎八尋自体のデータならほぼ白紙ながらアクセスできる……」

「つまり？」

「杉崎八尋の生来の情報を、コープスは持っていない。時期的に考えて、ここ以外に該当施設はないはずですが、それがないということはどう考えてもおかしい」

「……時期？」と渉は言った。

「杉崎八尋の世代の管理者はここで生まれた。同時期、同じことができる施設はここにしかなかったはずなんだ」

　明夜が監視室の天井を見た。外界からの空気の震ふるえが施設を揺らしている。幾いく重えにも重なる風の唸うなりのようなそれが、回転翼機のそれだと気付くのに短い時間を要した。

「コープスの増援だ。回避するつもりは毛もう頭とうない。掃そう討とう、駆く逐ちくし、突破するぞ。常に我が同胞の優先せよ」

　保育器の並ぶ『揺りかご』を抜け、中央通路に出ると、設備を倒して造ったバリケードが周囲を取り囲んでいた。御堂は秒速５００キロで飛来する弾丸を目だけで押し留め、撃ち返した。

「君らも哀あわれだねぇ──物理にしか頼れなくてさ！」

　弾丸を撃ち返すと相手はバリケードに隠れてそれを防いだが、御堂はその遮蔽物そのものを掌しよう握あくすると念動のシステマでそれを蹂じゆう躙りんしようとした。

　キュ、と靴底を鳴らして、戦術チームの前に少女が歩み出る。

　御み堂どうの念動の砲弾を阻止したのは、しなやかに少女が掲かかげた掌てのひら一つだった。

　少女の掌てのひらを中心に押し広げられた紅くれないがかった黒の壁。それはバリケートを食い止めると、少女が手を引くとともにばくんと閉じた空間の中に飲み込んだ。

　──システマ能力者だ。

　少女は振り上げるように払った手から、障壁を刃やいばとして放ってきた。通路を裂く剣が一過する隙すきに、ぐんと渉わたる達との距離を一気に詰めてくる。

　少女の狙ねらいは御堂だった。軽やかに飛ぶと、身体からだを水平に倒した胴回しの回転蹴げりを御堂に向かって叩たたき込まんとする。

　潔癖症のマスターの汚れを、その忠実なる従者が許すはずもなかった。少女の縦回転の蹴りに対して、鉄底の靴を叩き込むような後ろ回し蹴りで牛うし丸まるは迎え撃った。互いの靴底と臑すねとが激突し合い、その接点に甲かん高だかい音をたてて紅の障壁が広がった。

　従者が身を賭とした隙を逃すほど義に薄うすい主人でもなかった。破壊された壁の、鉄筋が剥むき出しの欠片かけらを少女に飛ばしたが、それはもう一人の乱入者によって阻はばまれた。少女の後方から、風圧を散らすほどのスピードで割り込んできたウェーブがかった髪の少女だった。

　──ゴッ！

　もう一人の少女は、空中で身をねじって裏うら拳けんを石片に叩き込んだ。少女の拳こぶしと破片との接点に、明滅する紫色の電流が膨れ上がったかと思うと、同系色の雷光の尾を引いて反対側の壁に叩き込まれて、強固な強化コンクリートの壁を陥没させた。二人目の少女は、両脚で柔らかく膝ひざを折って着地すると、同時に下りた一人目の少女を横目で一いち瞥べつした。ジャケットを羽は織おり、足をぴったりと包み込むアンダーウェアを着用していた。

「ありがとう、『ネルヴァ』」と一人目の少女が呼ぶ。

「…………フン。〝怪盗〟か」

　ネルヴァと呼ばれた少女は無言で肩越しにペインフリーを見ると、すぐ渉達に向き直る。

　ネルヴァ……渉にとって既知の名であった。

「……司令部付きだった管理者やつか」

　渉の目の前で、『ネルヴァ』が前に跳躍した。着地の勢いでブーツを地面に叩き込むと、その前方──渉たちの足あし下もとに、びゅお、と風が巻き起こった。渦を巻く風はたちまち竜たつ巻まきのように周囲の酸素を巻き込み、この狭きよう路ろの中で渉たちを巻き上げようとする。先程は雷らい撃げきの能力者かと思ったが、今度は竜巻の発生。渉の中で『ネルヴァ』の能力が掴つかめなくなった。

「『ペインフリー！』」

『ペインフリー』と呼ばれた一人目の少女は、まるで舞踏のように指先で空を切り、レーザー警報機のように張り巡らされた障壁の網を産み出した。面ではなく、線として生み出された障壁は、暴風に惑わされる渉達に斬きりかかってくる。

　そのうちの一筋が明夜に迫るが、彼は避けようとはしなかった。軽くローブを口元まで空けただけで、触れた線の障壁は、赤黒い飛沫しぶきとなって飛び散って空に消えた。

　直後、『ペインフリー』の障壁の乱舞が、壁に、床に飲み込まれ、その反射属性を一気に炸さく裂れつさせた。床も壁も天井も区別なく砕き砂さ塵じんを散らして、両陣営が共に有視界を失う。

　──それを好機と捉とらえたのは唯一、杉すぎ崎さき渉わたるのみだった。

　幸運だったのは、杉崎渉が、牛うし丸まるの常磐ときわ石いしをつけられていたことだった。装着者のシステマ能力を封印すると共に、自らに干渉するシステマ機能をかき消す事もできる常磐石は、ペインフリーの障壁を通過することができた。故ゆえに杉崎渉は土つち埃ぼこりの中を駆けだしていた。

　サーカスとコープス、両陣営が自分を杉崎八や尋ひろと接触するための交渉カードとして狙ねらう中、趨すう勢せいに優劣のつかない今しか逃亡の期はない。が、研究所の内部は炎が回り始め、研究棟外部への通路はコープスのエージェントによって封鎖されていた。

「杉崎渉を発見した」──。

　黒服の男達が指示を飛ばしている。彼かれ等らの狙ねらいが、サーカスの迎撃のみならず杉崎渉の捕獲にあると気付いた時、渉は却きやく走そうした。走れば走るほどに追跡者の足音は増えていくが、銃撃してこないのは何としても渉を生け捕りにしたいからだ。

　サーカスとコープスが混戦状態の中、渉が追いつめられるように足を踏み入れたのは、施設中央、研究と学術と唯一無縁の空間だった。丸く格子状の線の入ったガラス屋根の広がる内庭だった。研究棟各フロアの全てに通じている内庭には、月の光がほのかに注ぎ、行き過ぎる回転翼機の機影がよぎった。いずれの入り口からも複数の足音が聞こえてきている。

　渉は空を仰あおぎながら、ついに足を止めていた。

　アンチシステマでは、コープスの銃弾一つ防げやしない。誰だれもが兄を追い、彼が持っているという《槍やり》を求め続けている。

　だけど、兄がその《槍》を失ったらどうなる？

　数多あまたの神じん器ぎを集めて、平穏と秩序をもたらそうとする組織──財団とコープス。それが、神器を無限に複製できる独ひとりきりの能力者を放置しておくとは思えない。自分は、そのための駒こまにされようとしている。

　ここまでなのか。

　渉の前に広がる格子付きのガラス屋根が、無数の破片となった。それを砕き、吹き飛ばしてみせたのは、あまりにも強く吹く風の力だった。

「──渉！」

　舞い散るガラスの中、大きく手を差し出して降りてきたのはスバルだった。その背の白い翼つばさはあまりにも清らかに見えて、刹せつ那な呆ぼう我がしてしまうほどだった。

「……結ゆい月づき。お前、どうして」

「あんたが持ってる任務用の携帯のＧＰＳよ。それで追ってきたの」スバルは自らの携帯を胸に添えて言った。「……で？　何がどうなってるの？」

「……俺おれにもわからない。だけど、兄さんが生きているかもしれないんだ」

「兄さん……？」

「ああ……あの人は《槍やり》を持っていて、コープスにもサーカスにも追われている……神かみ代しろはそう言っていた。そして、あの人が俺おれの事を狙ねらってもいるって……。

　本当かどうかわからない。信じたわけでもない。けど、兄さんが生きているなら、俺はあの人に会わなきゃいけない、会って本当のことを確かめなきゃいけないんだ」

「……そうね。本当のことは、本人に聞かないとわからないわよね」

「ああ。だから、俺をつれていってくれ、結ゆい月づき。お前が必要なんだ」

　聞きたいことも確かめたいことも山ほどあるだろうが、スバルは「……わかった。うん」と頷うなずいた。渉わたるは首の常磐ときわ石いしを千ち切ぎってかなぐりすてると、その手でスバルの細い腕を摑つかんだ。

　柔らかに広がったスバルの羽根は、音もなくその力を解き放った。




　内庭の天井から逃れたスバルの羽根は、コープスの私用ヘリが舞う空と研究棟のすれすれを飛んだ。研究棟は外から見て外壁と屋上がいくつも大きく剥はがれ落ち、黒煙が舞っていた。その瓦が礫れきが、渦を巻いて浮き上がったのを見て、渉は叫んだ。

「結月！」

　スバルの飛ひ翔しようの行方ゆくえを阻はばむように起きた瓦礫の嵐あらしは、渉達の針路に降り注いでその行く手を遮さえぎると、研究棟の施設の屋上に降り立たせた。

　降り注ぐ瓦礫の向こうには、忽こつ然ぜんと現れたかの如ごとく、《聖骸布シユラウド》を纏まとった明めい夜やが佇たたずんでいる。それを見たスバルの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「──神かみ代しろくん」

「スバルか。──君達を逃がしはしない」

「……神代くん、本当に私達と……協会と戦うつもりなの……？　どうして……！」

　スバルのもどかしげな問いに、明夜は決然と頭を振った。

「愚問だよ、スバル。そこを退け。彼を──杉すぎ崎さき渉を行かせるわけにはいかない。そのためにふたたび君を傷つけることになっても構わない」

　明夜の後ろから巻き起こった第二の瓦礫の嵐が躊ちゆう躇ちよなく降り注ぐ。飲み込まれれば、人間の身体からだなどひとたまりもなく蹂じゆう躙りんされ得る。

「──下がって！　渉！」

　スバルは大きく腕を引くと、背の羽根を光に還かえして、その指先まで奔はしらせた。

　先刻、内庭のガラス屋根を叩たたき割ったシステマの応用だった。

　スバルの《天あまノの羽は衣ごろも》は物質に浮力を与え、推進させる。それは平時自らの身体からだ、もしくは触れた物体に対してそうしているが、ならばそれは『大気』とて同様だ。

　大気は、酸素、窒素、アルゴン、二酸化炭素、ネオン、ヘリウム、クリプトン──いずれも質量を持つ元素によって構成されている。アンチシステマの際、これらの流体を『固定化』しているからこそ対抗機能になりうる。ただ単に流動体として存在している限りは──『大気』は『物質』の一形態であることに変わりはない。

　故ゆえに。

　スバルが掌てのひらを前に出して放った浮力は、凝縮された風の砲撃となって、瓦が礫れきの嵐あらしに真空のトンネルを貫き、黒煙を飲み込み明めい夜やに向かって突き進む。明夜の《聖骸布シユラウド》に直撃した轟ごう風ふうはエネルギーを削そがれぬまま四散して、研究棟の屋上の合板を立ちどころに引き剥はがした。

　スバルのシステマが到達した『風神の一撃』だった──。

　──が、全すべて一いつ掃そうされた瓦礫の向こうで、明夜は尚なおも両の足で立ち健在であった。スバルを見るその瞳ひとみは、敵意よりもまるで頼もしそうにすら見える。

「変わらないな、君は。いくら勝ち気を気取ったところでその心根は、可か憐れんで、清らかだ。……だがその程度の力では僕を止められないよ」

　明夜は口元まで掲かかげた《聖骸布シユラウド》を下ろすと、スバルと渉を見る双そう眸ぼうを鋭く細めた。

「僕は全すべての神じん器ぎを破壊する。《槍やり》はその始まりに過ぎない」

「破壊……？」と渉わたるは繰り返した。

　マスカレード・サーカスの理念は『神器の占有』による秩序の構築。明夜の口から語られるのはその正反対のものであった。

「僕は『神器』を憎む。それを我わが侭ままに振るわんとする者も、それと人を天てん秤びんにかけようとする者も、すべて……だからそう誓った。

　人は器うつわなどによって支配されるべきではない……僕は全ての神器を破壊することでそれを証明する。他ほかの誰だれでもない、この僕自身の手によって」

　明夜は《聖骸布シユラウド》の裾すそを掴つかみながら、強く鋭いまなざしで──サーカスの天子でも、渉達の友のそれとも違う光を以もつて言った。

「たとえ今はその『力』を用いてでも、僕はそれを成なす」

　その言葉を吐いたのは、マスカレード・サーカスの天子ではなかった。

「僕は怪盗という存在を愛している。或あるいは君達の在り方も。けれどそのためになら、全ての怪盗も、かつての友も全て遣い、利し切ってみせるさ。それが今は杉すぎ崎さき渉というだけだ」

　どんな暴論よりも強い、明夜の決別の言葉であった。

「渉！　先に行って！」

　スバルは振り返って訴えた。

「駄目だ」と渉は答えた。「奴やつは御み堂どうのシステマを持ってる」

　スバルの瞳は理性の光を返した。……大丈夫、とその瞳は訴えていた。

　明夜はすくなくともスバルを殺しはしない。頭上を見れば回転翼機は既すでに渉達を見つけてサーチライトを走らせている。ここで捕まるわけにはいかない。

　だから渉わたるは、スバルが翼つばさを翻ひるがえして、明めい夜やに立ち向かうと同時に背中を向けた。

「ここは行かせない！」

　スバルは翼の一撃を明夜に放ち、やはり《聖骸布シユラウド》に弾はじかれる。その隙すきにスバルは渾こん身しんの二撃目を放とうと両手を掲かかげた。

　が──その動きは、一撃目の余波をローブで振り払って突き出された、明夜の掌てのひらによって食い止められた。正確には、そこから放たれる御み堂どうの念動に。

　両腕から全身までが、明夜の見えない五指の糸に戒められたかのように動かなくなる。

「────っ！」

　両の手を掲げた格好で戒められ、スバルは明夜を見下ろした。

　およそ一人の怪盗では止められ得ぬ『森しん羅ら万ばん象しよう』の機能。それは全すべての怪盗を束ね──明夜の目的を以もつてするならば全ての怪盗に阻はばむことを許さないための力だった。

「君の力の総ては『理解』している。それが僕の機能の本質だ。杉すぎ崎さき渉を望む形で真実と向き合わせたい……願わくば再び帰って来て欲しい……君の力ではどちらも叶かなえられやしない」

　静かに歩み寄ってくる明夜の法ほう衣いから手がのぞく。それに触れられれば、およそシステマ戦で神かみ代しろ明夜に太た刀ち打うちすることは難しくなる。

　けれどそれこそがスバルの狙ねらう、数少ない勝機だった。

　御堂の念動力が相手なら、自分の機能は優位だ。風かざ祭まつりの機能でそうしていたように、外部からの強力な反動さえあれば、御堂の念動力は相殺できる。スバルは、先程の翼の砲撃の反動によって、それを成なそうとしていた。だが、それをしようとして気付く。

（撃てない──!?）

　御堂の念動力は物質としてスバルの身体からだを押さえ込んでいた──つまり、風を物質として撃ち出す力をその境界で無力化されていた。──明夜の言う『理解』の意をついに知る。

　なおも近づく明夜を見据える。方法はある。うまくいくか、どうかわからないけど──

　握りしめた両手を通じて、光の浮力を四し肢しに逆流させる。うねるように反転した浮力の凝縮体は、炸さく薬やくとしてスバルの身体に逆流した。

「ッ──」

　拮きつ抗こうした念動と羽撃が、スバルの身体にかかっていたシステマの戒めを破った。意識が遠のき、地に落ちた足が膝ひざを折りそうになる。それでも、すかさず翼に力を与えた。

　明夜の真正面から、光の尾を引いてスバルが消えた。浮力が身体を通るたびに身体が痛みを訴える中、明夜の背後でも、側面でもなく、直上に迫る。

《聖骸布シユラウド》がシステマを遮断するのなら、狙うはその内側──全ての力を込めた一撃を。スバルは清澄なる闘志の気合を放ち、その掌をイリーガルの王に突き付けた。




　渉の足は、既すでに阻むものもないはずの空の下で再び止まった。

　──誰だれにも邪じや魔まされず、兄と会う。ただその一点のみでいうなれば、ここで前へと進むのが最良の策だ。スバルが、そのために明夜の足止めを引き受けてくれたのだから。

　だから行くのか？　こんな時ばかり、スバル一人に何もかも頼り切るような真ま似ねをして、自分はただ一人、真実を追究すればそれで満足なのか。

　そんなわけがない。この先に何が待ち受けていたとして、戻って来た時にスバルがもし何ど処こにもいなかったとしたら。渉わたるは振り返って、元来た道を走り出そうとした。

　上空を旋回するヘリが押し寄せて、その風圧が渉を押し返した。ローターの回転音が全すべての音を支配する中、黒いシルエットがキャビンから降りて渉を取り囲んだ。

「杉すぎ崎さき渉。君を連行する」

　事務的な声でそう告げられる。が、その男の背後で、スバルの翼つばさの輝かがやきが大きく弾はじけるのが渉の目に見えた。渉は黒服の間を抜いて駆け出す。

「──スバル！」




　渉が叫んだその時、天高くを占める夜よ闇やみの彼方かなたに生まれる光があった。




　月の光を照り返し明滅するそれは、徐々に加速度を増して五角形の戦場に近づいて行く。

　白い光の残ざん滓しをまとって飛来した物を、渉の目は捉とらえた。矛ほこの形をした神じん器ぎ。

　──《金剛破力の双槍ヴアジユラ》。雷らい撃げきを司つかさどる神の矛であった。それが頭上の回転翼機の側面をかすめ、振り撒まく雷撃の渦に飲み込み、爆散させた。それは渉達のいる研究棟屋上に突き立つとしかと肉視で捉とらえられる程の雷撃が走り、合板を引き剥はがし、コンクリートを砕き、渉の立つ地平を衝しよう撃げきと炎の海に変えた。一撃ではなく、二撃、三撃。炸さく裂れつする雷は屋上を埋め尽くす全面光として広がり、全ての闇を白く逆転させた。

　渉の周囲の黒服はいずれも生物のように走った雷に打ち倒され、ただ一人渉はそこに立っていた。その事実は、この雷撃が審判のもとに下された罰であることを示していた。

　それを成なした者は、神よろしくその身を偽ることなく、渉の前に現れた。自ら広げた炎に照らされながら、胡う乱ろんげに揺らぐ空気のその先から確かな足取りを刻み現世を果たした少年だった。長丈の紫のダッフルコートを炎の色に染め上げて渉を見つめる。

　彼は跪ひざまずいて仰あおぐ渉のその目の前で、歩みを止めた。

　彼の意を以もつて神罰を下した雷撃の矛達は次々とノイズの中に飲まれ、『贋がん作さく使つかい』──神器を司る能力者の元に還かえる。こうして仰ぎ見た兄はかつてと変わらない。

「──大丈夫か？　────怪け我がはないか？」

　彼は先まず弟の身を案じた。自ら膝ひざを折り、弟の顔を覗のぞき込み、優しげに笑った。

「心配だったんだ──戦いに巻き込まれて、お前が倒れてないか──」

　今になって思えば、神かみ代しろ明めい夜やの言葉の全ての真偽の判断を留とどめながらも──何い時つしか、杉崎八や尋ひろの生存に疑いは持たなかった。

　兄とまた会えたら、嬉うれしいのか、それとも戸惑うのか、驚おどろくのか──神かみ代しろ明めい夜やに彼の生存を告げられてから考えた。答えは、彼への変わらぬ憧どう憬けいと、その彼の身を案ずる使命感。

　彼に問いただしたいことはたくさんあったが、渉わたるが真っ先に伝えたのは、

「駄目だ、兄さん、早く逃げろ！　ここにいる誰だれも彼もがあんたを狙ねらってる！」

　その忠告はもはや、意味を成なさなかった。

《聖骸布シユラウド》で月光を弾き、音もなく、八尋の後方に舞い降りた少年がいた。

　彼は、美しい前髪の奥より『贋がん作さく使つかい』を見据えて呟つぶやく。




「来たか──忌いま々いましい神じん器ぎの権化」




　王の瞳ひとみに宿るは蔑べつ視しの色。それは杉すぎ崎さき八尋という一個体の人間ではなく、彼が我が意を示す物とする神器そのものに対する極めて個人的で、少年の持つ根源的な怒りだった。

　たかが神器のために、命が、世界が左右されるなど──。

　数多あまたの神器をその身に宿しそれを成そうとする『贋作使い』は、たとえかつての友の肉親であろうとも、衆しゆ生じようの中で最も度どし難がたく、許し難き存在に他ほかならなかった。

　明夜の言葉が聞こえたのか、聞こえなかったのかは定かではなかったが、『贋作使い』は気け怠だるげに若き天子に身を向ける。

『贋作使い』の周囲に白いノイズが生まれ、引きずり出された金剛の矛──《ヴァジュラ》を連射してくる。その連装弾数──六。

「イリーガルの王様か……お手並み拝見だな」

　神器の投射と同時に、明夜は御み堂どう晃こう一いちより預かった『念動』のシステマを発動させていた。只ただの一度だけ、物理的に固定されていない物質を空間操作する能力。空中に張った念動の力場で砲撃された神器を食い止める。──何いずれにせよ贋作使いはこのまま杉崎渉を巻き込み再現なく雷らい撃げきを撒まき散らすことははできない。デモンストレーションとしては最適だ。

　複製神器の乱舞と、接触吸収の機能──『贋作使い』と対たい峙じするのならば突破せねばならぬ『最強の神器能力者』の脅きよう威い。果たして、それは何ど処こまで現状突破し切れるのか。

「同じ物体を一度だけしか動かせない」という御堂のシステマの欠点を贋作使いが知り得ていたわけではないだろうが、その裏を突く戦術を杉崎八尋は展開した。

　空中で動きを止めた《ヴァジュラ》が再び白いノイズに飲まれ、直後にさらに明夜の至近距離に出現して再加速を始めたのだ。物質転移による念動拘束の位相解除。

《ヴァジュラ》は、明夜を囲むようにその至近距離に突き立つと、無む窮きゆうの雷撃でその足あし下もとを砕き散らした。鞭むちの如ごとく放たれた破壊の一条が明夜の下に走ったが、軽く指先で目元まで掲かかげた《聖骸布シユラウド》が電光を遮蔽し、若きイリーガルの王を揺らがせなかった。

「──道化が。尚なおも器うつわに縋すがるか」と明めい夜やは忌いま々いましげに呟つぶやいた。

《聖骸布シユラウド》の前を開け放つように一歩前に出て、明夜は『贋がん作さく使つかい』との第二陣の激突に備えた。次なる戦術は、空気中の水分を集めて巻き起こした指向性の旋風の刃やいばと、凝縮された水の鞭むち。《ヴァジュラ》の迎撃と同時に、水の伝導性によって雷らい撃げきを分散させるための化学的選択だった。その用意に応じるように夜空に咲く雷撃矛ほこの白い花々。単一神じん器ぎによる物量攻撃。

　この時点で神かみ代しろ明夜はある事実に気付いていた。だが、この戦いはどちらかの勢力の死をもってのみしか終わりを告げる事はない。

　しかし、『贋作使い』の神器がついに王に向けて放たれることはなかった。




　天に咆ほう哮こうが轟とどろいた。




　それは、灰色の甲かつ冑ちゆうに身をつつんだ、神器の合キ成メ獣ラの咆哮であった。

　神器の遺灰を固めて構築された甲冑は、外表面の全すべてに破壊の力を蓄えた攻性装甲。触れたものを皆破壊し、塵ちりに帰きす。渋しぶ谷や政まつりは、その神装の装着者として、両の足を中心に亀裂を起こすほどの破壊機能を、獣のように五指を地に噛かみつかせて抑え込まなければならなかった。

「ライアァアアアアァアアーーーッ!!」

　喪失感と劣等感に塗まみれた渋谷の心を満たす術すべは、たったの二つ。『ライアー』より《不在証明の槍ロンギヌス》を奪い、杉すぎ崎さき八や尋ひろそのものを消滅させ全てをゼロに戻す。或あるいは、如い何かなる手段を用いても彼の中に眠る〝家族〟を引きずり出す。たったの二つのみ。他ほかには有り得ない。

　その二つの選択肢は、何いずれも、『ライアー』の死を以もつて実現可能性がゼロになる。それでも『存命さえしていれば』問題はない。どれほど傷つき苦しんでいようともその命さえあれば構わない。ならば傷つける。楔くさびの五指を引き抜き、渋谷は、足場を砕く反動の無尽の跳躍を以もつて、凡およそ三十を超える《ヴァジュラ》の連装砲撃を装そう填てん中の『ライアー』に突撃していった。

「……来たな。お前に話しておきたいことがあったんだ。あの日──俺おれが上から命じられたのは、お前達を記憶処理のために連れてこいってだけ。消したのは俺の勝手──って話はどうだよ？　お前等の家族ゴッコ見てたら、忘れる前に無む性しように壊してやりたくなっちゃってさ……」

　渋谷の周囲に三個のノイズが生まれ、《ヴァジュラ》の十字砲火が放たれた。

　甲冑の右肩と、左脚部に触れた矛は、装甲の破壊と引き替えに砕け散ったが、しかしいずれも破壊力はイーブン。反動はなく、渋谷の進撃を留めるには至らなかった。

　渋谷は『ライアー』の間合いに入ると甲冑を灰化させ、獣じみた笑みを顔に刻み、広げた両の手を前に押し寄せて、それに従う灰の嵐あらしで《ヴァジュラ》の群れを左右両りよう舷げんから飲み込んだ。

『ライアー』と渋谷との相対距離はもはや二メートルもない。一足で指を食いつかせ合える。

「さっさと返せよ、俺のモノを……でなきゃ喰くい破るぞ!!」

《ヴァジュラ》の大半を破壊した神器の灰は、渋谷の手の中で歪いびつなる大おお鎌がまへと形状を変えて、《ヴァジュラ》を失い無防備な標的へと屠ほふられる。

「寂しいこと言うなよ」

　柔らかに繰り出された八や尋ひろの指先が、食い止めた鎌かまをノイズの中に掻かき消した。翻ひるがえったその手の中にそっくりそのまま同型の武具が現出する。

　八尋の指が鎌の柄にあたる部位に揃そろえられ、円舞を踊るように横よこ薙なぎに一いつ閃せんされる。が、八尋の放った刃やいばは、渋しぶ谷やの掌てのひらが握り潰つぶして引きちぎり、灰と散らし──合成神じん器ぎの所有権を自らに奪い返してみせる。神器争奪の攻防はその一度のみとなった。




　その戦いは、《不在証明の槍ロンギヌス》を求める三者の交錯によって終わった。




　八尋と渋谷の周囲を舞う灰をローブの一振りで払った神かみ代しろ明めい夜やが、交錯する両者の下もとに突入してゆく。八尋は、渋谷に《ヴァジュラ》を殲せん滅めつされ、奪った鎌も奪い返され、徒と手しゆの侭ままであった。その無防備な身を──明夜の掌てのひらから放たれた、幾いく重えもの雷らい撃げきが撃ち抜いた。人体の致死量を遥はるかに超える雷撃を生んだのは、明夜の手に姿を現した《ヴァジュラ》だった。先刻、八尋が明夜に向けて放ったうちの一条だ。

　明夜が、《ヴァジュラ》を持つもう一方の手を開くと、金の輝かがやきを照り返して、渉わたるのロザリオ──《天てん衣い無む縫ほう》が地に落ちて、乾いた音を立てた。
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　その戦いをただただ膝ひざをついて見届けることしかできなかった渉わたるの目の前で、兄の両腕がだらりと下がり、膝から崩れ落ちようとする。

「兄さん！」

　膝をついて八や尋ひろに駆け寄ろうとしたとき──彼の顔に、微かすかに笑みが覗のぞくのを弟は見た。

　──ぶつん。

　地に傾いた八尋の身体からだは光に飲まれ──重なるノイズの中から再び現れた。

　神かみ代しろ明めい夜やと、渋しぶ谷や政まつりが、八尋を失って行き過ぎたその空間に、杉すぎ崎さき八尋は健在を示した。その居姿には雷撃に焼かれた跡も、服の乱れたすら残っていない。

「……貴き様さまが、終幕の覚悟でこの戦場に臨むのなら、単一の神じん器ぎのみ用いるはずがない。やはり遊具を持たされただけの道化か、『玩がん具ぐ』使い。──また己自身を複製したようだな、貴様」

　明夜は、八尋に正対することすら嫌うように蔑べつ視しの眼まな差ざしのみ向けて言う。

「ご明察だよシンデレラ。俺おれはただのレプリカ、代弁者ってやつだ」

「何のために複製物を送り込んできた」

「お前達の戦いを止めるためさ。渉が巻き込まれて大おお怪け我がされるわけにはいかないからな……それに、俺の過去をあれこれと詮せん索さくされるのは──虫むし酸ずが走る」

　八尋は夜の寒さに凍えるようにコートの襟えりを立てると──、好青年然とした眉まゆを上げた笑みでぐるりと戦場の人間を見回した。

「だから終わらせに来たんだ」

　八尋が足あし下もとに指を添えると──研究棟が崩壊を始めた。建築物を繋つなぐ各部にノイズが走るたびに建物を支える部品と部位が奪われ、建物全体が崩れ落ちていく。

　渉も、明夜も、渋谷も、ただそれを見つめることしかできなかった。五角形の施設を構成する四角がついに崩れ落ちて、ただ一つ渉達の居る区画だけが残される。

　杉すぎ崎さき八尋の『無限複製ライアー・ライセンス』の応用──〝自分自身の複製〟。それを成し、《槍やり》も遣わないのであれば、今の杉崎八尋を阻止することなど誰にもできない。たとえ遠距離から八尋を狙そ撃げきして幾度その命を奪おうとも同じことだった。

　始めに趨すう勢せいを悟ったのは神かみ代しろ明夜だった。迷うことなく《聖骸布シユラウド》を翻ひるがえして『贋がん作さく使つかい』に背を向けた。彼が表情を消した顔を上げると、御み堂どうと牛うし丸まるとが控えていた。彼かれ等らは八尋が圧壊させて途切れた空の向こうに身を躍らせ、消えた。

　そしてまた、渉達を挟み対たい峙じするように立っていたコープスの管理者二人とエージェント──そのうち一人のネルヴァはジャミングの解かれた携帯電話を耳に当てていた。

「──は、御お父とう様さま」

　コープスの回収のために飛来した回転翼機が、まばゆいライトの光条を踊らせながら舞い降りてきた。ネルヴァ、ペインフリーの管理者二名とエージェントが乗り込み──

「そこまでだ、ブレインロック。御父様の命令に逆らうことは許さない」

　渋しぶ谷やは、八や尋ひろを見据え続けていたが、舌打ちをして、ヘリに乗り込む。低空から舞い上がったそれらはなお、八尋を監視するかの如ごとく研究棟の直上に滞空を続けていた。

　場に居合わせる全すべての戦いの要素は消えた。八尋を討つことは出来ず、渉わたるを殺あやめれば杉すぎ崎さき八尋は予測不能の世界改変の要因となる。誰だれも、渉も、八尋も殺せるはずがなかった。つかの間の平和の中で弟は兄を呼ぶ。

「兄さん」

「ああ……渉、変わらないな──お前」

「…………いろいろ聞きたいことがあるんだ」

「そうだろうな」

「あんた………今まで、どこにいたんだ。何してたんだよ」

「コープスにいた……いや、正確には、戻っていた、ってところかな。元々、俺おれは管理者だったからさ……〝力〟が欲しかったんだ。……お前と一緒に怪盗になるために」

　渉は顔を上げて兄を見た。彼は優しく微ほほ笑えんでいた。……思えば渋谷も同じ理由だった、力を求めてコープスに。兄もそうだったのだとしたら──。

　だけど、それは、八尋の嘘うそだった。

　渉の鼻先に、手を伸ばせば届く所に、それを示す証拠が目の前にあった。笑顔を作って、気付かないふりをしようと思った。だけどそんなことができるはずがない。

「嘘だ」

「どうしてそう思うんだ？」

「──それだよ。あんたが……森もりノの宮みやに行きたくて、力が欲しいって言うんだったら──それがそこにあるはずがないだろ。──そのロザリオが」

　兄の首に下がる《天てん衣い無む縫ほう》。渉はそれに手を伸ばしたが、触れることはかなわなかった。渉の指先が伸ばされた途と端たんに、八尋の姿がノイズの中に消え去ったからだ。

「触るなよ」

　兄の声は傍かたわらから聞こえた。兄のロザリオが今ここにある──それは、兄があの日、修道院で朽くちる前に『複製』の力を得ていなければならないことだ。

「さすがに辻つじ褄つま合わないか……思いつきだと駄目だな」

「──なんで、こんな時に嘘うそをつくんだよ」

　渉は、懸命に息を吸いながら言葉を吐いた。

「俺は、本当のことを確かめに来たんだ。あんたが──《槍やり》っていうやつを持ってて、俺の事を──刺そうとしてるって」

「お前が心配だったのは本当だよ。お前が倒れてないか──そう思って来たんだ」

　八尋の言葉は『兄』の響ひびきを保ったままだった。その声こわ音ねから偽りの色は読み取れない。今彼は杉崎八尋として言葉を語っている。

「こんなところで死なれたら──お前に《槍やり》が使えなくなるだろ」

「っ……」

　八や尋ひろはコートのポケットに両手を入れて言った。

「──コープスにいたのは本当だよ。力を求めていたのも。俺おれのたった一つの間違いを……なかったものをなかったようにする、そのためにさ」

「なかったものを……？」

「お前のことだよ、渉わたる。……お前は〝俺が造ったモノ〟だからな」

「造っ……た？」

「コピーだよ」

　自分自身を作り出す複製能力──それは今しがた目の前で見たものだ。

「何のための《槍》か、そこまでいえばわかるだろ？」

「……嘘うそだ。何言ってるんだよ、兄さんは俺と一緒に、怪盗になろうって……」

「作り物が弟みたいな口利きくな。コピーの分際で、俺と違う声で、違うしゃべり方しやがって……鬱うつ陶とうしいんだよ」

「…………嘘だ」

「本当だ」

「俺が作り物なら、あの家族はなんだよ！　あれもあんたがコピーしたっていうのか？」

「……ああ、家族ね……俺がお前を造った時にできた、あの切きり屑くず連中のことか。……ま、『お前の家族』ではあるのかもしれないな」

　分家の連中を見返してやるよ──いつかの兄の言葉がひどく空虚なものに変わる。彼にとってはただの『作り物』と『切り屑』。八尋の声が、表情が、瞳ひとみが、全すべては茶番だと告げていた。

「……じゃあ……今いま更さら消すなら、何のために俺を作ったんだよ……」

「黙れよ、お前。俺は、お前を造りたくて造ったわけじゃない」

「……な……」

「お前、そのアンチシステマを発動したとき……それがどういうものか、わかってて使ったのか？　……ちがうだろ？　わかってたら、もっと上手な使い方しただろ？　……能力者っていわれる人間はだいたいそうだ。最初の一歩を踏み間違える。俺もそうだった」

「……だったら！　だったら……どうして、俺を、弟みたいに扱ったんだよ。只ただのコピーなら、そう告げて、複製物らしく扱えばいいだろ」

「消せなかったんだよ、お前のこと。……だから、弟にしなきゃ都合悪いだろ？」

「消せなかった……？」

　皮肉な合理だった。渉が只ただの複製物なら、とうに遠隔にノイズに吸収すればいい。

「今あるこのシステマでお前を造ったんなら、もっと上手にやってたさ。……けど、誰だれが今の力でお前を造ったなんて言った？　お前を造ったのは今とは違う機能だ。

　……一度きりの使い捨ての奇跡。それを間違えたんだよ、俺おれは」

　八や尋ひろは両の手をコートに入れて、自ら崩壊させた研究棟の廃はい墟きよを見下ろした。

「俺はここで生まれた。けどその記録は残ってない。……『前の世界』の話だからな、それは。お前を作った『奇跡』は、もう一人の俺が居る世界を作り出すっていう機能だったからな」

　まるでそれは《槍やり》とは真逆の機能だった。《槍》は穿うがった人間のいなかった世界を作り出す──八尋の一度きりの奇跡はそれと正反対の力だ。

「……お前にわかるか？　……………………自分のコピーが、自分と違う声になっていって、違うしゃべり方をし始めて、一生、家族面づらで自分の前に存在し続けるってことの意味が。……ましてや、俺は力を失って、身動きとれなくなって…………戯たわむれに、怪盗ってやつを目指してみようとしたけど、お前に……コピーに資格があるって気付いて馬ば鹿からしくなって辞めた。……………………なんで『こんなモノ』がって……」

　異物を見る目が渉わたるを突き刺した。

「……コープスに戻れば、もう一度、前と同じ奇跡を起こせるんじゃないかって思ったけど……うまくいくはずないよな。ただ、管理者には戻れた。今の機能はそれに相応ふさわしいからな。

　でもさ……元居た場所にいたって、『アンチシステマ』のお前の話を聞くたびに……コピーのお前が『弟』としてこの世界に刻みつけられていくのがわかるんだ。〝シャッタードスリー〟？〝臨時怪盗エクストラ〟？　……冗談じゃない」

　八尋の瞳ひとみに宿る憎悪が徐々に愉ゆ悦えつへと色を変え、口端に薄うすく笑みが刻まれた。

「………………《槍》の話を聞いた時はさ、驚おどろいたよ。もう遠ざかったかと思ってた俺おれの望みが……形になってるって知ってさ。俺のやろうとしていたことが、そこにあるって」

　八尋は高々度を舞う回転翼の機影を見回してから、薄うすく笑って見下ろしてきた。

「悪いな、『怪盗』にもう少しでなれたかもしれないのに。でも、どうせ俺の代わりだろ？　……本物のふりしようとするなよ──偽物の分際で」

「俺……は……ただ……」

　渉は、止とめ処どない思考を力なく呟つぶやいた。

　俺は……誰だれだ？　俺、誰のために……何のために……ここにいるんだ？　兄さんのできなかったことを……兄さんの代わりに怪盗になろうって、そう思って──

「……俺……、なんで…………………………」

　──でも、全部無意味だった。

　消せない複製物が、一個の異物として自分の人生を侵食しようとしている──それが、『本物』にとってはひどく──不愉快で、尊厳を傷つけられる事は想像に難くない。

　杉すぎ崎さき八尋の複製物はただ黙して俯うつむいた。歯を食いしばっても、嗚お咽えつが漏れる。

「このまま消えた方が楽かもな、お前。けど、俺は《槍》を持っちゃいない。もっとも……コピーなんかに、やらせるわけないだろ」

　渉わたるの目線に、八や尋ひろが膝ひざを折って降りてきた。

　それは八尋が、渉に「自分は近しい存在である」と証明するための行為だった。渉の瞳ひとみに、自分の姿が映っていることをしかと認めた八尋は、兄の笑顔を造らぬままに言った。

「俺おれは、俺自身の手でお前に《槍やり》を突き立てる。……本当の俺自身の手で。

　俺は複製なんて信じない……誰だれ一人、コピー一人にも、邪じや魔まはさせない。二度と間違えないために、俺はお前の存在を自分の記憶に刻み込む。

　だから……次で、最後だ。偽物を消し去ってやるよ、今度こそ」

　八尋は決別を示すように立ち上がり、渉を見下ろした。




「よく見ておけ、渉。これがお前の真実ってやつだ」




　渉の目に映る八尋にノイズが走り、『レプリカの杉すぎ崎さき八尋』は消える。

　少年の目の前には何も残らない虚こ空くうが広がった。戦いが終わり、炎すら消えた見ず知らずの地で、彼は独ひとりきりになった。






　　　Ⅴ　虚実混交




　財団の開いた査問会の開廷が決定すると、渉わたるは第15実験棟からの護送中、コープスの保護の下に移送された。

　音おと井い邸に用意された議場では、財団と、教会と、森もりノの宮みやの大人達が、四方を取り囲んでいた。汚れた制服のまま壇上に立った渉は、杉すぎ崎さき八や尋ひろの過去と、彼の行動目的を詰きつ問もんされることとなった。渉は、八尋から聞かされた目的を答えたが、それらの情報はコープスの持つそれを越えるものではなかった。

「杉崎八尋が、協会のエージェント──『怪盗』を志望していたのは、君を消滅させる神じん器ぎを会得する手段だったのではないかと考えている。君は──それを知りながら、彼と共に森ノ宮の入学を画策したのではないのか？　つまり、他の複製物がそうだったように、君も杉崎八尋の複製として、杉崎八尋の助力を行うために森ノ宮に入学した……違うかね？」

　財団側の質問者から、感情を排した声で質疑が飛んでくる。

「わかりません」

　渉が答えると、議場がざわめいた。肯定でも否定でもなく、不明。その返答は、場に集つどった者からすれば、『子供じみた誤ご魔ま化かし』にしか聞こえなかった。

「今は杉崎八尋ではなく、君の目的の話をしている」と見知らぬ財団の質問者は言った。「わからないなどという話は通じない」

「あの人が怪盗を目指すなら、俺おれもって……あの人が命令したわけでもないです」

「ただそれだけのことで？」

　怪盗になることは『手段』だった。分家を見返すための──『兄』に近づくための。

「俺にとって、怪盗が何だったのか……思い出せません」

　その時だけ、渉はかすかに眉まゆ根ねを寄せたが、その表情を見た者は誰だれもいなかった。

　不明と否定、財団にとっては既知の事実しか得られなかった議会の最後に告げられたのは、杉崎渉の臨時怪盗エクストラの登録抹消、並びに位置特定の発信器の装着義務であった。

　常磐ときわ石いしが内蔵されていても、神器──《槍やり》の機能を防ぐ事はできないが、これは渉の身柄保護の名目以前に、八尋の到来を告げる羅ら針しん盤ばんの役目を背負わされる枷かせとしての意味合いが大きかった。今度、渉は常時コープスの監視下において行動することになる。

「もう一度君にはコープスの調査が入り、その時に事実確認が成なされるはずだ。これにて閉会となるが、何か最後に質問は？」

　いや……と断ろうとして、渉は思い直して顔を上げた。

「あの日、俺と同じ場所にいた結ゆい月づきスバルは……」

「彼女は無事だ。医療チェックでも問題なく、森ノ宮に移送されたと聞いている。他ほかには？」

「……何も」

　渉わたるはそれだけ答えると、それ以上何も口にすることはなかった。




　音おと井い邸の別棟──『離れ』というには豪ごう奢しやな座敷が、渉の居場所となった。離れの前には、コープスの監視がついており、出入りには許可が伴った。

　今後、《槍やり》の所有権が八や尋ひろの手から離れるまで、渉の周囲一キロ以内には必ずコープスの監視がつく。それを疎うとましいとは感じなかった。今いま更さら行きたいところなどどこにもなかった。それでも、一ひと所ところでじっとしているのは気が滅め入いった。すぐに脳裏をよぎろうとする、目の前で自分と同じ『コピー』の杉すぎ崎さき八尋が消える光景を振り切りたくて、許可を得て離れを出て、音井邸の長い廊下を歩いているところで、知る顔を見つけた。

「渉！」

　朝あさ宮みやに、風かざ祭まつりに、七なな草くさ。議会に参加していた、森もりノの宮みやの三人だった。

「僕達、今から君のところに行こうとしていたんだ」

　朝宮の変わらず穏やかな態度に、渉は──気付くと、顔を背けていた。どんな顔で彼かれ等らに向かい合えばいいかわからなかったし、そんな風に思い迷った顔を見せたくなかった。だが、それで朝宮が黙り込んでしまった事に気付くと渉の心は更さらに苛さいなまれていった。

「……ごめん」

　渉は、頭を振って言った。すらすらと、そんな言葉が出てきた。

「ごめん？　……何が？　ど、どうしたの、渉、急に君が謝るだなんて」

「いや……今までのこととか……。俺おれによくしてくれたのにさ……」

「えー…………っと…………？」

　朝宮が戸惑っているのは、顔を上げなくてもわかる。

「いや、お気にならさず。大したことした覚えもないしね」

「杉崎くん、身体からだは平気なの？」

　涼やかな声で、風祭が優しい問いを投げてくれる。

　言葉に特別な優しさはない。が、暗い議場で大人から投げかけられた問いとは全然違う。

「……怪け我がはしてない。……それより、ルージュの件──あんたの関かかわった任務なのに、失敗させちゃったんじゃないかな」

「『同盟』の神じん器ぎは全すべて破壊されたわ。藍あい崎ざきさんも、同盟のリストを森ノ宮に送ってきたそうよ、雛ひな子こ先生から聞いたわ。これで、私達のミッションもおしまいということ」

「そっか。……ならいいんだ」

「あのさ」七草が身をよじりながら問う。「何だよさっきからその喋しゃべり方。らしくないよ」

「……悪い。……それと、……嫌なら、俺にはあまり近づくなよ……お前」

「……。」七草は無視して、「渉、これから臨時怪盗エクストラはどうするの？」

「……怪盗か……今さら、怪盗なんて……」

　二人で一緒に怪盗になろう、杉すぎ崎さき邸の裏の緑の玉座で、そう八や尋ひろに告げられて、彼の背中を追いかけようと思って、彼がいなくなっても、その後ろ姿を追ってここまでやってきた。

　だけどその後ろ姿も消えた。途と端たんに全すべてを見失った──そんな気がする。怪盗を続けることは、その自分の不確かさと兄の欺ぎ瞞まんと向き合い続けることに他ほかならない。耐えられるとは思えなかった。

「……俺おれなんかにできることじゃないよ」

「杉崎くん、あなた──」

　風かざ祭まつりが渉わたるに歩み寄ろうとするが、朝あさ宮みやがそれを手で制した。

「それでもいいんじゃないかって思うよ、僕は」

　怪盗マニアで、怪盗好きの朝宮主税ちからが、そう言った。顔を上げると、まだ戸惑っているかと思った彼の面おも立だちはいつもの穏やかで余裕綽しやく々しやくなそれに戻っていた。

「僕は、誰だれかの犠ぎ牲せいになることが怪盗の在り方だとは思わない。誰かの想おもいにすがって続けることが、君のためになるとも、その人のためになるとも思わない」

　いつものように演技じみた口調で、朝宮は両手を広げて言う。

「ただ、杏あんみたいに、自分のために舞う理由を見つけられたのなら、その時はいつでも僕を呼んでくれたまえ。サーカスに囚とらわれていようと、杉崎八尋に襲おそわれていようと必ず迎えに行くよ」

「……俺は…………」

　それ以上、何も言葉が出てこなかった。渉は自分の空虚さに耐えきれなくて、逃げるように彼等に背中を向けた。ふたたび振り返る時が来るとは、とても思えなかった。




「どうして渉が登とう録ろく抹まつ消しようなの!?」

　スバルは、怒りをあらわにして手を払って訴えた。雛ひな子こにそれをぶつけたところでしかたない、それはわかっているが、他ほかにぶつける相手も森もりノの宮みやにはいなかった。

　八人会議で暴かれた、杉崎八尋を巡る事の顛てん末まつは、雛子から聞かされた。どうやら音おと井い邸の灰はい谷たにから、雛子に直接通達があったらしい。

　しかしそれを知っているのはこの学校でもスバルと雛子のみだ。第15研究棟での出来事──そして杉崎渉の長期欠席の理由をほかの誰も知らない。スバルも今しがたはじめてその決定を、人の来ない場所として選ばれた森ノ宮の保管庫前で報しらされたばかりだった。

「杉崎くんの経歴における信頼性の欠けつ如じよよ」と雛子は眉まゆをひそめて言った。「彼が、杉崎八尋が造った人間だとしたら…………その協力をしているかもしれないって」

「そんな……お姉ちゃんはそれ……信じてるの？」

「いいえ。でも、八人会議で裁可されたことなの。財団側の提唱に、音井家が賛成して決定が下された……わたしたちが文句を言えることじゃないの」

　ずきずきと胸が痛んで、スバルは顔を背けた。

「新しく、いくつか臨時怪盗エクストラの依頼が来ているけど……」

　雛ひな子こは何枚かの封筒を胸の高さに掲かかげてみせる。スバルはそれを横目で見た。

「……けどこれは全すべて断るわ。御三家の三人と杉すぎ崎さきくんは動けない。──貴方あなただって、万全の状態ではけしてないはずよ。明日の任務だって、手一杯だと思うから」

　第15研究棟での神かみ代しろ明めい夜やとの交戦で、スバルは自らの身体からだにシステマを逆流させた影響で『部品』が『故障』、システマ機能の発現に負荷が伴うようになっていた。

　あの時、明夜に放った翼つばさの砲撃は、明夜が念動力で周囲の大気を操作して作り出した気流の壁で迎え撃たれた──スバルの消耗がその意識を奪ったのは、その直後のことだ。

「………………わかった」

　スバルは嘆声を吐き、もどかしい想おもいをごまかして、フロアを去った。

　その夜、一人になりたくて、こんな気持ちで誰だれかの前に立ちたくなくて、スバルは七なな草くさの一人部屋で一夜を過ごした。七草には、メールで許可を貰もらってあった。

　スバルはシーツを申し訳程度にかけて、広いベッドの上で寝返りを打った。用件が済んだはずの七草からリターンのメールが来たのは、そんな夜のことだった。

「渉わたるが……？」

　渉が、怪盗をやめようとしている、という内容を伝えるものだった。七草が、八文字以上のメールを打ってくるのは珍しいことだった。七草は七草なりに思うところがあるのだろうが、「主税ちからはそれでもいいって言ってた」と最後につけ加えていた。

　現在の音おと井い邸は情報部外秘で、内部の関係者がこうして外部に内情を伝えることも禁止のはずだったが、それを気にする七草でもなかった。何でも屋根の上で打っているそうだ。

　スバルは携帯を持ったまま、その手を額に乗せて天井を見つめる。

　最初、森もりノの宮みやにやってきた時、怪盗になれるなら友達なんていらない。何かあっても一人でやってみせる。それが実力の証明だと思ってた。……そう思っていた自分を奇くしくも変えたのは、向こうもきっとそう思っていただろうもう一人の男子だった。

　杉すぎ崎さき渉は、スバルの事情について何かを言及したことはなかったし、彼女を変節させようとしたこともなかった。だが、結局、この学校で自分を一番変えたのは彼だった。彼が、彼なりに自分らしくあろうとした結果、自分は何度か助けられて、こうして今ここにいる。

　スバルはベッドの上で、身体をひねって、もどかしさを振り切るように勢いをつけて身を起こすと、レースのカーテン越しの夜空を見上げて携帯電話を耳に当てた。

「……七草さん？　お願いがあるんだけど」




　眠れない夜の果てに、渉は、届けられた携帯電話に出た。離れの中は、採光窓からそそぐ青白い朝焼け前の光に包まれている。その淡い光の中、懐かしい声が聞こえた。

『渉わたるが怪盗やめるようとしてるって、七なな草くささんから聞いた』

　……スバルだった。どう答えればいいのかわからず、渉は唇くちびるをかんだ。初めは、彼女をバカみたいだと思った。……何が他人のためだって。今になって思えば、焦ってたんだ。

　嗄かれた喉のどから声が漏れる。他人のためといえば、自分だってそうだった。

「俺おれなりに……、やってみようとしたんだ。……でも、もう駄目なんだ。俺……」

　俺、怪盗になれたら、強くなれる気がしたんだ。でも、やっぱり……駄目だったんだ。

『そっか……』

　吐露してあらためて思い知る。自分には何もなかった。わかってたからこそ、焦った。

　スバルにだって甘えてしまっている。今もこうして。

『今は、それでいいと思うよ。……これからどうするの？』

　これからのことなんて、到底考えられる気がしなかった。

「わからない。…………でも、今いま更さら、森もりノの宮みやに戻る理由なんて……」

　それ以上の言葉が出てこなかった。

『……理由が違ってたからって、渉が今までやってきたこと、駄目になったりしない。森ノ宮で渉がしてきたこと、悪かった事も、嬉うれしかったことも、私は覚えてるから。……だから』

　スバルは大きく息を吸い込んで、『私は、渉のこと、待ってるから』
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「……」

『私、これからミッションだから。……またね」




　任務に向かう途中のリムジン。

　朝あさ宮みやの携帯からの着信が、渉わたるの電話からということはすぐにわかった。しばらく返事がない受話器を耳に当てながら、はじめ訝いぶかしみ、やがて渉に誰何すいかの声をかけようとすると、

『さっきはうまく言えなくて……ごめん。でも……ありがとう』

　スバルが、曖あい昧まいな返事をするよりもはやく──ぷつりと電話が切れた。

「杉すぎ崎さきくんから電話？」と雛ひな子こは多くを問わずにそう問うてきた。

「う、うん……」

　渉が逃げるように呟つぶやいた言葉は、スバルを妙にもどかしくさせた。渉は本当に何もかもを全部捨てて、森もりノの宮みやからいなくなってしまうのかもしれない。

　スバルは、胸の中のロザリオに手を添えた。──《天てん衣い無む縫ほう》。いつかこれを渉に返せる日が来るかわからない。だけどその日を信じて、自分が持とうと決めていた。

　大丈夫かな……渉。スバルは、不安を押し殺すように、ソファの上で身体を縮こめた。




　渉は朝宮のベッドの棚に携帯を置いて、足音を立てずに寝室から出た。……スバルに、こんな言葉をかけるのは初めてで、だからこそひどく長い時間、単語の選択に迷った。もっと具体的に言えば、ためらったし、悩んだし、恥ずかしかった。

「…………」

　渉は、一人で廊下に立って、途と端たんに羞しゆう恥ち心しんに襲われた。わけもなく、指先で口元を覆おおってしまうほどに。

　それを振り切るように、早朝の音おと井い邸を進む。庭園の外にある離れの戸を開いた時、渉は気配を察した。

　──誰だれだ。まさか、──杉崎八や尋ひろ？

　肩で押すように慎重に戸を開くと、離れの奥に、二人いることがわかった。片や、眼鏡めがねをかけた大人おとなしそうな顔立ちの女性。そして、片や──

「よもやこの俺おれを待たせるとは──とんだ愚ぐ弄ろうもあったものだな、劣等家系の杉崎家が」

　礼装で片かた膝ひざを立てて座していた男は立ち上がり、見下すような視線を投げてくる。

「音井直なお弥や……？」

「誰の許可をもってこの俺を呼び捨てにする？　貴き様さま」

「何の用だ」

「今の貴様には利する価値がある。なればこそこうして自ら出向いたまでだ」

「……あんたもか。俺は、あんたの言うことなんて聞くつもりはないね」

「貴様の愚ぐ兄けいの話でもか？」

「……あいつは、俺おれの兄さんなんかじゃない。俺だって、ただの……」

「ああ、貴き様さまが杉すぎ崎さき八や尋ひろの複製物だとかいう話だったな」音おと井いは軽く首を傾けてさも些さ末まつなことのように言う。「──それがどうした」

「何……？」

「俺はな、コープスの思い通りにさせるつもりはない。……連中は今もなおいくつかの事実を隠していることはわかった。貴様にはそれを伝えておく。──女。見せてやれ」

　音井直なお弥やの後ろから歩み出てきたのは元コープスの神こう坂さか。

「この女の記憶操作は、人から人へと伝えるものだ。誤ご魔ま化かしは使えない」

「この数日、私たちは八人会議に参加して、コープスの関係者の記憶を探っていました。今から貴方あなたにそれをお伝えします」

　神坂は両手で渉の手をとると、目を伏せた。イメージが流れ込んでくる。




　渉の故郷が──懐かしい鳥とり井い村むらの風景が、目の前に広がった。高台の杉崎邸に、村の中央に広がる湖こ畔はん。遠くの森山の上には、修道院の聖堂がのぞいて見える。

「──髪の毛、調べてくれたんだって？　俺が、あんたらの造った人間だってこと──わかっただろ。もっとも、あんたたちのデータには残ってないだろうけどな」

　杉崎八尋は湖畔に映る自らの影を見つめながら、自じ嘲ちよう気味にしゃべっていた。まるでビデオカメラで見るような光景は、神坂がコピーした記憶の持ち主の視点だった。

「──どういうことかって、ここは俺のいた世界とは違うからだよ。……管理者だった俺に目覚めた機能は──自分の願った世界を創造する機能、ってところか。元々、俺がこの村にやってきた時は、あそこに邸宅なんて、なかったんだけどな」

　八尋が見上げた先にあるのは杉崎邸──村で『屋や敷しき』と呼ばれるところだ。彼はおどけた様子で両手を広げて、〝こちら〟に向き直って言った。

「──ただ、あんたも知ってるだろ、システマってのは願いの根本が叶かなってしまったらその機能は失われる。……俺はもう一度この世界を変えたいんだ、いや、正確には戻したい。……あんた達に頼れば、その願いを叶えるチャンスがあるかもしれないだろ。協会にアレコレと口出しされたくなかったら、少しは息子の頼みに協力してくれよな、〝御お父とう様さま〟？」

　兄さん、と遠くから呼ぶ声が聞こえる。視点が動いて、〝御父様〟が見たのは、高台の杉崎邸から八尋を呼ぶ自分の姿だった。

　俺だ。御父様が八尋を見る。その横顔を、見たくないと思ったが、記憶のまぶたを閉じることなどできなかった。が、そこに見た兄の横顔は、少し淋さびしくも笑っていた。

「あの少年は？」

「──あんたには関係ないだろ」

　ノイズが走って、記憶が終わる。




　渉わたるは、音おと井い家の離れに戻った。神こう坂さかが一歩後ろに引くと、その後ろで座していた音井とふたたび対面する格好になる。

「……これは、なんだよ？」

「杉すぎ崎さき八や尋ひろはまだ全すべて真実を語ってはいないということだ。……貴き様さまが議場で言った、杉崎八尋の原初の能力は『もう一人の自分がいる世界を造る機能』──。では、今、記憶の中の杉崎八尋が語っていたものはなんだ」

「……………………『願った世界を想像する機能』」

「さて……それをどう受ける？　杉崎八尋が貴様を消滅させたいのは、ただ単にコピーに人生を乗っ取られつつあることの憎しみ故ゆえなのか？　……言葉を額面通りに受け取るなら、造りたくて造ったわけではないという言葉にも疑問はある。────そもそも、だ。

　貴様が『杉崎八尋』なら、いつぞやの俺おれの命が通じていたはずもないだろうが。貴様は間違いなく『杉崎渉』だ。貴様、よもやこの俺との因いん縁ねんを忘れたとは言わせんぞ。あの程度の相手の甘かん言げんに惑わされ、この俺の存在を軽かろんじるとは万ばん死しに値する無礼だ」

「……あんたはそれを探らせて、どうしたいんだ」

「俺は、コープスや財団の好きにさせるつもりはない。──奴やつ等らは、この音井直なお弥やの命をもって協会すら牛ぎゆう耳じろうとしている。この音井の──音井直弥の命を安く見た償いは、万死をもってすら値しないのは明白だ。……そんな相手に踊らされている我が父君とてな。

　だからこそ貴様にはそのコープスの求むる《槍やり》を破壊してもらう。コープスがもっとも危険視しているのは、むしろ貴様だ。何な故ぜ情報を秘ひ匿とくして貴様を泳がし続けて、あえて自ら囮おとりとして用いなかったのか──貴様のアンチシステマが、奴やつの《槍》を破壊する可能性を持ちうるからだ。貴様にはそれをしてもらう」

「俺に、兄さんと戦えっていうのか。誰だれが、あんたのためなんかに……」

「……世よ迷まい言ごとを。俺に仕える者の一人が何を言う。──ましてや、アンチシステマの貴様には良く働いてもらわねば困るというものだ」

　──杉崎八尋の『無限複製ライアー・ライセンス』に対するアンチシステマの予想なら、既すでについていた。

　研究棟では事実が錯さく綜そうして誤解をしていたが──八尋の言う「消せない」というのは『無限複製ライアー・ライセンス』の機能で消せない、という意味ではない。

　アイザワギャラリーの襲しゆう撃げきで、渉を連れて行きたいのなら早々に吸収するなりすればよかった──アンチシステマを見極めた上でそれをしないということは、杉崎八尋は易やす々やすと自分を吸収・複製することができない、ということだ。

　だが、明めい夜やと渋しぶ谷や、そして八尋との戦いをただ見ていることしかできなかった自分に──単一神じん器ぎの攻撃で両者を相手にして、研究棟すら一触で崩壊した相手に何ができるのか。

「……先ほどから湿し気けた面つらばかり。少しは、かの不ふ貞て不ぶ貞てしい面構えを見せたらどうだ」

　音おと井いはうんざりしたように吐き捨てると立ち上がった。

「何いずれにしろ《槍やり》を巡る最終局面で、貴き様さまと八や尋ひろが対たい峙じするのは必ひつ定じようだ。……その時に、杉すぎ崎さき八尋の真の狙ねらいを見極めれば勝機も広がる。いずれ来る時までにそれを見み出いだせ。良いな」

　音井が先んじて、神こう坂さかが会え釈しやくをして離れを去っていくと、渉わたるは壁にもたれ目を伏せた。

　……記憶を見てすら、まだわからないことが一つあった。

　自分を弟として扱わざるをえなかったとしても、何な故ぜ「一緒に怪盗を目指そう」などと言ったのか。あの木の玉座の上から、二人きりの自分に手を伸ばしてくれたのか。

　何かが、おかしい。自分の知っている八尋と、話に聞く杉崎八尋と、他人の目を通した杉崎八尋の全すべてが食い違って感じる。彼自身の言葉ですら、全て嘘うそに聞こえる。

　願いを叶かなえたシステマはその力を失ってしまう──八尋の力が『望む世界を作る機能』なら、この世界は『もう望まないものになってしまった』はずだ。──その時に、力は蘇よみがえるんじゃないのか？　もしかしたら──

　あの人の望む世界はまだここにあるんじゃないのか？

　そうだとしたら、杉崎八尋は、その目に映る世界を全て嘘うそで塗り固めて、自分自身を偽ろうとしているのではないのか？

　けど、あの人の言葉がすべて嘘だったとしても──俺おれは、本物だ。コピーであろうとなかろうと、スバルが認め、音井ですら認めた自分はここにしかいない。




　騒そう々ぞうしい音をたてて戸が開け放たれた。

「渉！　今すぐ来てくれたまえ！」

　朝あさ宮みやが、決死の形ぎよう相そうで飛び込んできてそう訴えた。




　テレビに映し出されているのは、陥落した橋の映像だった。報道のヘリが舞い、アナウンサーが突とつ如じよの自然爆発の事件を報じている。先刻、橋の周囲にいくつかの発光体が確認された直後、爆発に似た衝しよう撃げきによって橋の真中が半壊、崩落したとのことだった。

「……何だよ、これ」

「スバルくんが乗った車が襲しゆう撃げきされたんだ」

「スバルの……どういうことだ」

　渉が呟つぶやいたその時、電話がかかってきた。朝宮の携帯だった。

「雛ひな子こ先生!?　お体は……えっ、はい、わかりました。──渉。君に電話だって」

　渉が携帯を耳に当てると、サイレンの聞こえる中、雛子の息苦しそうな声がした。

『杉崎くん』

「……。はい」

『スバルが、……杉崎八尋に……貴方あなたのお兄さんにさらわれたの』

　渉わたるは強く目を閉じた。……最悪だ。兄と対話しようなどと少しでも頭によぎった自分の甘さを認識させられる。

「どうして、あいつが」

『……これを、追いかけていたって……貴方あなたのロザリオ……ううん、貴方の神じん器ぎを、スバルが持っていたの。これ、貴方の……よね』

　渉の手の中で、携帯が軋きしんだ。

「……他ほかには、何か？」

『いいえ……何も。けど、杉すぎ崎さきくん、何な故ぜスバルが』

「わかりません。でも、きっとスバルは無事なはずです」

　電話を切って、渉は携帯を朝あさ宮みやに放り返した。

「渉、雛ひな子こ先生は？」

「……スバルが兄さんにさらわれた。…………俺おれのせいだ……」

　朝宮の顔色が変わる。

「兄さんには複製した神器の場所がわかるんだ。……あの人が俺にロザリオを渡したのは、そういうことだったんだ」

　八や尋ひろがロザリオを残したのは、──渉に跡を追わせるためなどではなかった。その時が訪れたら、いつでも消しに行く──そのための布石だったのだ。

「俺おれのせいだって……どういう意味？」

「ロザリオを残したってことは、俺に来いって言ってるんだよ……あの修道院に」

「…………修道院……？」

「俺が、行くしかないってことだ」渉は視線を落として静かに言った。「……俺は消えたってかまわない。スバルだけは必ず取り戻す。──けど、俺一人じゃ無理だ。朝宮──」

　朝宮は皆まで言うより先に首を振った。

「駄目だよ。そんな心持ちの君を行かせるわけにはいかない」

　渉は愕がく然ぜんとした。「あのな朝宮、あのシステマ相手で無事に帰れる保証なんてない」

「君とスバルくんで帰ってくるんだ。……彼女をたった一人で帰らせるつもりなのかい？」

　卑ひ怯きような言い方だと思った。それで今の俺がイエスといえないことはわかってる。

　渉は顔を上げて、「わかったよ」と朝宮を仰いだ。

「俺はスバルと帰ってくる。……俺のシステマを信じろ。だから、俺に力を貸してくれ」

「──それでこそ、」と朝宮は微ほほ笑えんだ。「アンチシステマの杉すぎ崎さき渉というものだよ」
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　廊下の方から、いくつもの革靴の音が聞こえてきた。統制されたその足音はコープスのものだ。この事件が八尋によるものだということは、既すでに連中も察しているはずだ。

「必ず迎えに行く。待っていたまえ」

　渉を連行するために大挙してきたコープスの黒服とすれちがい、朝宮はどこかに電話をしながら部屋を出て行った。

　渉わたるの身柄の財団施設への移送が告げられたのは、その直後のことだ。




　スバルが目を開くと、鮮やかな色とりどりのステンドグラスの天井が見えた。教会の聖堂だろうかと彼女は思った。スバルは祭壇の下で拘束され、寝かされていた。

「っ……」

　目を覚ます前の光景が脳裏をよぎって、スバルは不安に身を固くした。移送車のフロントガラスの向こうを埋め尽くす光。全すべてを破壊する神じん器ぎの乱舞の中で、粉ふん塵じんの向こうから伸びてきた手の主は、森もりノの宮みやの友人と同じ顔をして、まったく異なる眼光を放っていた。

　逃げ惑うスバルを神器で執しつ拗ようにつけ狙ねらったその男は、まるでスバルをいたぶるように追い詰めた鉄柱に神器を叩たたき込むと、身動きのとれなくなった彼女を連れ去った。

　聖堂の扉が重々しい音を立てて開き、一人の少年が歩いてくる。渉と似た姿をした、けれどもスバルの目にそれは同一にはうつらなかった。無意識に身をよじって距離をとろうとしたが、スバルの足はしかと祭壇に結びつけられ、縄をきしませることしかできなかった。

「目を覚ましたか」

　杉すぎ崎さき八や尋ひろだった。

「…………何のつもり？」

「お前がいれば、渉わたるはここに来るだろ」

「来ないわ」

「へえ……何な故ぜそう思う？」

　スバルはだんまりを決め込んだ。財団に監視されている身で、渉が来られるはずがない。が、スバルが答えを拒むように顔をそらすと、その頬ほおに冷たいものが触れた。

　八や尋ひろの手には、金色の槍やりが握られていた。その穂ほ先さきが、スバルの頬の体温を吸っていく。

「あいつは来るよ。この槍に、穿うがたれに、な」

「っ……なんで、私が……」

「俺おれにはわかるんだ。あのロザリオを渡した、俺だからこそな。俺は、お前が、渉の友達なのか恋人なのか、それとももっと別の関係なのかは知らないし、興味もない。……どうせなくなる関係だ」

　八尋の手の中から《槍》が消える。

「…………渉は、あんたのことを大事に思ってたのに」

「それが虫むし酸ずが走るっていうんだよ」

「……じゃあ、なんで優しくしたの？」

「…………何？」

「はじめから、コピーだって思って……そういう風に相手してたなら、渉はあんなふうにあなたに憧あこがれたりしない……何があって、あなたは渉を消そうと思ったの!?」

　スバルがそう口にした途と端たん、八尋の表情から情感が消えた。胸ぐらを掴つかまれて、スバルがうめくのもかまわずに睨にらみ付ける。

「……それに、修道院の火事で女の子を助けたって聞いた」

「追ってこられたら渉が死ぬかもしれないだろ。生きる理由を与えただけだ。……でないとあいつはずっと一緒についてくるからな。森もりノの宮みやだってそうだろ」

「渉はそれを自分で選んだの」

　それでもスバルは身をよじり訴えた。

　スバルの言葉はそこで途切れた。八尋が、スバルを突き倒したからだ。

「どうせお前も忘れるさ、お前も。お前が今吐いたその戯ざれ言ごとも、何もかもな」

　八尋の姿が、ノイズの中に消える。スバルの前に現れた彼ですら、本物などではなかった。冷たい床に横たわったまま、スバルは自由を失った手を握りしめた。




　　　　◇




「うーっ、さむさむ」

　藍あい崎ざきメイは、夜風に吹かれていた。寒風の中、制服を脱いで綺き麗れいに畳み、いつもの可愛かわいいピエロの衣装に着替え込む。──今回の依頼の引き替えとして、かなりの腕の仕立屋さんに口くち利ききしてくれたあの人のおかげで完かん璧ぺき以上に新調することができた。しかも、元の服がちょっときつくなってきたなと思っていたところだったので、成長期の身体からだにぴったりとあわせた寸法だ。肌に触れる生地も以前のものより柔らかくて気持ち良い。

「ん、カ・ン・ペ・キ。これぞルージュ様ってカンジ」

　ダンスを踊るように、衣装をチェックして、メイは満足げに両腕を引き締める。

　丁ちよう度ど携帯が鳴ったのはその時だ。

「了解、わかってるって。私を誰だれだと思ってるの？　そっちこそ上う手まくやってくれたの？　なーんか、あなたっていつもやる気ないカンジで信じらんないな。……私は私の仕事をやるだけだから、いーけど。…………ま、任せておいてよ」

　建設中の高層ホテルから見下ろした街に、まるでＶＩＰ送迎のような黒塗りの車の車列が走る。上空にはヘリも飛んでいる。まるで、ハリウッド映画みたいな光景。

「一度、助けてもらったからね」




　渉わたるを運ぶ車列は、ハイウェイのトラブルを受けて進路を変えた。何でも、白のセダンが車道の真ん中で止まって、立ち往生しているらしい。そのためコープスが運転する車は一いつ旦たん、街道に下りて、再びハイウェイを目指して両側にビル群が屹きつ立りつする街道を走り始めた。

「あんたに話しておきたいことがあるんだ」

「何？　……杉すぎ崎さきくん」

　隣となりに座る風かざ祭まつりが、目だけでこちらを向く。彼女が帯同を申し出た理由は、八や尋ひろに対してある程度戦える機能であることと、「今の貴方あなたを一人にはできない」との事だった。

「俺おれは森もりノの宮みやには戻らない。プリーフェクトのあんたには言っておかなくちゃな」

「……どうして、急に」

「もう、風祭ともこうして話せないかもしれないだろ」

「それは、どういう意──」

　風祭の声が短い悲鳴に変わった。車が急制動して、タイヤが悲鳴を上げた。フロントガラスの向こうで、小さなピエロが上空から道路のど真ん中に舞い降りて、前方の車を赤い糸でからめとって路肩に吹き飛ばしたのだ。一気に開けた視界に現れたのは、赤い糸を街路中に埋め尽くす──怪盗ルージュだった。

　彼女が指先で挟んで見せ付けてきたのは、金のロザリオ。それを見た途と端たん、渉は隣の黒服を蹴けり出す勢いでリムジンのドアから飛び出した。

　風祭の呼ぶ声が背中にぶつかったが、彼女を振り返ることはなかった。別れは告げた。

　目の前のホテルの入り口で、ドアマンに扮ふんした朝あさ宮みやが待っていた。それが朝宮だとわかったのは、肩口でミニ朝宮が〝おいでおいで〟をしていたからだ。

「ルージュが協力してるのか？」

「彼女だけじゃないよ」

　追いかけてきた朝あさ宮みやを振り向くと、既すでに元の姿に戻っていた。携帯でどこかに電話をかける。

「首尾は順調！　じゃ、あとはよろしく。協会に一ひと泡あわ吹かせてあげてくれるかい？」

　クス、と朝宮は笑って電話を切る。

「何の電話だ？」

「いや？　イリーガルには、協会を嫌っている怪盗がたくさんいるのさ。そんな彼かれ等らに、ちょっと発はつ破ぱをかけてみただけだよ」

　ラウンジのテレビの前で、何人かが足を止めていた。何やら、同時多発的に怪盗事件が発生したらしく、一斉に首都圏一帯で犯行予告と犯行が発生したらしい。

　その前を通り過ぎてエレベーターに乗り込むと、その中で朝宮は渉わたるの発信器を取り外しながら言った。

「銀行強盗の手段の一つだよ。複数店に一斉に警察を動かして、警備機能を麻ま痺ひさせる。──それと同じ事を、今回は協会相手にやってみたってことだね。

　イリーガルが動き出せば、協会はそちらに人員を回さざるをえない。杉すぎ崎さき八や尋ひろの件は、表向きには伝えられていないからね。──残るは、コープスだ」

　ホテルの屋上に出ると、ヘリポートの前で、ルージュが待っていた。

「もうすぐコープスの人が来ちゃうってば！」

「申し訳ない。これでも急いで来たんだよ」

　そう弁解する朝宮の声は、普段の彼のそれではなかった。渉の後ろから歩み出た彼は、渉と同じ姿形をしていた。

「コピーは君のお兄さんだけの得意技じゃないってことさ、渉。──僕等は、ここでコープスの管理者を可能な限り引きつける」

「……相当危ないぞ」

「そうだね。でも、心配ないさ。今回の僕には、最強のパートナーと一番の美少女怪盗がついている。

　……それに、こういうのって好きなんだ、僕。協会とか、コープスとか、体制側を相手にするって考えるとどうもわくわくしちゃってさ。

　僕って、よく考えなくても、イリーガル向きなのかもね」

　一いつ瞬しゆんだけ──思い直したように朝宮は元の姿に戻ると、渉にロザリオを放ってよこした。──携帯番号の書かれた紙がはさまっている。

「しばしのお別れだ、渉。……全すべてが終わったら、いつでも連絡してくれたまえ！」

　いちいち洒落しやれをきかせてくる朝宮に、真顔で応じるのは気が引ける。それでもこれが最後かもしれないのだから。渉は、顔を上げて頷うなずいた。

「ねえ、杉すぎ崎さきさん」

「ルージュ……」

「全部終わったら、今度はわたしと一緒にお仕事しましょ？　杉崎さんは協会にいるのは勿もつ体たいないとずっと思っていたの！」

「……考えておく。お前も、無事に戻れよ」

　ルージュが、大きな袖そでからちょこんと出した指先をグーパーするように軽く手を振る。

　ホテルの屋上をかすめるように飛来したヘリが巻き起こす旋風が、三人に吹き付けた。滞空したキャビンから、管理者の『ペインフリー』が降り立つ。

　その時、既すでに渉わたるは姿を消し、その影武者たる朝あさ宮みやが向き直って穏やかに微ほほ笑えんだ。

「さてと、ちゃんと影武者やってよ？　アナタのんびりしてるから心配」

　ルージュが両手を腰にそえて言うと、朝宮は片目をつむって答えた。

「彼を最もそばで見てきた自負がある。今この務めを果たせられるのは僕だけさ」

「杉崎さんはウィンクなんてしないっての！　敵の目の前なんだからちゃんとやれよコラ！」

　この会話がヘリの風音に遮さえぎられて届かなかったのは幸いだったが、相手は管理者であった。吹く風に髪を押さえながらペインフリーの放った紅あかい障壁が、円形の牢ろう獄ごくとなって二人を包み込もうとすると同時に、自称と他称の二人のイリーガル怪盗は慌てて飛び退のいた。




　渉は、ホテルの立体駐車場の螺ら旋せん状の道を走っていた。しかし、地上から黒服のグループが駆け上がってくるのを見て咄とつ嗟さにコンクリートの柱に身を隠した。

　──が──。

　その時だった。突とつ如じよとして、屋内なのに頭上から降る雨に渉は顔を上げた。

　──スプリンクラー？　火災警報もないのに何な故ぜ。

　だが、渉はその時気付いた。この状態では、透明化を維持することができない。透明化させたものが分離する状況では、このロザリオは機能しないのだ。

　このタイミングで誤作動とは考えづらい。──むしろ、人為的な作動。警備システムの掌しよう握あくはコープスの十八番だ。──だとしたら。

「センサーの反応はまだ駐車場内に何者かを捉とらえている。探せ」

　黒服の班長と思われる人物が、班員に指示を出している。

　……糞くそ！　渉は、降り注ぐ水を散らして、駆け出した。駐車場の外周に面した通風口から身を投げて、携帯用のワイヤーで一層下の外周通路に飛び込んだ。水を吸った地面に足をとられて、着地もままならずに転ぶ。打ち付けた身体からだが、鈍く痛んだ。

　壁に手をつき立ち上がる渉の元に、下方から聞こえる足音が反響する。もう、ここに隠れる場所などない。

　だが黒服の群れは、壁にもたれる渉には目すらくれずに、そのまま上階に向かっていった。彼かれ等らが行きすぎた時、渉わたるの前に現れたのは、金色のプリーフェクトだった。彼女が渉を隠してくれた事に気付いたのは、辺りに仄ほのかな光の皮膜が広がっていたからだった。

「一体、何がどうなっているの。説明しなさい」

　髪を手で払って見上げてきた風かざ祭まつりは、あきらかに怒っていた。

「結ゆい月づきをさらったのは兄さんだ。……あの人は俺おれを呼んでる」

「それくらい、聞かなくてもわかるわ。……知りたいのは、これから、貴方あなたはどうするつもりなのということよ」

「一人であの人の所に行く。今、朝あさ宮みやが俺のふりをして、コープスを引きつけてくれてるんだ」

「朝宮くんのしそうなことね。それで、私が行かせると思うの？」

「…………わからない」

　風祭は渉に背を向けた。

「お、おい……」

「ホテル周辺にはコープスが配置されてる。貴方一人では行けないわ」

「頼りにして……いいのか？」

　久々に見るクイーンの面おも立だちち。ついてきてという風祭に連れられて、ホテルを出いでて郊外に向かう。人工河川の上を通る橋の上だった。

　頬ほおに、パチンと衝しよう撃げきを与えたのは、宙を舞う灰色の粒子だった。

　──灰？　空気中に、灰色の粉雪の一粒のような塵ちりが浮き、流れている。バチンと頭上の電灯のいくつかもその灰に触れて、ショートを起こしてまばらに明滅を始める。

「何かあったのか、風祭？」

　風祭は橋の途中で立ち止まって、来た方角を見返っていた。

「ここから先は貴方一人で行って、杉すぎ崎さきくん。渋しぶ谷や政まつりがここに来るわ。すぐ近くまでやってきている」

　渉は息を呑のんだ。

「駄目だ、あんたを置いていけない。俺が一緒なら、アンチシステマで……」

「──いいえ。プリーフェクトの相手はプリーフェクトがします」

「………………」

「前の渋谷政とはちがう、私だって。そのかわりに約束して、杉崎くん。あんな、最後みたいな言い方はもうしないで。貴方と杉崎八尋の絆きずなだけが、貴方の全すべてではないはずよ」

「──わかってる」

　わかっている。ここまで刻んできた多くのものが、今の自分をここに立たせている。

「森もりノの宮みやで貴方を待っているわ」

　風祭の放った光の輪が、橋の周囲を埋め尽くしていた灰の障壁を薙なぎ払い、光のエネルギーへと還かえした。舞う光の粉の中で、渉は風祭の顔を見た。

「……ありがとう。俺おれ、行くよ」

　その言葉が、風かざ祭まつりの顔に刻んだ感情を見ることなく、渉わたるは走り出していた。風祭が舞い散らせた光の粉の中を突っ切って、まっすぐに走っていく。

　やがてその背中が夜の闇やみの彼方かなたに消えたころ、唸うなる風の音が聞こえた。守護者の使命を捨てた男があやつる神じん器ぎの灰の呻うめき声。明滅する光と闇の中に渋しぶ谷やが向かってくる。

「そこをどけよ、風祭。邪じや魔まをするなら、今度こそ喰くい殺すぞ」

「仲間のコープスはどうしたの？」

　愚問だといわんばかりに渋谷は、喉のどを引きつらせて笑った。先日の港湾地区で、仲間なんていないと口にしたのはそういえば彼自身だった。

　相手はかつて何もできずに破れた『能力者』。けれど、守護者の一人として、プリーフェクトとして、ここで負けるわけにはいかない。何よりも今は、

「もう、後輩に情けない姿は見せられないものね」

　風祭が渋谷に対すると、長く重いため息の果てに、神器の死し霊りよう使づかいはだらりとうなだれた。

「お雛ひな様さまはお雛様らしく、大人おとなしく飾られときゃあいいものを……」

　顔を上げた渋谷に付き従うように巻き起こった破壊の嵐あらしが、橋の一部をごっそりとえぐり吹き飛ばした。触れればおそらく再起不能。──けれど。

「私には触れさせないわ。彼にも！」

　既すでに渋谷の後方に回り込んでいた風祭の指先から、紅くれないの光が奔はしった。




　　　　◇




　あれから、どれだけの道を歩いてきたのだろう。渉はしんと静まりかえった故郷の村を見下ろしながら、森の道を辿たどり、かつての修道院の場所に着いた。

　修道院は、あの日、燃え落ちる前のままの姿形で渉を待っていた。

　もし、少し前の自分であれば、それに近づくことすらできなかったかもしれない。行く先すら見失い、迷っていただろう。今だって、そのギリギリで何とか一歩を踏み出している。

　神かみ代しろ明めい夜やが、修道院に至る階段の前で座していた。

「結ゆい月づきスバルは、杉すぎ崎さき八や尋ひろの下もとにいる。……彼女は複製されることもなく、まだこの世界に真実として息づいている。理わ解かっているのだろうな、それは『贋がん作さく使つかい』の温情ではない」

「《ライアー・ライセンス》のアンチシステマなんだろ、これが」

「何だ……気付いていたのか」

「馬ば鹿かを見るような目で見るなよ。そんなの、自分が一番わかってる」

　明夜は、小さく笑った。

　久しぶりに彼の笑う様さまを目にした気がする。

　だが、かつての友に戻れたのはたったの一息の時間だった。

「革命後の世界で、あの《槍やり》は不要だ。──あの『贋がん作さく使つかい』の存在も」

「あの人は、俺おれが止める。お前にはやらせはしない」

「……まぁいい。この世界から君が消えれば、おそらくあの『贋作使い』の力も失われる。君が《槍》を破壊すれば、あの男を抹殺する理由は当面なくなる。それだけのことだ」

「だったら、俺をあの人に差し出したらどうだ」

「愚かな口を利くな、コソ泥。……神じん器ぎの失われた世界で、この僕を止められる人間がいるとしたら、それは貴き様さまだけだ。抑止力の神器が紡ぐ協会の安あん寧ねいと同じことだ。──器うつわなき秩序のために、貴様の存在は望ましい」明めい夜やは今、聖骸布シユラウドを纏まとってはいなかった。手にしたままの王の衣を突き出し、夜風に曝さらす。「──『死なせるには惜しい』、ということだ」

「前は、そういう言い方をしてなかった。……最後になるかもしれないからか？」

「好きに詮せん索さくをすればいい。僕は、君個人への情などとうに捨て去った」

　渉わたるは肩をすくめた。明夜が薄うすく笑う。──それは、かの昂こう然ぜんたる王の笑い方ではない。

「……なら、持って行くぞ」

　王の衣をつかんで、明夜の下もとから歩き出す。あの始まりの修道院で、兄が待っている。全すべてを捨てたくないからこそ、スバルは取り戻す、必ず。

　彼女を奪い返せるのならば、怪盗になれなくたって構わない。






　　　Ⅵ　存在証明




　蝶ちよう番つがいの錆さび付いた扉を開くと、月の明りが、聖堂に差し込んだ。はじめは細い線となって、少しずつ広がっていく光の先、祭壇の前には誰だれの姿もなかった。

　列席の前から三段目の通路側。昔、好んでよく座っていたその場所に、彼はいた。コートの裾すそをゆらめかせて、聖堂を貫く通路で向き合う。

「スバルはどこだ」

　八や尋ひろが、愉快げに顔を傾かたむけた。

「そんなに大事か？　あの子が」

「……あんたに教えるつもりはないね」

　八尋はコートのポケットに手を入れると薄うすく笑って見下ろしてくる。

「素直に言えば、俺おれがそっくりのお人形を送ってやったのに。……おめでとう、ってさ」

　渉わたるは目を伏せて頭を振った。掌てのひらに乗せたロザリオを、八尋に見せる。

「……嘘うそだね、あんたにそんなことできない」

　八尋がこれを遺のこしたのは、渉の居場所をいつでも知るため。その日が来たら、自分の存在を否定しに訪れるためのものだった。

　だから八尋にとってもうこれは意味を成さない。──そのはずが、まだこのロザリオは手の中にある。八尋の意思を継ぐ証あかしとして、まだここに。

「俺おれはここにいるぞ。消してみろよ……あんただって、二度目をやるつもりはないだろ」

「『贋がん作さく使つかい』の能力者を倒す準備は充分ってことか、『アンチシステマ』」

　八尋は肩を震ふるわせて、笑い出した。はじめは喉のどを鳴らすように、やがて引きつらせるように。大きく払われた腕の先に生まれたノイズが、金色の槍やりを生み出した。

　──《不在証明の槍ロンギヌス》。

「いいさ、来いよ。抵抗しろ。お前がこの世界で息をして、生を永らえ続けるたび、俺はお前の大事なものを奪い続けてやる。……お前が、存在し続けることで俺をそうしてくれたみたいにな。……お前の力で望みを断ちきられた能力者の、その一人目が俺だ」

　青白い月明かりの中で大きく八尋のコートが翻ひるがえり、金色の穂ほ先さきが渉を捉とらえた。たちどころに八尋の背負う聖母像を中心として、白いノイズが奔はしり広がっていった。

　生まれ出いでるは無数の神しん槍そう──

《金剛破力の双槍ヴアジユラ》、《魔弾化身の光槍ブリユーナク》、《破軍預言の魔槍グングニル》、《千都屠殺の灼槍アラ・ドヴアル》、《一騎当千の破槍ゲイボルク》──

「今度は、俺にお前の望みを断ち切らせてくれ」

　神じん器ぎの持ち手としてまごうことなく最強の一角に座する怪盗は、自らの宝物を宣言した。

　ノイズから模造の神しん槍そう達がそれぞれの属性の光を曳ひき、放たれた。




　ルージュは摩ま天てん楼ろうから摩天楼へとシステマの糸一つで飛び移り、渡っていた。が、どれほど逃げようともヘリが回り込み、更さらに機動性が高い管理者が追跡してくる。

　中空に生んだ障壁の足場の反発力で跳躍するペインフリーに向かい、苦し紛れに糸を放つが、即座に方向を変えてかわされる。

「ねぇ、杉すぎ崎さきくんが本物かどうか早く確かめさせてよ」

　涼しげな笑みで言う《ペインフリー》。

「…………………………………………………………しつっこいなァ」

　ルージュは、ちらと眼下で赤い糸につかまっている杉崎渉わたる──の姿をした朝あさ宮みやを見た。一人ならもっと自由に動けるのに、こっちはこの錘おもり付き。今から逃げろっていわれたって、難しいくらいだ。そんな彼女の胸の中で携帯が震ふるえた。

『ルージュ、そいつを五番ストリートに誘導しろ』

　携帯に出ると、忙しいんですけどと文句をいうまもなく、無ぶ愛あい想そうで、簡潔な命令が返ってきた。五番ストリートは次のセンタービルを曲がったところだ。ネオンを支点にして、バリアの剣でいくつかの糸を断ち切られながらも、変則的な回避運動で回り込む。

「『弱点は見えた。あとはあたしがやる！』」。

　携帯から聞こえる声と、耳元を通り過ぎる風の中から聞こえる声が同調した。

「──げっ!?」

　五番ストリートの摩天楼から、助走をつけて飛び出したのは、青せい蘭らん学園の制服を身にまとったふぞろいな髪の少女。柔らかな身のこなしの少女はその足で駆るボードで──

　ルージュの糸を線路代わりにして一直線に飛び込んできた。

　さらにジャンプ台よろしく滑走の勢いそのままストリートの直上を舞うと、空中のエアボーダーは、横の回転をくわえながらひねりこみ、ペインフリーの後ろを取った。小さな身体からだに研ぎ澄まされた技ぎ倆りようと知恵と慧けい眼がんの力を宿した幼き怪盗は、ファーストコンタクトで先を取った。

「あたしの糸勝手につかわないでよ！」

　ルージュの文句に、応じる言葉はただ一つ。──「うるさいよ！」。ボードの下部から分離したボックスから一斉に強きよう靭じんな特殊鋼が高圧ガスによって八方位に放たれ、摩天楼達の上階の壁に突き立った。管理者とてよもやここまでの全すべての行動が、システマを使わずして行った事だとは思いもよらかなかったはずだ。しかし、七なな草くさ杏あんとその専用補助具であるレールボードをもってすれば、能力者の空中戦に介入することすら容易なことであった。

「……面白いね、君。そこからどうするの？」

　ペインフリーが面白そうに目を細める。その視界から、七草の姿が消える。だが、管理者の動体視力は彼女の動きを捉とらえていた。八方に張り巡らせたワイヤーの一つに、ボード下部のモーターが絡み、モノレールの要領で高速で引き上げたのだ。ペインフリーから見ると、丁ちよう度ど三時方向。動きでこちらの目線を攪かく乱らんして、ヒットしてくるのは見え見えだった。

　右に向くと、案あんの定じよう、レールの一つに乗って迫ってくる七なな草くさの姿。ペインフリーは、掌てのひらを翻ひるがえして差し向けた。障壁が、ばくんとレールボードを食いつぶした。広がった障壁にワイヤーの巣も焼き切られて、摩擦に火を噴いて宙を舞う。

　ペインフリーはこの時、七草杏あんに対して優勢を取り返したと考えた。それは、彼女達、人工怪盗こと管理者特有の優越感であり、怪盗に対する優位意識が生んだ油断だった。よもや七草杏の実力を一度見たものであれば、そうは考えなかったはずだ。

　レールボードの使い捨ては、彼女の障壁を使用させるための布石に過ぎない。

　七草は、ペインフリーが障壁を張る数すう瞬しゆん前に板を蹴けり、携帯ワイヤーのアタッチメントをペインフリーの後方のビルの壁に突き立てていたからだ。

　それを引きつけて、ペインフリーの下方をかいくぐってビルの壁に足をついた七草は、バレエダンサーのように姿勢を整えてまたペインフリーに肉にく薄はくした。

　その先で、ペインフリーが気付いて障壁を張ることも折り込み済み。だからわざとロックを緩めにしたワイヤーを腕から脱がして、その奥の第三のワイヤーを引き出してペインフリーの頭上を舞う。肉薄と離脱、ヒットのないアウェイの連続で、七つの携帯ワイヤーが消費された時、ついに七草はペインフリーと肩を並べた。正確には、少し上。誇り高い猫のような目で見下ろす七草の双そう眸ぼうを、ペインフリーは驚おどろきに目を見開いて見た。

「一度閉じないと次出せないんだろ。その壁」

　一度目の障壁展開から、次壁展開までに少しずつタイムラグが生まれていた。それははじめは〇．〇〇一秒ほどだったかもしれない。しかし、一度、二度、三度、連続で違う方向から迫る相手に障壁の閉鎖と展開を繰り返させることで、一瞬の接敵の時をこじあけた。七草は、全すべてを見透かしていたのだ。彼女の言葉で、ようやくペインフリーは悟った。

　ペインフリーが愚かなのではない。はじめから、朝あさ宮みやの策だった。朝宮が管理者を引きつけている間に、「相手を一分引き留められる策を練れ」と。

　ペインフリーの名のごとく、相手の攻撃を通さない能力者。それがこの至近距離に敵を近づけたということは、慣れない痛みが訪れることを意味していた。

「君のワイヤー、あと何個残ってる？」

　が、ペインフリーに恐れはなかった。七草の頭上に浮かぶ、月の輪郭の中に、〝家族〟の姿を認めたからだ。そしてその感情をまた七草も察知していた。

　──〝援軍到着〟。

　七草が振り返った瞳ひとみに映り込むのは、中空から飛来するいまだ分析していない謎なぞの能力者。七草は知らないが、それはネルヴァと呼ばれるもう一人の管理者であった。

「〝怪盗〟め」
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　中空から紫し電でん曳ひく踵かかと落おとしが叩たたき込まれるが、それを赤い糸が受け止めた。咄とつ嗟さに割り込んだルージュは、打撃であるなら受け止められる自信があった。

　一撃目は受けきったが、ネルヴァの第二撃の拳こぶしが二人を吹き飛ばした。七なな草くさとルージュは背中合わせになったまま、膨大なエネルギーの奔ほん流りゆうに吹き飛ばされて、そのまま手近のビルに突き進む。ルージュは糸をいたるところに引っかけてその勢いを殺したが、最後には二人重なるようにビルの屋上に倒れこんだ。

　直後、ストリート上空に光が爆発した。七草が投げ込んだ照明弾だ。

　光の中、二人は期せずして頬ほおを寄せ合うようにして喘あえいでいたが、

「……あっ！　主税ちからっ!!」

　七草が慌てて身を起こして、珍しくまん丸に開いた目で辺りを見回した。

「平気平気、あの人なら、もう逃がしたよ。これで、しばらく見つかんないって」

　ルージュが起き上がって、お尻しりを両手でぱふぱふとはたきながら振り向いた。

「じゃ、帰ろ。こっからは、別々だね」

「……捕まるんじゃないよ」

「あれ、心配してくれるの？」

「違う」七草は唇くちびるを尖とがらせた。「いろいろと困るだけだよ…………」

　七草は変装用の眼鏡めがねを外すと、遠くの空を見た。方角の先には、鳥とり井い村むらがある。そこで戦っているであろう新しい友達の健けん闘とうを祈りながら、微かすかに目もく笑しようを投げた。

　コープスのヘリが五番街に回り込んできた時、既すでにビルの屋上に二人の姿はなかった。




　八や尋ひろが放った神しん槍そうが降り注いだその下に、渉わたるは、まだ健在の身で立っていた。

　八尋の乱射した神槍達は、直接に渉の胸を射い貫ぬくことはなかった。その目的は、渉の四し肢しの破壊にこそあり、致命的な打撃を与えることにはなかった。なればこそ選ばれたのは、敵を切り裂く剣ではなく敵を刺し突とつせし『槍やり』だったのだ。

　一撃目の《ヴァジュラ》を、渉はその手に摑つかんだ。雷らい光こうを振り撒まき飛来する《ヴァジュラ》はただ穂ほ先さきをかわすだけでは事足りない。

　しかして、明めい夜やより預かった《聖人灰葬の聖骸布ホーリー・シユラウド》は、『炎』以外の全すべてを空間遮断し切る奇跡を有する。それが、渉に神槍の乱舞の突破口を与えた。渉の肩を貫かんとした《ヴァジュラ》の軌道を見極めた渉は、あえて《聖骸布シユラウド》でそれをくるめとった。柄に巻き付けた衣をはためかせながら、《ヴァジュラ》の雷撃とその穂先を以もつて、次々と飛来する槍を打ち払う。払われた槍は次々とノイズの中に消えゆくが、渉の手の中の《ヴァジュラ》は何な故ぜか消えなかった。

　八尋は、渉に抵抗の余地を与えるために《ヴァジュラ》を健在させたのではない。これこそが、渉の『ライアー・ライセンス』に対するアンチシステマの機能であった。

「その手に触れた物は、皆紛まごうことなき真実に変わる──か」

　対『ライアー・ライセンス』のアンチシステマ。それは、万ばん物ぶつを思うがままに偽造模造複製する八尋に対して、触れたものを複製不能にするいわば『真実化』の機能。

　いまや、《ヴァジュラ》は渉が規定した真実となっていた。

　が、最後の一条。神槍乱射の余波によって砕かれた聖堂の粉ふん塵じんを突き破って、突入してきた八尋の払った《不在証明の槍ロンギヌス》は、渉が咄とつ嗟さに構えた《ヴァジュラ》を打ちよう擲ちやくした。

「不愉快なんだよ」

「な…………ッ」

　──《槍》の穂先に削られた《ヴァジュラ》は、光輝の旋風を纏まとって消滅した。

　無防備になった渉の肩に再度生み出された《ゲイボルグ》が突き刺さり、容赦なく貫いた。わずかに遅れて訪れた肩を食い破られる痛みに、渉は絶叫した。

　動かなければ消される。そのはずが、たたらを踏んだ膝ひざは折れ、礼拝の席にもたれかかるようにしながら八尋を捉とらえられるのは、霞かすむ目に映るその爪つま先さきのみ。

　……第一陣を凌しのいだ。たったの第一陣。しかも、条件付きの、両手で数えられるほどの神じん器ぎの乱射を凌いだだけで、左肩を持っていかれた。

　無限に神器を複製してくる相手に、どう戦えばいい……？　いつまでこうして、戦い続ければいいんだ……？

　手の中の《聖骸布シユラウド》は《不在証明の槍ロンギヌス》の消滅にしか使えない。小物の神器に使うわけにはいかない。ならこの神しん槍そうの群れをどう突破すればいい。

「痛いか？　苦しいか？　その苦しみから逃れる一番の方法を教えてやるよ。お前の大事な人間すべてを救う方法も。座して《槍やり》を受けろ」

　噛かみしめた歯が震ふるえて、息が荒れる。そんなことわかっている。そうすればスバルも、ほかの誰だれの人生も、もう杉すぎ崎さき八や尋ひろが狂わせることはないだろう。

「……いやだ」

　それを全すべて理解しながらも渉わたるは抗あらがった。

「……へえ、しがみつくんだ。お前はやっぱりわがままなやつだな」

　全ての人間が救われる。最後の最後まで、八尋は本当の事を口にしない。弟を《槍》で穿うがつ時、彼は何か本当の言葉で自分を語るのかもしれない。

　それでは遅すぎる。望む世界がまだここにあるかもしれない八尋を救えるのは、この世界にいる、アンチシステマを持つ自分だけだ。

「……あんたは、本当に、それで救われるのかよ」

　だからそう問うた。

　真実に一歩、近づくために。

「どういう曲解だよ、お前……頭に血回ってるか？」

　八尋は物珍しいものでも見るように言う。綺き麗れいな笑顔。そこには偽りの色など微み塵じんも感じさせない。

「……なんなんだよ、そのシステマ。強くて、手がつけられなくてさ……でも、それが……あんたがぜんぶなかったことにするための力なのかよ」

　八尋の口元から、あざ笑うような笑みは消えない。片手をコートに入れ、手持ちぶさたに《不在証明の槍ロンギヌス》を持ち手で回している。

　聞く気なんてないことは、わかっている。だから、彼はここまで辿たどり着いたのだ。最後の最後まで自分を偽りきる、そのためのシステマこそが彼の身に宿った『無限複製ライアー・ライセンス』。

　それを打ち破れるのが、自分だ。その事実から逃げるつもりはない。

「俺おれには、全然違って見えるよ。あんたの望む世界は、まだここにあるんじゃないのか。だったら……俺は、このままあんたを行かせるわけにはいかない」

　八尋の今の憎しみが本当だったとしても、ならば──何な故ぜその事実を誤ご魔ま化かし続ける？　最初から、そうだったわけじゃない。彼は自分の真意をこの世界に刻んでいる。だから、それを《槍》を使ってでも否定しなければいけなかった。

　この人ははじめに──この世界を願った想おもいを持ち続けていた頃ころに、どんな風にこの世界と向き合おうとしてきた？　どんな風に、自分の〝家族〟と向き合おうとしてきた？

　それを知っているのは、彼の弟として存在してきた自分だ。今吐く彼の言葉が全て偽りなら、今よりもっと前の彼のことを、その彼と接してきた自分を信じる。

　怪盗になって、お前を馬ば鹿かにした奴やつ等ら全員見返してやると言ってくれた彼の後ろ姿を、緑の玉座の上から伸ばしてくれた兄の手を、今度は自分から掴つかみに行く。

　あの日、あの時、兄の投げかけてくれた約束に自分は何も応じられなかった。嬉うれしかったけどそれができるとはとても思えなくて、ただ黙って俯うつむいただけだった。それでも、八や尋ひろには届かなかったけど、俺おれは胸の中で答えた。いつかは伝えようと心に誓った。

「だから俺は消えない。──あんたと怪盗になるって、そう約束しただろ！」

　肩から引き抜いた《ゲイボルグ》の穂ほ先さきを、《不在証明の槍ロンギヌス》に叩たたきつけた。易やす々やすとそれを受けた柄の向こうで、感情を殺した八尋の双そう眸ぼうが薄うすく細められる。

「俺があんたを救う。俺に関かかわった全すべても」

　八尋の後方に、神しん槍そうの編隊が咲き乱れた。繰り出されるのは無数の《ブリューナク》。神槍が渉わたるの肉を削そぐ中、咆ほう哮こうを上げて、一歩前に出る。如い何かに八尋が神槍を操ろうともこの手の中の真実の一条のみは奪われない。真実の刃やいばを八尋へと伸ばす。分裂して幾本もの楔くさびとなる《ゲイボルグ》が光となって迫る《ブリューナク》を全弾迎撃する。

「──あんたには奪わせない！」

　突破した光槍の弾幕の果てに、渉の手が《不在証明の槍ロンギヌス》の柄に伸ばされた。が──たちまち《槍》は消え、八尋の左の手に生まれたもう一つの《槍やり》が、易々と《ゲイボルグ》を断ち切った。

「駄々をこねる子供みたいだな？　お前」

　手中から跡形もなく消えていく、真実の手て応ごたえ。背中から脇わき腹ばらをえぐる《ブリューナク》に、再び渉は膝ひざをついて呻うめいた。

「俺を殺さない限り、《槍やり》が失われることはない──お前に消える以外の道なんてないんだよ」

　渉は、己おのれが身を引き裂き地面に突き立った《ブリューナク》を掴つかんだ。もたれかかるようにして、何とか立ち上がる。

　呼吸が、おかしい。一つ息をするたびに、どんどん意識が遠のいていく感覚。その意識をつなぎとめようと、渾こん身しんで《ブリューナク》を振り払った。

　ただ愚直に、それしかできないからこそ突きだした槍の先に、光が生まれた。自分がよく知る少女の姿の前に、穂先が、止まった。

「────あ……。」

　情けなくて、弱々しい声が口から漏れる。スバルは触れているから、だから、あいつは大丈夫だと思った。八尋にだって、奪われるはずがないと。

「システマの原則を知らないわけじゃないだろ。常磐ときわ石いしに触れた能力者は、その機能を停止する。……お前、今までどうしてた？」

　俺は、コープスに管理され──発信器を付された。常磐石を埋め込まれた発信器。あれに触れた時──アンチシステマは、一度機能を途絶してしまっている。

「その顔が見たかったんだ、渉わたる」

　八や尋ひろの《槍やり》がスバルを後ろから刺し貫いて、その姿は《ブリューナク》とともに無数の輝かがやきとなって消滅した。ただ一つ宙を舞ったのは、彼女の髪を結っていたリボン。

　その布きれすら、虚こ空くうに消えた。

　渉の手からこぼれ落ちた槍が、聖堂の静寂を揺らがせて、かき消える。

　再び戻って来た静かな夜の中で、その音はひどく大きく響ひびき渡った。




　風かざ祭まつりの放った紅くれないの光条は、いくつかの灰の塵ちりを焼き散らしながらも、渋しぶ谷やの合成神じん器ぎが備える《冷却》と《反射》の性質によって、物理的接触で叩たたき散らされた。

　さらには、いかにレーザーの軌道を曲げようとも、渋谷は、周囲に展開した灰をまたたくまに凝固させて盾たて代わりに叩き落としてくる。レーザーは実際には光の速さではなく、熱量の直接移動の意味合いも持っている。風祭の用いるそれは光の速度よりも遥はるかに遅い。

　あの灰を何とかしなければ、勝ち目はない。

　風祭はシステマの連続使用で肩で息をしながら、誰だれが見ているわけでもないのに持ち前の礼節さで、手の甲で口元を押さえて呼気をおさえた。

　……このまま渋谷政まつりに杉すぎ崎さきくんを追わせるわけにはいかない。一秒でも長く、その間だけここに引きつけておくことができれば。

　自然公園の中に並ぶ木々の裏だった。顔を上げると、ビル群の夜景が迫るように聳そびえている。こんなところでシステマ戦だなんて、神器秘ひ匿とくを重視する怪盗ならありえないことだけれど、渋谷はそんなことに構うつもりは毛頭ないようだった。

　背にした大樹が爆発したように吹き飛び、風祭は身をすくめた。人間の視認領域外の殻の身を隠して走り出すが、見えない破壊の嵐あらしはあらゆる障害物を散らして後方から迫ってくる。

　──ふと気付くと辺り一面には、渋谷が支配する神器の灰が浮かんでいた。

「ッ……」

　ここで焼き払えば、公園はおろか、周囲の都市部まで炎を広がせかねない。

　──それはならない！　突とつ如じよ後ろから、何かが地面に叩たたきつけられたような轟ごう音おんと共に押し寄せてきた震動と旋風とが風祭の身体を突き飛ばした。自然公園のモニュメント広場に出ると、再びもう一撃後ろで破壊のエネルギーが炸裂する。

　モニュメントに背中から叩きつけられた風祭は、そのまま足で身体からだを支えることができずにもたれるようにして滑り落ちていく。

　神器の灰を纏まとう渋谷が、嵐が通った残骸のようになった瓦が礫れきの向こうから近づいてくる。苦し紛れに放った光の矢は、その手の歪いびつな刃やいばの一振りで払われた。

「時間稼ぎか？〝御三家〟。その綺き麗れいな髪は遠くからでもよく見えるぞ」

　勝ち目はあると思った。渋しぶ谷やの機能は、前の炭素操作とはちがう。自然界に無限とあるものではないのだ。つまり、あの灰は無尽蔵ではない。

　問題は、炭素の合成物なら熱線で破壊できたが、神じん器ぎの合成物の行き過ぎた破壊力が生む〝拒絶〟の力に弾はじかれるということだった。ただの熱量では貫けないほどの圧力に、奥の手のレーザーが一切通じないのだ。風かざ祭まつりは知る由よしもないことだが、すくなくともレーザーを反射するにふさわしい機能が、あの灰の中には八種は封じられているはずだった。

　突破口があるとすれば──合成されていない灰の状態であれば、まだ風祭のレーザーは通じるということ。事実、敵探索用のソナーに展開される個々の灰は、このレーザーで薙なぎ払うことができるのだ。

「《アンチシステマ》はどこへ行った」

「それを貴方あなたに言うと思って？」

「ならお前の記憶に聞くまでだ。俺おれは怪盗とは違うんだよ」

　その顔に禍まが々まがしい笑みを刻んだ渋谷の灰が、蜘く蛛もの足のように合成してゆき風祭に迫る。

　ガンッ！

　突如鈍い音が、広場に響ひびいた。渋谷が瞬しゆん時じに後方に作り出した障壁に粉々に砕かれたのは、ワイヤーガンのアタッチメントであった。広場を囲む階段の下からその銃口を向けているのは──杉すぎ崎さき渉わたる。いまのうちに、とその口が動くのを風祭は観みた。

　渋谷はここにいるのは杉崎渉ではないことを知っていたが、それを洞察するためにわずかな時を要した。それが、風祭に離脱の時を与えた。

　風祭に、渋谷と至近距離で渡り合えるほどの体術を用いることはできない。それができるのは森もりノの宮みやでもせいぜい七なな草くさ、よくて渉くらいのものだ。

　それでも彼女にはシステマがあった。追撃してくる渋谷の振り下ろした合成神器の太た刀ちが地面を断ち切る威力で風祭に振り落とされるが、その威力が散らしたのは風祭の光が生んだ蜃しん気き楼ろうの幻影だった。消えたら、次は渋谷から見て右に本当の風祭が現れる。

　渋谷の太刀が真中から割れて、その片刃が風祭めがけて薙なぎ払われたが、風祭は渾こん身しんの射撃でそれを弾はじき飛ばした。

　その隙すきに後ろにさがり、再び蜃気楼で第三撃を回避し、第四撃を打ち飛ばしてみせる。それでもこの攻防がいつまでも続くだろうとは風祭とて甘く考えてはいなかった。

　しかし彼女は視みていた。

──『渋谷の灰を可能な限り分解させてください。音おと井いさんが射撃の隙すきを作ると』

　杉崎渉の姿をした朝あさ宮みやが携帯画面の文面でそう指示してきていた。先程、朝宮が戦いに介入した時、おそらく彼は風祭が拡大視野で自分を捉とらえるだろうことを予期していた。

　そして風祭もまた、公園を見下ろすビルの屋上に音井直なお弥やが眺めていることも知っていた。

　都市公園に面したセンタービルの屋上に二つの影があった。

　音おと井い直なお弥や──何な故ぜ、彼が。

　後ろに神こう坂さかを従えて、下界の光に照らされビルの淵ふちから事の次第を見届けている音井直弥は、共きよう闘とうするつもりはなく、ただ静観の構えかと思っていた──が、その見下すような双そう眸ぼうは渋しぶ谷や政まつりにのみ向いている。協力するつもりはないだろうが、少なからず渋谷政が因いん縁ねんのある相手であることに相違はないはずだった。その点において、音井の助力は確実視出来る。──問題は、あの距離から音井が如い何かにその『命令』を届けるつもりなのか。その手段こそわからなかったが、そこに言及しなかったということは朝宮にすら伝わっていないのかもしれない。

　そのためのこの接近戦だった。

　風かざ祭まつりは、渋谷が『点』でとらえようとする攻撃を躱かわし続ける──『点』で攻めるのが困難な相手には、『面』で攻めるのが戦術の上策だ。例えば、網やガス、或あるいは爆風。渋谷の戦力でそれをするとすれば──攻撃面を暴力的に拡大させた『面積兵器』の構築。

「悪あがきすら美しいもんだな。さすがはエリートってやつか？」

　そう呟つぶやいた渋谷の両の太た刀ちが、千ち々ぢの灰に分解され、神じん器ぎのうねりとなって巨大な──広場全体を一振りで刈り切るほどの『面積兵器』を造り出してゆく。

　……いまだ！

　風祭は灰の只ただ中なかに熱線を打ち込んだが、渋谷の前方に生まれた小型の盾たてがはじき飛ばした。その間に『面積兵器』はみるまに固定化されていく──

　その時、風祭の頭上──センタービルの上で音井直弥はおもむろに礼装の内側からとある通信機器を取り出していた。

　杉すぎ崎さき渉わたるの逃亡に際して、音井直弥が先まず予期したのは渋谷政の反逆であった。渋谷政はもとよりコープスに忠誠を誓った相手ではない。もとより、そのような物はおおかたまやかしだということに音井は七なな草くさの機能を持った経験より察していた。

　コープスの関係者に探りを入れ、見いだした渋谷政の真の目的は、杉崎八や尋ひろからの〝疑似家族〟の奪還。その甘ったるい執着は度どし難がたいものであったが、自分ならば、このコープスの拘束を逃れた期に杉崎渉を拉ら致ちし、それを杉崎八尋との交渉カードとするのが定じよう石せきだった。が、それでは《槍やり》の破壊の可能性は限りなく低くなる。

　──杉崎渉には、杉崎八尋と一対一で向かい合ってもらわねばならない。この際、それが最大の《槍》破壊に至る最大可能性の条件だ。

　何な故ぜ、アイザワギャラリーで、第15研究棟で杉崎渉に触れさえしなかったのか──杉崎渉を消せない、ではなく更さらに別の影響があるからではないのか。

　例えば『杉崎渉に接触した物質に干渉できなくなる』。──だとすれば二度も杉崎渉を前に見過ごした可能性にも理が通る。

　穿うがち死に至らしめる事でついにその存在を抹消出来る《槍》──その機能とその仮定を併せて考えるなら、『杉崎渉を穿った瞬しゆん間かんに《槍》は八尋の支配を逃れる』。

　──《槍やり》を消すことも、複製することもできなくなる、ということだ。座して大局を見た自分だからこそ到達できた、『最強の神じん器ぎ所有者』杉すぎ崎さき八や尋ひろの唯一無二の懸念。

《槍》が真実の一条ならなお最悪だが、複製でも問題はある。神かみ代しろ明めい夜やらが《聖骸布シユラウド》を有している以上、複製すらまとめて消滅させる機能の前には致命的な失策になりかねない。

《槍》を支配したまま杉崎渉わたるを穿うがつ事のできる機会は、杉崎八尋にとってはただの一度きりだった。ならば、邪魔のない戦場で杉崎渉と対面しない限りは杉崎八尋は《槍》をその身に突き立てることはありえない。

　杉崎渉を追撃することもできたが、故ゆえにそれは看過した。敢あえて行かせたのだ。その気になれば言こと霊だま一つで奴を止めることはできるのだ。

『贋がん作さく使つかい』とて、たかが単一能力者に過ぎない。阻はばむ者無き者のいない対面の座で、単一能力者に対して能力者狩りのアンチシステマが破れる道理などあるはずもない。ましてや、一度はその力でこの俺おれにこの苦汁を舐なめさせておきながら、それは音おと井いに対する愚ぐ弄ろうだ。

　だからこそ──杉崎渉は、『杉崎八尋の《槍》を破壊し得る』。

「貴き様さまの貢ぐ戦果に対する褒ほう美びだ──この俺おれの開かい豁かつに忠義を示せよ、杉崎家」

　故ゆえに──今は渋しぶ谷や政まつりの撃破を優先し、そのための用意をしてきた。コープスのエージェントに『行動禁止』の言霊を下して奪い去った──コープスの周波数が刻まれた無線機。

「さて……よもや貴き様さまの不敬を忘れたとは言わせんぞ──負け犬風情が」

　音井の遥はるか眼下で、渋谷の広げた神器の遺灰が鈍く輝かがやいている。その輝きを無に帰きす言霊を協会の若き王族は、高揚する嗜し虐ぎやくの思いを乗せて吐いた。

「────────渋谷政に命ずる。貴様の灰に形を与えてはならない」

　高慢な王族の命を届けたのは、渋谷が情報収集のために装着し続けていたコープスの通信機だった。瞬しゆん刻こくの差であった風かざ祭まつりの勝機を、その一手が確固たるものにした。

　──ここだ！

　合成を阻止された渋谷の灰が中空に晒さらされる中、後ろ足を踏み堪えて、踊るように向き直った風祭は右手のルビーの指先を、神器の合キ成メ獣ラに指し据えた。

　凝縮された光が空を裂く澄んだ音をたてて、渋谷の灰の一部をこそげとる。すると、間かん髪はつ入れずに渋谷の灰が彼女に押し寄せてきた。

　渋谷は灰のみでも戦せん闘とうは続行できる。が、大蛇のように迫るそれを、すかさず放たれたもう一条の光が、鎌かま首くびからそのくねる身を一直線に焼き払った。

　渋谷の灰は一個といえど、それぞれ神器の生前の機能をそなえている。それを射い貫ぬききるには、分散させたレーザーは通らない。それだけの出力の熱線を生み出すためには、それ相応の充じゆう填てんと集束を要した。灰を射貫ききるほどのレーザーの連射はできない。

　が、風祭飾かざりには手があった。元々は、杉崎渉を狙ねらい、杉崎八尋が到来することは予期していた。渋谷政や、コープスが彼の身を利用しようとしていることも。それから杉崎渉を守り抜くために用意していた王女のもう一条の『槍やり』──左手に燦さん然ぜんと輝かがやくルビーの指輪。

　渋しぶ谷やの灰を突破する、その瞬しゆん間かんのために秘していた『光の双そう槍そう』をついに抜き放つ。なおも灰のみで風かざ祭まつりを喰くおうとする渋谷のそれを左手の閃せん光こうで次々と打ち抜き、ついに風祭は石畳に制服のローファーを滑らせて、光こう芒ぼうの走る右手の指先を渋谷に差し据えた。

　二条の紅くれないの槍が織りなす攻防一致の乱舞の終わりを、今風祭は成なそうとしていた。

「──では」
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　照準代わりに片目を閉じた様さまは、あたかも渋谷からすればウィンクをしてみせたように見えたことだろう。事実、その意味も孕はらんでいたわけだが。

　射線は確保済み。まるで雲のように灰が隠すあの月に向かって。

　周囲の酸素を飲み込み、熱風の余波を撒まき散らし放たれた、全すべてを灼やき尽くす極大の紅こう槍そうが──死し霊りよう使づかいが御ぎよする神じん器ぎの死灰の大部分を飲み込んだ。地上から昇る流星のような紅の輝きは、月に飲み込まれるようにして溶け込んで行く。

　極大射撃の反動に上がった指先が、紅の尾を引いて、夜空を踊る。風祭が、紅の帯を引く指先をリボンのように巡らせて、かつて自らと同じ座にいた渋谷を見据える。

「まだ続けるつもり？」

　渋谷の身に纏まとう灰は、大半が削られていた。それによって惹じやつ起きされた渋谷の感情は、怒りではなく慚ざん愧き。風祭になど目もくれず、渋谷は手の中の灰を胡う乱ろんげに見つめた。

「……クソ……貯蔵が足りない」

　渋しぶ谷やにとって、これ以上の継戦は無意味に自らの戦力を損なう事は明白であった。残る灰を費やせば風かざ祭まつり一人くらいは打ち倒せるかもしれないが、それによる戦力消耗と勝利の余韻の格差比率はあまりにも大きすぎた。この一戦は、所しよ詮せん渋谷にとって前ぜん哨しよう戦せんに過ぎず、露つゆ払はらいでの弾薬の消費は、対『ライアー』戦の大いなる弊害になる。

　──協会の象徴たる『御三家』を前にして退く。渋谷にとっては当然の屈辱の感情であったが、それを些さ細さいな物と御ぎよするだけの圧倒的な理由が今の彼にはあった。

　……チッ。

　渋谷が舌打ちして天を仰ぐと、剥むき出しになった地面から広場地下にもぐりこんだ灰が一斉にその機能を解放した。瀑ばく布ふのように石畳を引きはがして巻き起こった粉ふん塵じんは、渋谷の姿を覆おおい隠して、風祭の千里眼の目を乱反射によってくらませた。

「待ちなさい！」

　渋谷を追おうとして、風祭がまず見たのは屋上の音おと井いであった。彼は興味を失ったように、無線機を払い捨てて、伴はん侶りよよろしく付き従う神こう坂さかを連れて去っていく。

　駆け寄ってくる朝あさ宮みやの足音を聞きながら、風祭は夜空に視線を投げた。この空の下で今兄に立ち向かっているはずの渉の姿は、千里眼でも見られない。もとより、センタービルの屋上にまで届いていた視野がどんどん狭まっているのすら感じる。

　システマの限界だった。これ以上は、戦えない。事実、既すでに右手の指輪は極大射撃の反動で砕け、渋谷に対して攻防一致の乱舞で迎え撃つこともできない。

　もうすでに騒さわぎを聞きつけたコープスが近づいている。朝宮にそう告げられて、風祭は公園から去るほかなかった。

「杉すぎ崎さきくん……」

　風祭は胸に添えた掌てのひらを握りしめて、少年の帰還を願った。




　礼拝堂の扉を開け放った時、スバルはそこに立っている人間が八や尋ひろでないことを心から祈った。彼が再び此こ処こに訪れる。それは、渉わたるがこの世界から消えてしまった、その証明なのだから。しかしこの時訪れたのは、彼女が予想だにしていない人物だった。

「──スバル！」

「…………お姉ちゃん」

　──それは、結ゆい月づき雛ひな子こだった。

「大丈夫、スバル！　怪け我がは!?」

「なんでお姉ちゃんがここに……」

「未来からやってきた、っていうと……なんだか、映画みたいね」

　目を細めて笑う姉の言葉に、スバルはすぐに察した。なぜなら彼女もまたそれに関係する出来事に関かかわったことがあったからだ。

「──まさか『一いち日じつ之の長ちよう』を……？」

「ええ……私にはまだ森ノ宮の扉を開けられるもの」

　雛ひな子こは少し、悪戯いたずらをしたようにクスッと微ほほ笑えむ。

「……貴方あなたが《槍やり》を狙ねらう管理者に拉ら致ちされて……それで、貴方は、ここで炎に撒まかれて意識不明の重体になっていたの。前の世界では……ね」

「私、が……？」

　スバルの両手を戒める鎖がほどかれて、ようやく自由になる。

「お姉ちゃん……」

　スバルは、妹を抱く優しい姉の胸の中でそのぬくもりに身を任せようとした——が。

「──お姉ちゃん、渉わたるは」

　──自分が、まだ生きてここにいる。つまり、それは──八や尋ひろの手によって殺あやめられなかったことを意味していた。

　刹せつ那な、激震が二人を襲おそった。礼拝堂の向こうから、聖堂に火の手が回っているのが見える。……あそこで、誰だれかが戦っている。

　それが誰なのか、スバルにはわかった。だからこそ、行かなければならない。その背に光こう芒ぼうの翼つばさが宿るのを見て、雛子は訴えた。

「スバル、どこに行くの!?」

「ごめん、お姉ちゃん」

　自分に何ができるかはわからない。

「私、行かなきゃいけないの」

　それでも、渉があそこで戦っているのなら、自分が行かなければ。

　自分は、杉すぎ崎さき渉のことを覚えている。

　それを忘れたくないからこそ、スバルは翼を広げて飛び立った。




　渉は、八や尋ひろの下に跪ひざまずいていた。その頭上に、《槍》の刃やいばが掲かかげられて、それに気付いてもただ顔を上げずにうつむくのみだった。

　八尋の《槍》は渉を穿うがち、その存在をこの世界の記憶から抹消する。渉にそれを防ぐ力も、阻はばむ想おもいも、既すでに残されてはいなかった。それこそが、八尋のずっと求めてきた瞬しゆん間かんだった。

　渉は強い人間ではない、それは『兄』として接していた自分は一番知っていた。強くありたい、だけどそんな風になれるとは思えない。

　彼はいつだって他人のことばかりみていた。誰かに頼って、導いて欲しくて、だからこそ他人の力に頼ることを誰よりも嫌っていた。

　その彼が、自分が存在することで、自分に関わる人間が消されていく、八尋の吐いた言葉の意味が彼の心を刻み、苛さいなんでいる──もはや、渉わたるは自らの消滅を逆らわない。

　──故ゆえに、杉すぎ崎さき八や尋ひろ──いや、『ヤヒロ』の願いはまもなく成就される。

　かつて管理者として生まれ、本当の家族を持たずに育った少年は、ある日、ほんのささいな悪戯いたずらで開いていた扉から鳥とり籠かごの外へと飛び出した。

　家族も、友人もいない世界。それは、コープスでも同じだったはずなのに、外の世界ではそれが例外だった。平凡な街角で、人々の行きかう往来で、幾度となく孤独を識り、確かめながら、彷徨さまよい辿たどり着いた鳥とり井い村むらで、彼はスギサキワタルという少年と出会った。

　丘の修道院にある孤児院に住まう少年だった。

　彼の手が、優しくこの場所へと導いてくれたことを覚えている。神様に祈る作業の日々は退屈の極みだったけれど、孤独ではない生活は楽しかった。……家族のいない子供達がそこには大勢いて、血のつながりだけではない絆きずなで結ばれていた。

　修道院から見下ろせる、今は朽くちた邸宅の庭。そこにある大きな樹木に先に登っては、根元でふてくされるワタルを見ては腹を抱えて笑っていたものだ。いつしか、彼はヤヒロを「兄さん」と呼ぶようになっていた。

　ヤヒロはコープスでデザインされた管理者の一人として、促進された成長と遺伝子が約束した卓越した身体能力で、他の子よりもずっと優れた子供であった。

　頭脳すらも、例外ではなかった。齢よわい十二をして、修道院の図書室の半分を読み切ったほどだ。それ以上は、読んでいない。

　ヤヒロが図書室の本の半分ほどを読み荒らした頃ころ、ワタルがこの場所を去った。ヤヒロが成長促進薬の効果が切れる副作用の発熱に意識もなく苦しんでいるその間に、彼は、永らく迎えに来なかった本当の親族に連れられて、消えてしまった。もう一度、話したかったという別れの言葉だけを残して。──ワタルは、然しかる名士の遺産相続の鍵かぎとなる血を引いていた。

　それから、ずっとこの場所にいた。修道院の聖堂に。ガラス戸に映る自分は、管理者のヤヒロでしかない。家族など、いるはずもない。

　血の通った家族など、神に願って得られるものではない。

　それでも願わずにはいられなかった。毎日、毎日、規定された祈りの儀式など、訴える言葉もなくただ一人で前から三列目の通路側の席に座って、鏡映しの自分にそれを願った。

　彼の身に宿された奇跡の因子──『部品』がそれに応こたえた。




──たった一人でいい。『家族』を。




　通路を挟んだ反対側の席で、神に祈る兄を呆あきれるような目で見る少年がいた。八尋とは違い、遺伝子に刻印された頭脳も身体能力もなく、成長促進の調整もなくいくらか未熟な、自分と瓜うり二ふたつの少年を──彼は、少し申し訳なさそうに、こう言った。

「……もう行こうよ、兄さん。俺おれ、神頼みって好きじゃないんだ」

　始まりの場所。杉すぎ崎さき渉わたるが、奇跡の一人目であった。

　果たしてそれはコピーと言えたのだろうか。

　──『鏡きよう面めん世せ界かい』。

　それがヤヒロの原初の四よつ名なだった。鏡映しの自分に、自分の望む存在になる機能。自分に願い続けたその祈りを、自分が叶かなえた。

　──『家族』のいる世界。八や尋ひろの願いは叶った。そして、数多あまたのシステマがそうであるように、根源の願いを叶えた彼の機能は失われる。

　家族のいない『管理者』が、『管理者』でなくなるのは必ひつ定じようだった。『部品』を身に宿す者として、八尋を新しく規定したのは怪盗の血。

　だが──求めたはずの『血のつながり』が今度は八尋を拒んだ。

　システマを失い──資格なき者として、自分を排はい斥せきしようとする『家族』。あれほど羨うらやんだ血のつながりが、前よりも激しく、八尋を打ち付けた。

　──それでも、孤独ではなかった。緑の玉座から、遠く離れた前の世界を臨む自分を追いかけてきたただ一人の少年がいたからだ。

　けれど、薄うす々うす勘付いてはいた。勘付きながらも誤魔化していた。無能力者として、怪盗になろうと、そんな嘘うそをつきつづけていた。

　森もりノの宮みやの入学審査で、渉が『名折れ』だと言われた時、彼は全すべてを悟った。渉は、『怪盗になる』。かつて自分が予言したように、杉崎家の血を引く怪盗に。

　あるはずのないつながりの世界より、血でつながったものに拒まれる『孤独』は、八尋に世界を憎ませるに値するものだった。




　このワタルだって、どうせ自分の前からいなくなるんだ。──『コイツの家族』とともに。




　……弟なわけないだろ、こんなコピーが。可お笑かしいな……俺が造れたのに、なんで消えないんだ、コイツ？　消えろよ。消えろ──。

　コープスに増幅されたのは、その『欺ぎ瞞まん』の記憶。いつしか『家族』を欲した自分すら自己欺瞞の中に消えた。その偽りの泥沼から生まれたのは、模造した自分を今度こそかなぐり捨てる力。目に映る物の全てを自分の綴つづった文章みたいにみたいに書き換える力。

　そして、彼は此こ処こに居る。

『消せるはずのコピーを、当たり前のように消す』ただそのためだけに。

　杉崎渉に自害させれば、従うかもしれない。だが、それをすれば八尋も『弟』を忘れることができる──杉崎渉が本当にいなかった世界に戻ることができる。

　けれど、それをするつもりはなかった。こんな間違いは二度としやしない。そのために心に刻む、この出来損ないの存在を。故ゆえに杉すぎ崎さき八や尋ひろは、自ら自分の複製物を穿うがつ。

「じゃあな。ワタル」

　八尋は、《槍やり》を渉わたるの胸に突き立てて、その始まりを告げた。杉崎渉が消えた世界で、八尋は再び修道院の中に立っていた。──穿つべき〝弟〟の待つ、この修道院に。

　渉を消したその先の世界では──もはや『欺ぎ瞞まん』の機能は用を為なさなくなり、再び『奇跡』のシステマが──《鏡きよう面めん世せ界かい》のシステマが蘇よみがえる。渋しぶ谷や政まつりが杉崎八尋を殺あやめ、失った自らの機能が、彼の生存を知るとともにまた息吹いぶきを取り戻したのと同じように。

　今は、模造物の反乱に罰を下す神様の気持ちでも、増幅された欺瞞を拭われた八尋が『奇跡』のシステマに願うのは──『家族』の存在。八尋はもとより心から願ったからこそ、杉崎渉を作り出したのだ。

　今は、増幅された欺瞞がそれを見失わせても、彼は胸の奥底でそれを思い、再び『杉崎渉』の続きをこの世界に作り出す。願ったはずの『家族』を前にして、前の世界で増幅された『欺瞞』が目を覚ます──八尋が渉を穿った先に立っているのは、また〝弟〟が待つこの聖堂。その時、彼の手の中には《槍》があり、それをコピーとして穿つ世界が待っている。




　──それが。結ゆい月づき雛ひな子こが、一度はその身を置いた未来の物語だ。




　終わりゆく世界を強引につなぎとめたのは、一人の少女の呼び声だった。

「渉──────────ッ！」

　渉は顔を上げた。八尋は目だけで見返った。聖母像の前で、めいっぱい声を張り上げて、少年を呼ぶ少女がいた。彼女はその胸に手を添えて訴える。

「私はここよ、渉！　──ちゃんと私を見て！」

「────」

　……あのスバルは、ただの幻だ。おそらく──マイザーハウンドの指輪と同じような、自分が失いたくない存在、そういうものを映し出す神じん器ぎを使ったに過ぎない。

　八尋は、自分の戦意を絶望で削そぎ落とすためにそれを破壊したにすぎない。……まんまと騙だまされた。冷静に考えればすぐわかることだ。

　自分はスバルのことを覚えているのだから。

　一いつ瞬しゆん、渉はひどく幼い、泣き笑いのような顔をした。そんな彼の表情の変化に、スバルは驚くことはなかった。彼の格好つけていない、自分を否定するかもしれない他人のために作ったものではない笑顔は、前にも一度見たことがある。最終入学試験の時、二人きりの部屋で、桂かつら木ぎ達から自分を助けてくれた渉が帰ってきた時、彼は同じような笑い方をした。

「そういえば……用済みってやつだな、あいつ……本当にお前の前で消してやるか？」

　八尋が渉を振り向くことはできなかった。その頬ほおを打つ衝しよう撃げきに、強く押し返されたからだ。笑みの唇くちびるを固く結んだ渉わたるが握りしめた拳こぶしの一撃は、杉すぎ崎さき八や尋ひろに一いつ矢しを報い──

　──『贋がん作さく使つかい』を『真実』と規定した。

「うぐぁあっ！」

　スバルの下もとに駆け寄ろうとした渉の左足を、灼しやく熱ねつの痛みが引き裂いた。

　痛みが生む神経の熱と、そのままの高熱が生み出す焦熱感。──灼熱の穂ほ先さきを持つ《アラ・ドヴァル》が、その大だい腿たいに突き刺さったのだ。感情に任されて放たれた三条のうちの残る二条は、聖堂の列席と緞どん帳ちように突き立ち、木製の堂内に炎を広げていく。

「渉！」

　スバルの声が、渉に左足を踏みとどまらせた。灼熱故ゆえに、動脈が傷ついてもたちどころにその裂傷部の出血を止められたのは幸いだった。引き抜いた矛ほこ先さきを旋回させて棍こん棒ぼうのように八尋に叩たたき込むが、《不在証明の槍ロンギヌス》の刃やいばに真中から両断された。

　渉の目は、その時、ロンギヌスの穂先ではなく──視界の隅で炎を上げながら、今両断された槍と同じく光の飛沫しぶきとなって消える、コピーの《アラ・ドヴァル》を見た。

　──《不在証明の槍ロンギヌス》に穿うがたれると──コピーもまとめて消えるのか？

　そんな渉の脳裏によぎったのは、手の中の聖骸布シユラウド。八尋が《不在証明の槍ロンギヌス》を乱射してこないのは、この《聖骸布シユラウド》が存在しているからだ。

　明めい夜やは、同じサイクルの神じん器ぎには対照的な機能を持つ物があると言った。──だとすれば、《聖骸布シユラウド》と同じく《不在証明の槍ロンギヌス》もまた同じ機能を持っているんじゃないか？

　──だったら勝ち目はある！

　だとすれば、次に来るのは初撃で迎撃した誘導機能の槍やり《グングニル》。──

　その予測は的中した。最悪の形ではあったが、八尋が指先を拳けん銃じゆうの形にしてこちらに差し向けると、視界中にノイズが広がった。ずるりと生み出された刃やいばは十六。総数十六刃の《グングニル》斉射。──神装に数えられる長柄兵器による飽和攻撃。

「逃げて渉！」

「駄目だ！　……お前は動くなよ！」

　所有者の敵を穿ち帰還し、その神将に勝利を与える槍。それは次々と放たれ、杉崎八尋という創造者のために炎に包まれつつある聖堂の中を突き進んだ。

　スバル目がけて飛来した一条目を、渉はロザリオを掴つかんで姿を消した。元より、初撃の回避で既に一度この方策は試している。不可視の対象に対して、この《グングニル》が突き刺さる事はない。

　が、一条目を《聖骸布シユラウド》で絡め取った時、渉の姿が闇やみより暴かれるのがわかった。

　──その理由はすぐに判別される。肩を、脇わき腹ばらを伝い、服に染しみあふれ出る血が足あし下もとにどす黒い水たまりを作っていた。

「──全部、砕けよ！」

　渉わたるは、自由のきかない左足になけなしの力をこめて、旋回した身体からだで《グングニル》を放った。所有者の意に従う魔ま槍そうはことごとく、八や尋ひろの偽槍を迎撃していく。だが、たった一いち刃じんで十五の敵刃を撃破することはかなわなかった。

　魔槍の乱舞をかいくぐり迫ってきた第二刃が、ざぐん、と肉を破り、その慣性で渉の踏ん張りの利かない足に圧力をこめる。だが、五指で握りしめてその刃やいばを抑え込む。渉に触れて《真実》に規定された魔槍は、もはや八尋の機能をもっても御ぎよすることも吸収することもできない。

　掌てのひらを裂く刃を、身体からだごと投げ出すように聖堂の彼方かなたに立つ兄に投じる。巻き起こす旋風で炎を散らしながら突き進んだ魔槍は、またもロンギヌスの一振りによって駆く逐ちくされた。同時に、頭上で破軍の舞いをしていた魔槍達が片端から光こう葬そうされ、消えゆく。

　……やはりだ。

　渉は、倒れこんだ身体を右手で起こして、右足をついて何とか立ち上がり、八尋にとってたった一つの、彼の願望を叶かなえる奇跡の神じん器ぎを見た。

《不在証明の槍ロンギヌス》は《聖骸布シユラウド》と同じく、同一の存在をこの世界に認めることはない。二度とこの世界に聖者に残さぬという怨おん念ねんが成す神話級の機能。事実、《ヴァジュラ》も《ブリューナク》も、それら魔槍は一度ロンギヌスに屠ほふられてからは二度と使われていない。

　槍やりは、全すべて砕いた。残る槍は、《不在証明の槍ロンギヌス》のみ。

　もうまともに声も出せないほど呼吸が乱れ、頭の奥が熱くなっている。肩を押さえると、脈打つように血が流れ出ていた。左足には、痛み以外の感覚が残っていない。

　兄さんは、何もかもが俺よりも上だ。心技体、ましてや機能すら。この期ごに及んですら、何もかもを欺かれっぱなしだった。

　……それでも、と渉は思った。

　それでも、ここまでその嘘うそを暴いてきたじゃないか。信じろよ、自分を。あの時みたいに、もう一度うまくやってみせろ、『無能力者の杉すぎ崎さき渉』。

「よくわかったよ、『贋がん作さく使つかい』」

　渉は、軽く舌打ちをして、杉崎八尋に向き直った。そしてまっすぐに前に出る。──《神槍》を使い果たしたこの隙すきに、杉崎八尋に向かって距離を縮める。

　距離を隔てて八尋は薄うすく嗤わらう。

　何もかもを見透かすような瞳ひとみに恐れそうになる。恐れるなよと渉は自分に言い聞かせる。さっきまで恐こわがりまくってた。でも、スバルだって見てるんだ。

　あの時、あの日の俺おれのことは、スバルがよく知ってる。──兄さんと同じくらい強い人間であろうとしたあの日の俺のことを。

　強くあろうとする自分と、弱すぎる本当の自分とがいつも入れ替わったり、押さえられなかったりしてた。まるで二重人格。スバルは幾度となくそんな俺に混乱させられたかもしれない。

　今度は御ぎよしきって見せろ。二度目なんだから、……絶対に間違えるなよ。

「……あんたを止めるには、あんたを殺すしかないってことだろ。これでよくわかったよ」

「は？　お前が消えろよ？」

　八や尋ひろはまるで日常会話のような気軽さで槍そう刑けいを宣告する。

「……あんた一人が消えればいい。なんで、俺おれの方だけが、一方的に消されなきゃいけないんだ。俺が消えるか、あんたが消えるか……それで、全部決着はつく。そうだろ？　『贋がん作さく使つかい』」

　八尋は軽く手を振り払い、《槍やり》をかき消すと優越の嘲ちよう笑しようで見下ろしてくる。

　──見透かされたか。微かすかに顔をしかめて渉わたるは思った。織り込み済みとはいえ、俺の方はちゃんと読み切れているのか。

　ここから先は、全すべての言葉が茶番だ。真実なんて、一つもない。

「それで？」

　八尋が短く問うてくる。全てを見通した表情で。

「わかってるだろ、いちいち先を聞くなよ。……ぜんぶ省略しろって言ってるんだ。そんなに俺にその槍が取られるのが怖いかよ、『兄さん』」

　渉は一歩、八尋の前にスバルを曝さらさぬように、八尋に近づいていく。

「兄の玩具おもちやがうらやましくなったか。コピーの分際でまだ弟気取りかよ、お前」

　こちらの狙ねらいは、徹てつ頭とう徹てつ尾び《聖骸布シユラウド》による《槍》の消滅。

　杉すぎ崎さき八尋を殺さずに止める方法は他ほかにない。

「……あんたがぎりぎりまで俺をいたぶって、最後の最後でその槍を繰り出そうってのはわかってんだよ。今がその時だろ。……このまま、放っておいたら、俺は遅かれ早かれ死ぬぞ。あんただって、それが最悪の結末なんじゃないのか。……俺だってそうだ。このまま、あんたの前にスバルを残して俺一人死んでいくわけにはいかないんだよ」

「オリジナルを消したら、お前も消えるかもな」

　喉のどの奥で笑い、今出来る最高の蔑べつ視しの眼まな差ざしを。

「それならそれでいい」




　この時点で、最後の戦術は決まった。──用いる神じん器ぎは《天てん衣い無む縫ほう》。

　この場でこの状況を突破できる鍵かぎはここにしか残されていない。




　それでも、ここまでは、『贋作使い』に読み切られていると考えるべきだ。何しろ、相手は同型神器の先代にして現所有者なのだから。

　其その無む謬びゆうを越えろ。八尋の知る俺を越えたその先へ。

　八尋の繰り出してくる策を見極め、彼を越える一手を叩たたき込む。それが、自分がこの世界に関かかわり続けるための唯一の道だ。

　八や尋ひろの間合い。ここでもはや彼は《槍やり》を使う以外に手はない。

「あんたと別れてから、俺おれは俺なりにこの世界に刻んできたものがある。──見せてやるよ」

　渉わたるは傷ついた左足ではなく、兄と同じように右足を引いて構えた。血まみれの左の手に、しかと《真実》と規定した《聖骸布シユラウド》を握りしめて。

　対する八尋は手にした《槍やり》の切きっ先さきを振り下げて、床板を一直線に断ち割り構えた。右足を引いて、身構えずに姿勢を整える。渉のそれの原典となったシルエットであった。

「俺だけは忘れずにいてやるよ」

　杉すぎ崎さき八尋の狙ねらいは、杉崎渉の消滅並びに──《聖骸布シユラウド》の消滅。

　渉によって真実化させられている《聖骸布シユラウド》を吸収することはできない。それを奪うか──あるいは──《槍》で貫くか。《聖骸布シユラウド》さえ消滅させれば、こちらの優位に事は運ぶ。

　火葬によってのみ対象を消滅させられる《聖骸布シユラウド》に対して、《槍》は神じん器ぎ消滅において圧倒的な上位互換の性能を有している──ように思われるが、果たして炎以外の属性を全すべて弾はじく《聖骸布シユラウド》に《槍》の穂ほ先さきが通るか否いなか。渉に《槍》を真実化される危難を犯して、その実験をできるような局面ではない。

　やはり《槍》で穿うがつは杉崎渉のみ。

　その杉崎渉の狙ねらいが八尋の殺害ではなく、なおも《聖骸布シユラウド》による《槍》の消滅であるのはわかっている。その渉がこの局面で、《天衣無縫》で秘ひ匿とくした一いつ矢しを破は盤ばんの策にしてくるであろうことは、予測のうちだった。

　その一矢を持つのに叶かなうのは、血の流れていない右の利きき手に他ほかならない──が、その手はしかと《聖骸布シユラウド》をつかんでいる。

　────渉が、この局面を読んで何かしらの『駒こま』を用意していた可能性はある──が、既すでに渉は所有している『神器』を晒さらし切っている。

　渉の茶番を虚そら言ごとと知りながら敢あえてここまで舞台を推し進めたのは、渉の言う通りに時間が彼の命を奪いかねないからのみならない。

　渉が、悲鳴を上げる身体からだに慎重に呼気を取り込みながら、一欠片の気力を形作っているのが見える。大きく上下していた肩の動きが平静に近づき、やがて止まった。

　渉の唇が静かに結ばれる時、それが戦いの合図となった。

　八尋が先んじて、瞬しゆん刻こく遅れて渉が右足を蹴けった。

　渉はスバルに向けて、「すぐ戻る」と胸裏だけでつぶやいた。自らが《槍》に穿うがたれればどんな言葉もスバルには届かなかったことになる。

　うまくいかなくても、それで彼女に『嘘うそつき』とののしられることはない。

　幾語もの言葉を飲み込んで、敢あえて心の中に留とどめたのは、この先の世界で未いまだ彼女に対して少しだけでも強気でいたかったからだ。

　そして、それは未来への約束でもあった。朝あさ宮みやに、七なな草くさに、藍あい崎ざきに、風かざ祭まつりに──遠ざかる自分の背中を、逸そらさぬ瞳ひとみで見守る少女に結ぶ誓い。

　左右を流れていく炎の中を駆け抜けて、遂ついに渉わたると八や尋ひろは邂かい逅こうする。

　先んじて槍やりを揮ふるったのは、杉すぎ崎さき八尋。下段からのすくいあげるような初撃。うねりくねる穂ほ先さきが床板を瀑ばく布ふのように断ち割った。

　槍そう撃げきは五。《聖骸布シユラウド》を意識しての八尋の突き込みは何いずれも間合い一歩浅かったが──尚なお総すべて寸差。五撃目、長柄兵器の最強の型である打だ突とつは、渉の首筋に槍風を与えるほどの至近距離を掠かすめた。──が、伸ばしきった《槍》は渉に反撃の隙すきを遂に与えた。

　渉の手が掴つかもうとした《槍》が、その前に光の中に消えて、指先が空くうを切る。──この至近距離でもなお《槍》に触れることはできない。

　────やはり、《槍》は渉を穿うがたんとするその瞬間まで、突き出されることはない。如い何かに八尋の乱舞をかいくぐろうとも、穂先が渉の身にもぐりこむその間際まで、それは八尋の所有物でありつづけるのだ。

《槍》を失って打撃姿勢に入っていた八尋の掌しよう底ていは、体勢の崩れた渉の肩に、余すところなく威力を伝えた。傷ついた右肩に抗あらがう力はない。

　渉が《槍》を《聖骸布シユラウド》で消滅させんとすることは読み切っていた。故ゆえにはじめから、八尋の狙ねらいは《聖骸布シユラウド》の側であった。不確定要素を排除し、確実必滅の勝機を押し広げる。

　渉の《聖骸布シユラウド》が、地に墜おちた。後ろに引いた八尋の手に生まれ出いずるは《不在証明の槍ロンギヌス》。

　徒手空拳にて、《槍》の世界改変の機能を防ぐ手立てはない。

　──《槍》を巡るこの戦いを終わらせる術は二つ。

　杉崎八尋の死か、《聖骸布シユラウド》による《槍》の消滅か。もはや前者は有り得ない。──渉が大きく飛び去るように、自ら歩んできた道を下がっていく。

　傷ついた渉の身体で、八尋から下がりきることはできない。《聖骸布シユラウド》を渉が失った今そこに躊躇ためらいを残す理由は只ただの一つもなかった。

　──《不在証明の槍ロンギヌス》の間合い。渉が左足を引いて、後退を食い止めた。

　──矛ほこ先さきが狙ねらうは、渉の胸。弱まっている心の臓を一突きで貫く。

「──二度と現れるな」

　自らにしか聞こえぬほど微かすかな呟つぶやきを発して、八尋の繰り出した《槍》の穂先が──

　渉の胸の先で食い止められた。それを成したのは不可視の防壁。

　渉に到達しなかった穂先──ならばそれをさらに押し込みさえすればいい。

　だがそれはできなかった。

《槍》が引き裂いた不可視の力の正体が、視認領域の内側から顕在化する。その先に、八尋はついに《天てん衣い無む縫ほう》で隠し切った渉の『策』を見出した。

　渉の袖そでの奥から伸びる、細く強きよう靭じんな一筋の道。

　それは、聖堂の身しん廊ろうと側廊が重なる交差部のアーチ状の柱に引っかかって、曲がりくねって、八や尋ひろを阻はばむ陣を形成していた。渉が身振り手振りを交えた『茶番』の間に歩いてきた道に、糸のように張り巡らされ、渉わたるに達さんとする八尋の《槍やり》をすんでの所で阻んでいた。

　渉が隠していたもの、それは取るに足らない『怪盗』の標準装備。八尋のなれなかった存在が振るう変哲のない補助用具。即すなわち──

　携帯式のウェアラブルワイヤーガン。

　渉の『策』──ワイヤーの透明化。それは、八尋の目の前で行った茶番と、攻防の回避の最中に組んだ最後の秘策であった。刹せつ那な、小型化されたウィンチがワイヤーを引き絞り、歪いびつな槍の柄を仮か借しやく無く絡め取る。八尋の《槍》に触れるための条件は二つ──渉に槍を到達させることと、不確定要素である《聖骸布シユラウド》を手放すこと。

《聖骸布シユラウド》がある限り、八尋は踏み込んでは来ない。もしそれで穂ほ先さきを止められれば、返す渉の一手で《槍》が真実化されかねなかったからだ。

　その不確定要素が消えれば、八尋は更に踏み込んでくる。が、渉に達する前にいくら手を伸ばしたところで《槍》は虚こ空くうに掻かき消される。

　だが、渉を貫くのなら、確実に死滅させられる部位を狙ねらってくる──他には考えられなかった。首か、頭か、それとも──心臓か。肩を射い貫ぬくくらいなら、八尋はそれを消す。

　だから狙わせた。八尋の槍が渉に達するその刹那、八尋は《槍》を消さない。……だからあえて胸を突かれる間合いで、賭かけに打って出たのだ。

　八尋は、怪盗がこの補助用具を用いることは知っていた。事実、渉が暴走車両の阻止にこれを使った様さますら目にしていたのだから。ならばこそ、読み切れたかもしれない手だった。だが八尋は読めない。目の前の少年を『怪盗』として規定していなかった彼には。

　渉は顔を上げて、久しくこれほど近くで見る兄を仰あおいだ。その瞳ひとみが微かすかに揺らいでいた。

　自分の存在を否定する八尋が、自分の歩んできた道を認めるはずがない。だからこそ見せてやりたかった。

　八尋が《槍》をノイズの奥に消すには、あまりにも遅すぎた。渉が、兄を出し抜いたことによる動揺。最後の最後で、自分を欺ききれなかった感情がその隙すきを生んだ。

　渉の手には《聖骸布シユラウド》があった。それを運んできた翼つばさの少女が、兄弟二人を聖堂の直上から見下ろしている。彼女の起こした涼風が、遅れて二人の間を抜けていった。

「あんたはずっと俺おれの道みち標しるべだった。だから──今度は俺が！」

　違たがわぬように、衣を持った右の五指で、脆ぜい弱じやくな心の怪盗の下は《槍》の柄を摑つかみ取る。




　八尋が己の願望を実現する術すべは、弟の手にした《槍》をこのまま貫き通すこと。

　それを阻むのはたかだか一陣の鋼糸。それは真実化されたものだった。八尋が開き、その先を自らの意志で進んだ弟の歩みが自分を阻んでいる。聖堂を巻く炎──自らが生んだ炎のその一ひと欠片かけらが触れた時、八や尋ひろはこの戦いの結末を知った。

　神話級の《槍やり》が伝承の中に還かえっていくその余波は、聖堂の炎を散らし、焦熱に蹂じゆう躙りんされた壁を砕き散らした。

《槍》が交わったその場所に残されたのは、杉すぎ崎さき八尋と杉崎渉わたるの二人だった。




　八尋の願望を叶かなえるシステムは、再びその手中より零こぼれて消えた。

　何もない虚こ空くうを掴つかむ手の先に、渉が立っていた。

　…………また……。

「つくづく、うまくいかないな………………俺おれは」

　…………だめだったか……。

　たとえ誰だれに縋すがらなくとも、自分を偽ろうとも、意思を持たぬ神しん具ぐが、その祈りをかなえてくれると思った。全すべてを捨てて手に入れた、自己欺ぎ瞞まんの力。それを失い、向き合った世界で、八尋は──また孤独だった。息を吐くように自分を嘲あざけり笑った口を、硬く結ぶ。

　この手を下ろしたら、どうしようか──協会や、コープスや、財団は自分を放置はしておかないだろう。その全てと戦いながら、もう一度の奇跡を探し彷徨さまよい続けようか──

「……昔、言えなかったことがあるんだ」

　渉は今にも倒れそうに憔しよう悴すいしながらも、はにかむような顔を向けて言う。

「俺達、きっと怪盗になれるよ。だから、……一緒に行こう、兄さん」

　際限のない渇望の中で投げかけられたその言葉に、八尋は微かすかに笑った。他愛たわいなく、さも当たり前の兄弟の会話にそれは聞こえた。

「渉──」

　渉の無事を祈っていた少女が舞い降りてくる。

　ああ、と渉が彼女に向き直ろうとした時。神じん器ぎ使いの戦いに蹂躙され続けた聖堂がついに崩落を始めた。火を纏まとう瓦が礫れきが、この世界で紡がれた一つの絆きずなを押し潰つぶそうとする。

　渉は、砕けそうになる足を前に出して、少女に覆おおいかぶさろうとする。

　八尋は双そう眸ぼうを伏せて、自ら跪ひざまずいて足あし下もとに手を添えた。




　瓦礫も、聖堂も──修道院も、全てが消えた。かつてそこにあった炎の残ざん滓しを示す火の粉こだけが辺りを舞い、それすらやがて風に遊ばれ散っていった。

　月夜の下で、スバルの顔が間近にあった。その瞳ひとみが、ぱちりと一つ瞬まばたきして、渉を見つめる。その向こうには、ただ夜空が広がっていた。

　振り返ると、瞑めい目もくしたままの八尋が佇たたずんでいる。スバルは横目で渉を、八尋を見ると、一歩後ろに下がって、背中を向ける。

　八尋からは、敵意のようなものは一切感じられなかった。元あった聖堂の残像を見るように足あし下もとに静かに視線を落としている。

「俺おれも、お前も……時間、ないからな。だから、言うだけ言っておく。……渉わたる」

　幾つもの言葉を飲み込んで、呼んだ兄の言葉に、渉は顔を上げる。

「俺は、怪盗になれない。俺が怪盗になるのを、コープスと財団が許すはずないだろ。俺はいろいろ余計なことも知ってるし、只ただでさえ厄やつ介かいな神じん器ぎ所有者だからな」

「…………けど、兄さんは一度それをやろうとしたんじゃないか」

　遠い昔話を聞くように、八や尋ひろは「ああ……」と相あい槌づちを打った。

「……いや、でも、状況が違うだろ。簡単に言ってくれるけどさ……お前……五年しか生きてないのに、わかった風な口利きくなよ」

「俺が覚えてる限り十五年だよ。兄さんと同じだ」

「五年だよ。俺にとってはさ」

「……コープスの箱入りだった誰だれかよりよっぽど人生経験は豊かだよ。兄さんだって、俺のこと全部知ってたわけじゃないだろ」

　八尋は両の手をポケットに入れると、肩をすくめて笑った。

　怪盗にも、管理者にも戻れない。最強のシステマ能力者の一人として、この世界に一人放り出される。それが、杉すぎ崎さき八尋に目の前に提示された未来だった。

「……昔、ここに怪盗に憧あこがれてた孤児がいたんだ」

「いたんだって……今はいないのか？」

「ああ、もういない。そいつには、家族がいたからさ。……そいつに自由なんて選ばせるつもりもない家族が。俺はそいつが怪盗になれないって知ってたけど、なれるって嘘うそついて……いろいろ教えてみたりしたけど……それなら、何もしなければよかった」

「…………俺に似てるな」

「そうだな……でも、全然違うよ」

　兄の目はもう消えた聖堂をまだ見つめていた。その瞳を静かに伏せる。

「俺は子供だったから、そいつと怪盗になれるって信じてたんだけどな。……うまくいかないんだ、こういう時ばっかり、いつも」

　八尋は顔を上げると、ようやく聖堂の上の空を見た。

「……ここの空の方が高いな」

　渉も八尋の方に顔を向けた。兄はぼんやりと邪じや気き無く空を見ている。

「家の裏の木、あそこから見上げる空が高くて好きだったんだけど……ここの方が高い」

　渉は息を吸い込んだ。

「うまくいかないな」

「ああ……うまくいかない」

「もし、兄さんがうまくいかなかったとしても……俺がやってみるよ」

　八尋が見下ろしてくる。渉は笑みを刻んで見上げた。

「今のところ、俺おれはうまくいってる。だから、きっと大丈夫だろ。兄さんの分も、そいつの分も、叶かなえられなかった夢を俺がなんとかしてみるから」

　手の届くはずのないと思ってた兄にそう告げることに、もう迷いはなかった。これからどんな道を進むにしても、そこを一人で目指すことに迷いはない。

　渉わたるは、その言葉が八や尋ひろを『最強の神じん器ぎ所有者』の座から引きずり下ろすことを知らなかったが、八尋はそれを知ってもなお拒むことはなかったに違いない。

「……楽しみだな」

　八尋は目を伏せて苦笑すると、別れを告げるように踵きびすを返した。

「兄さん！　どこにいくんだよ？」

「いつまでも此こ処こにはいられないんだよ。もうすぐ、コープスの連中が来る。お前がただ生きていれば、それが《槍やり》がなくなった証明になるはずだ」

「これからどうするんだ」

「……まぁ、やれることはいろいろあるさ。……とりあえず、元管理者としてはコープスをほっとくわけにもいかないってとこか……俺はお前のやれないことをやっていくよ」

　微かすかに笑みの口元だけ振り向いた八尋は、別れを言わずに歩き出した。二度目の再会も、奇跡みたいなものだった。三度目があるかどうか、わからない。

「また会えるよな」

　八尋は答えなかった。再び問い質ただすことは結局、出来ずじまいだった。一歩踏み出した足は力なく折れて、世界が遠ざかっていく。

　崩れ落ちた渉を抱き起こすスバルの腕の中で、渉は目を閉じた。




　　　　◇




　管理者・杉すぎ崎さき八尋の暴走に、音おと井い直なお弥やは感謝すらしていた。

「……『贋がん作さく使つかい』め、よくもこれだけ会議を長引かせてくれたものだ……おかげでコープスの内情も、財団側の小こ癪しやくなやり口もようやく見えてきた」

　会議に潜入しての神こう坂さかを使った内偵の成果は上々、おかげでコープスを出し抜き、杉崎渉の手によって《槍》が破壊されたとの朗報も入った。

　だが、コープスの関係者に打撃を与えられたわけではない。ただ一人の能力者が各組織を翻ほん弄ろうし、《槍》一つが喪失したままに終結したのが此こ度たびの戦乱の結末だ。

「これから、邸宅に戻るのですか？」

　リムジンの対面の席に座る神坂がたずねてくると、音井は眉まゆをしかめて言った。

「とうに会議は解散され、真意を確かめるべき相手はいない。俺は森もりノの宮みやに戻る。当然、貴き様さまもだ。此こ度たびはそれ相応の役割は果たしたな。が、まだ劈へき頭とうに過ぎんことを忘れるな」

　神こう坂さかはきょとんとした。

「何を呆ほうけた顔をしている。この俺おれが命じているのだぞ」

「いえ……少し驚おどろいて。もちろん、わかっています」

　音おと井いの嫡子を人質にとることで、会議の主導権を掌しよう握あくせしめようとしている者がいる──渋しぶ谷やから聞き及び、此度に発覚した事実だ。政治的な思惑はどうあれ、俺は音井家の嫡男としてそのような屈辱を甘んじて受けるつもりはなかった。

「……だけど意外でした。音井さんが風かざ祭まつりさんを助けて、朝あさ宮みやさんに協力するなんて……しかも、朝宮さんに直接連絡をとって……」

「杉すぎ崎さき家の脱走騒そう動どうを聞いて、首謀者が朝宮家であるのはすぐにわかった。……あのような劣等家系をあえて選び協力を申し出たつもりはない」

「風祭さんは……」

「ひとえに連中が不ふ甲が斐いないからだ」

　音井は被せるように言い放つと、……まあ、と一呼吸を置いて身を起こした。

「あの渋谷政まつりに苦汁を舐なめさせてやれたことは──傑作は、傑作だがな」

　音井は満足げな片笑みを窓の外に投げると、深くシートにもたれて身を休めた。




　　　　◇




　無人の道路そのの先で、紫のコート姿の男が待っていた。

　それが杉崎八や尋ひろだということが渋谷政にわからぬはずもなかったが、その彼方かなたから歩いてくる少女を見て混乱した。髪が長く、ワンピースの服を着ている。

「政」

　久しく覚えていない心からの忘我が、渋谷を襲おそった。あれだけ追い求めたはずの少女が、手品のように目の前にいた。あの日、あの時、目の前で手を伸ばした時のままの姿で。

　だが、渋谷はただ単純に目前の再会には充足を覚えない。彼女が杉崎八尋の『贋がん作さく使つかい』の鋳い型がたとして飲み込まれる様さまを一度はこの目にしているのだ。故ゆえに、目の前の那な々な衣いが真であるかどうか、今の彼には判別がつかなかった。だからただ向き合うことしかできない。

　彼女に触れた瞬しゆん間かんに、どこかの嗜し虐ぎやく的な人形遣いが彼女をかき消すかもしれない──そんな不安がよぎる。

　コートに両手を入れて微ほほ笑えむ八尋に、渋谷はなおも双眼を剥むいて睨にらみ続ける。

「あの人がね、言ってくれたの、今まで、私のことを守ってくれていたんだって。そのためにしかたなく、あの時はああしたんだって」

「守っていた…………？」

「一応、事実だろ？　あのままなら、お前達は記憶処理されて、家族、ってやつの記憶だって忘れてたんだ」

　八や尋ひろがおどけたようすで肩をすくめてみせる。

「………………《槍やり》を失って改心でもしたか」

「そんなところかな」

「信じるかよ、糞くそ嘘うそつき野郎が」

「本当だって、おかげで、俺おれ、もうコピー一つ満足に造れなくなったからな。せっかくあんなに上う手まくなったってのに……」

　くく、と八尋は無む邪じや気きに顔をくしゃっとゆがめて笑う。

「ま、記憶の条件付けが崩れちゃったってやつ？」

　──兄の夢を継ぐ。渉わたるの言葉は、ライアー・ライセンスの根幹を揺るがしてしまった。杉すぎ崎さき渉を複製として証明する機能のはずが、かえって不証明をされた。

　それ故ゆえのシステマの欠損だった。自分の複製を造る必要などない、この世界を自在に複製することもない──但ただしまだその力は健在している。レプリカが造れない。その自称を信じたわけではないが、渋しぶ谷やは自らの身をもって実感したシステマの原則を思い出していた。

　杉崎八尋をこの手で殺した時、《廃棄処分ブルートフオース》のシステマはこの世界にとって必要なきものとなった。杉崎渉への敗北による能力減退は否定しうるものではない。

「正直にいうと、羨うらやましかったんだ、お前達のこと」

「何……？」

「……血のつながりがないのに家族って……そんなの証明されたら、たまったもんじゃないって思ってさ。それが許せなくて、お前には同じ思いを味わわせたかったわけ。

　お前だって覚えはあるだろ。それが条件付けってやつだ」

　渋谷は深く眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。──条件付け、コープスの行う記憶の強化だ。

　凝縮された記憶は、少ない『部品』因子すら媒介として回路をこじあけてその力を発現させる。しかしそれは特定の感情──記憶を人為的に偏らせることだ。渋谷もまた条件付けされた『怪盗』への憎しみに駆られ、森もりノの宮みやを混乱に陥らせた。

　那な々な衣いが不安げなまなざしで、渋谷の顔を見上げていた。

　……あの野郎。

　ついぞ誠の字を知らぬ天あまの邪じや鬼く然の八尋の振る舞いに、敵意の埋うずみ火びが焚たきつけられる。しかし、那々衣に戦いを見せるのも気が引けて、渋谷はあえて沈黙を選んだ。

　此こ処こに至るまでの道を、どう彼女に聞かせればいいのだろうか、それをなした手でどう彼女に触れればいいだろうか。

「一緒に潰つぶさないか？　コープス」

　八や尋ひろが歯を除かせて渋しぶ谷やを仰ぐ。

「──お前もまとめて喰くい殺していいならな」

　渋谷が笑み一つなく見下ろす。

　互いに握手の手はなく、コートとジーンズに両の手を入れ合った刹せつ那なの共きよう闘とう交渉。しかしそれは言葉なくすれちがい、行き交った両者が背を向け合って終わった。

　二人が行き交った後に那な々な衣いの姿はなく、「……悪い」とだけ八尋は言った。

　闇やみ夜よに紛れたコープスの追跡者達は、既すでに両者の射殺圏内に忍び寄っていた。たちまち道路の両端からハイビームの光が二人を包み、マズルフラッシュの閃せん光こうがひらめく。空くうを裂いて飛来する弾丸はいずれも両雄に突き刺さることはなく、突破不能の障壁に阻はばまれ激しい火花と散る。片や攻性装甲の甲かつ冑ちゆうが、片や触れた物質を吸収する物理の境界が──。

「…………さっきからまぶしいんだよ……!!」

　渋谷は地に亀裂を走らせる踏み込みからの突撃で、コープスの部隊の殲せん滅めつを開始する。

　一方の八尋は、緩やかに歩みを始めて、なおもその弾丸を身に受けてことごとくをノイズの境界に飲み込んでいった。やがて射い手てがその行為の無意味さに気付いて銃弾がやむ。

「…………そうだな……お前まえ等らに恨みはないけどな…………お前等みたいなのが、森もりノの宮みやや臨時怪盗エクストラのすぐ隣となりにいるっていうのは気にくわないんだよ」

　杉崎八尋の機能は条件付けの崩壊によって減退した。

　しかし今尚なおその力の片へん鱗りんは残っている。『欺ぎ瞞まん』──その本質は、『改変への衝しよう動どう』。彼は今なおこの世界の現状の全すべてを受け入れてはいない。

「これでも、あいつの兄貴だからな」

　緩やかに八尋は歩みを止めぬままに、コートから出した指先を前に据えた。何も見えない強い光の向こうへと。八尋の笑みの後ろに極大のノイズが生み出された。




　　　　◇




　渉わたるが目覚めたのはそれから八時間後のこと。出血多量寸前だった渉を救ったのは、財団の医療班の技術と、スバルの翼つばさのおかげだったそうだ。

　何一つとして痕こん跡せきの残されなかった修道院での『贋がん作さく使つかい』の最後の交戦記録。その結末を示すものは、杉すぎ崎さき渉の生存であった。《不在証明の槍ロンギヌス》は失われ、杉崎八尋は怪盗界の外郭へと姿を消した。だから渉が目を覚ました時、彼の目覚めを乱すものは誰だれもいなかった。

　たった八時間のうちに、《槍やり》を巡る争乱は静かに収束を始めていた。

『贋作使い』の《槍》掠りやく奪だつに端を発する争乱は、コープスによって秘ひ匿とくされ、公に公表されることはなくなった。財団の医療班にも、渉の負傷はイリーガルとの交戦の結果と伝えられている。よって此こ度たびの騒動で、渉を始めとした人間の個人行動も表だって語られることはついぞなかった。しかし此こ度たびの不祥事は、支持母体たる財団に不信を抱かせるには十分だった。多かれ少なかれ審議の場に晒さらされることは間違いない。

　八や尋ひろはまた会えるかどうかを語らなかったが。虚実を司つかさどる能力者である杉すぎ崎さき八尋にとって、きっと約束など何も意味はないのだ。だから、渉わたるに何も言わなかった。

　それがきっと杉崎八尋にとっての答えなのだ。病室の外が、聞き慣れた声で騒さわがしくなるのを聞きながら、渉は窓の外の空に視線を投げた。




　見舞いにやってきたのは、朝あさ宮みやをはじめとしたいつものメンバーであった。彼かれ等らに言いたいことはいろいろあったが、渉はまずこう切り出した。

「心配かけてごめん。……俺おれ、森もりノの宮みやに戻るよ」




「──うん」

　ベッドの端に腰かけて、渉によりそうようにしながらスバルは微ほほ笑えんだ。

「おかえり、渉」

[image: ]






　　　エピローグ




　臨時怪盗エクストラとして、渉わたるの復帰が決まったのは、つい先日のことであった。その復帰祝いというわけでもなかったが、携帯電話を手に入れた。学院名義で、雛ひな子こが特例的にスバルの集めたカタログの中から好きなものを選ばせてくれた。だが、その事は誰だれにも言っていなかったし、かといってまず誰から繋つながればいいのか、それを切り出せばいいのかもよくわからなかった。

　結果、相部屋の朝あさ宮みやに最初に気づかれ、そこから友好関係が広がってしまった。




　──『渉、今気づいたんだけど、例の快気祝いのパーティーの招待状、ゲストの君が平然と欠席に丸をつけていかないでくれるかな!?　そういうトコ変わらないよね！』

　朝宮からの留守電。

　──『杉すぎ崎さきさん？　わたし。朝宮さんから番号聞いたの。わたしも新体操の大会でのお休みから復帰なの。お仕事で会ったらよろしくね』

　これはメイから。

　──『主税ちからに言われて電話をしたよ、渉。こういう時、何言ったらいいかわからないけど……何を言ったらいいの？　主税』

　これは七なな草くさから。

　──『あー、渉？　僕なんだけど。そういえばなんで電話に出ないの？　……もしかしてどうやって電話に出たらいいかわからないとか？　だったら今度僕が教えるから！』

　また朝宮。

　──『用事というほどでもないのだけど、実は良い茶葉が入ったの。それでこの前できなかったお茶会……良ければどう？　それだけなのだけど……じゃあ、杉崎くん。また学校で』

　そして、風かざ祭まつり。

　──『渉、今度の放課後……暇？　坂さかノの下したに美お味いしいソフトクリーム屋できたらしくて……食べに行こうよ、こないだのお礼に。返事はいつでもいいから……またね』

　最後はスバルだ。渉はプレハブの屋根に寝転がりながら、それを一方的に聞いていた。

　けれど、これの使い方を覚えるのは、どうやら今夜のその先になりそうだ。返事はそのあとでしよう。渉はそう思って、静かに立ち上がった。




　──森もりノの宮みや及びコープスより、財団本部に通達された『杉崎渉』の評価報告。

　体術において突出した成績を残すが、その他の任務遂行力はごく平均的。而しこうして、『アンチシステマ』と称される機能によって、能力者と対たい峙じした際に突破可能性を確実に持ち得る。よって対イリーガル怪盗との迎撃、追跡においては九大戦力フアントムナインに匹敵する期待値を誇る。

　現在、参加任務は二回。獲得神じん器ぎは一、任務補助は一、非公式であるが逸脱能力者・暗号名『贋がん作さく使つかい』の鎮圧において神話級神器一破壊の大功を成し、それ以前にもマスカレード・サーカス現首領・神かみ代しろ明めい夜やと森もりノの宮みや学院において抗戦、撃退を果たしている。連帯行動を不得手とするが、重要局面においては結果として高い連携行動を達成する。

　精神的な強さと脆もろさを同時に見せ、任務それ自体の服重度は高いが、それ以外の局面で独断専行の逸脱行動が度たび々たび散見される。但ただし、複数の監督者からは精神的な変化が見られるとも報告されており、今なおエージェント適性は『未知数』である。

「森ノ宮学院の臨時怪盗エクストラ、杉すぎ崎さき渉わたるだ。──コープス、これより任務を開始する」

　渉は空いた手で上位制服の襟を直し『同盟』の邸宅を見上げると、通信機のスイッチを入れて言った。

「──あんたたちに、邪じや魔まはさせないからな」

　当該者は、システマの性質上──イリーガル怪盗へのカウンター戦力になりうるが、同時に、財団の反抗勢力の中核ともなりうる存在でもある。

　本当の自分なんて、まだどこにもない。




　だけど──俺おれは、俺に関かかわってきた全すべての真実を守れる力がある。誰だれかがそれを悪意の嘘うそや策謀で塗り潰つぶそうとするなら、片端から打ち砕く。それが、きっと──

　この世界で、俺が怪盗として出来ることだ。






　あとがき




　大変お待たせしました。今回の舞台は『臨時怪盗エクストラ』。渉わたるにとってはターニングポイントとなる場で、彼は《槍やり》を巡る争乱に巻き込まれます。一巻から続く三部作構成、その後編にあたる第三巻をお届けいたしました。

　今回もまた登場人物が多くなりました。渉、スバル、朝あさ宮みや、七なな草くさ、風かざ祭まつり、音おと井い、渋しぶ谷や、明めい夜やに八や尋ひろ……これまでの主要人物だけ抜き出してもこの有様です。しかも前回、さしてクローズアップされていなかったある少女もここに加わることに……。三巻の時点でこれは多いな……と思いつつも、最後はそれぞれ見せ場を作ってやれたと思います。そんな今回は、第一巻のテイストと似た争奪戦の展開となりました。




　今回も、筆の遅さで各方面にご苦労をおかけしてしまいました。関係者様、申し訳ございません。そしていつもありがとうございます。

　イラストレーターのモフさんにはいつも描写不足の文章から、魅力的なキャラクターを掘り起こしてもらって本当に感謝しています。アイデアなどもいただき、支えてもらいすぎて恐縮なくらいでした。

　編集のＫさんもよく見捨てずに担当し続けていてくれたなといつも思っていました。ありがとうございます。そして、デザイナー様、校閲様や他ほかの関係者様にも。きっと厄やつ介かいな作家だなと思われていたのではないかと思います。それにもかかわらずいつも素晴らしい仕事、感謝します。




　私は筆が遅いですが、あとがきに関しても異常なレベルで筆が進みません。たった二ページに三、四日かかるくらいに何から書けばいいのか悩みます。……本当に。

　この二ページ目に来るまでも、それぐらいかかりました。正確に言うならば、謝辞については思いのままに書けるんですが、それ以外のところにありえないくらいに苦心します。一巻目の人生初の後書きを読んでみると穴埋めに必死だな、と我ながら苦笑いが出ます。




　ですが、ここから先はすぐに書ききれると思います。

　読者の皆様、いつもお待たせしてすみません。そして、ありがとうございます。続きがあるかどうかは売り上げ次第ですので、なにとぞ宜よろしくお願いします！　これからも頑張ります！

　以上、大の苦手なあとがきでした。

　それではまた！





市いち原はら秋しゆう太た　
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市いち原はら秋しゅう太た

夏は、海とプール通いが趣味なんですが、大体毎年その行き帰りに車に接触されます。二年連続で接触されていて、今年こそは気をつけようと思っていたんですが、何とか無事に乗り越えました！　執筆期間が被ってそれほど行けなかっただけという話ですが。
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モフ

三十路突入、岡山県在住のフリーのイラストレーター。

初めましての方もそうでない方もこんにちは。

名実ともにＭっぱげてきたモフです。別に悔しくないです。
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